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     プロローグ


     第一章　戦場は膨大な悪意によって構築される


     第二章　地獄を疾走する獣たち


     第三章　死を運ぶ蒼ざめた馬よ


     第四章　十二使徒のゲーム


     エピローグ


     あとがき──突っ走るということ

  



  
    　──さあお立ち会い！　この世のあらゆる享きよう楽らくを味わい続けた皆々様よ！


    　──人を蔑さげすみ、人を貶おとしめ、人を穢けがしてきた皆々様よ！


    　──貴方あなたがたはとうとう究極の悦楽に手を出してしまったのです！


    　──即すなわち、殺人！　自分と同じ種の命を弄もてあそぶ！　それは何という快感か！


    　──ですが皆々様！　一つお忘れではございませんか？


    　──人を殺す者は、殺されても仕方がない存在だということを！


    　──人の命を弄ぶ者は、天罰を受けるのだということを！


    　──天からの罰など怖くない？　殺されることなどありえない？


    　──なるほどごもっともです！　貴方がたには強大な権力がある！


    　──指先一本で人を殺し、口を封じることができるでしょう！


    　──ならば、誰が貴方がたを罰するのか？　貴方がたの喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎるのか？


    　──答えは〝ケモノガリ〟。貴方がたのようなケモノを徹底的に追い詰め、鋼はがねの牙で喉笛を食い千切り、命いのち乞ごいをせせら笑って刃やいばを突き立てる者。


    　──さあ、もう彼は目の前にいる。戦いますか？　逃げますか？　泣き喚わめきますか？


    　──無論のこと、結末は等しく同じです。


    　──死、死、ただ死に絶える。絶対的な権力を持ち、暴力装置を抱かかえた貴方がたといえども、あのケモノガリの前では、ただのケモノでしかないのだから！

  



  
    登場人物


    



    赤あか神がみ楼ろう樹き


    殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


    〝ケモノガリ〟を名乗り、ローマに潜伏中。


    



    シャーリー・ワードワーズ


    自称・ＣＩＡ。赤神と行動を共にする。


    イヌガミ


    人間の脳を移植された犬型生体兵器。赤神と行動を共にする。


    



    ロートケプヒェン


    赤い頭巾を被った少女。かつてのイヌガミの姉・ゲルト。


    ペイルライダー


    バイク集団「黒槍騎士団」団長。娯楽提供者エンターティナー。


    



    アストライア


    「クラブ」の調停者。金髪の美少年。


    



    シスター・セシリア


    バイオリンを弾くシスター。


    ヴァレリオ・ロベルティ


    ローマ教皇次期最有力候補。「クラブ」のリストに名を連ねる男。


    



    貴き島しまあやな


    殺人ゲームから生還した赤神の元クラスメイト。

  



  
     プロローグ


    



    
      ──アメリカ合衆国　テキサス州

    


    　ロイ・クレンナという男は、この世で何より暴力が好きだった。それも圧倒的な暴力だ。互角の戦いなどというものとは、無縁でいたかった。


    　だから、彼は警察官僚になった。政治家である父親の権力をフル活用して、たちまちのうちに出世を果たした。汚職とは全く縁のないクリーンな警察官僚、それが彼の評価だった。なるほど彼に金銭欲はない。あるのはただ、暴力的な衝動だけだった。


    　そんな彼にも、一つだけ穢けがれた秘密があった。人を狩ることを目的とする〝クラブ〟の会員であり、彼らから生いけ贄にえの提供を受けていたことである。


    　欲望が抑えきれなくなったとき、ロイはいつも西部劇のロケセットを一日レンタルすることにしていた。咎とがめる者など誰もいない、荒野にぽつんと佇たたずむ小さな小さなレプリカの町。そこが、ロイにとっての狩り場フイールドだった。


    　幾つかある建物の中に、西部劇には欠かせないであろう酒場がある。もっとも中に酒はない、あるのは、とある目的のために集められた生いけ贄にえだけだ。


    　不安に震ふるえながら、少女たちは寄り集まっている。周囲には、武装した男たちがニヤニヤと笑いながら取り囲んでいた。


    　やがてロイからの合図を受けた男が、手近にいた少女の肩を摑つかんで強引に外へ放り出した。


    　痛みに悲鳴をあげることもなく、啞あ然ぜんとした表情で周囲を見回し、状況が全く理解できずに混乱する。遠巻きに彼女を眺めているのはロイが雇った傭兵たちだ。


    　周りには古臭い建物が三つ四つぽつんとあるだけ。昨日まで、ロサンジェルスにいたはずなのに、いつの間に荒野に移動したのだろう。


    　理解できなかった。自分がどうして、こんな場所にいるのか──理解できなかった。


    　彼女はヒステリックに、誰に向けるでもない言葉を叫ぶ。


    「なに……ねえ、なに、これ!?　何なのよ！」


    　その叫びに応える者が、一人いた。


    「決闘だ！」


    　ビクリと震えた少女が、恐る恐る声がした方へ首を向けた。佇たたずむ人間のいでたちに、目を見開く。カウボーイハットにバックスキンジャケットとインディゴブルーのジーンズ、首には真っ白なネッカチーフ、腰にガンベルトとホルスターといういでたちの男。


    　彼──ロイ・クレンナはまさに、完全無欠のカウボーイだった。


    　分からない。判わからない。解わからない。理わ解かりたくもない。


    　怯おびえきった表情で、少女は立ちすくむだけ。ロイはそんな彼女にヒップホルスターから抜いた回リ転ボ式ル拳バ銃ーを投げつけた。


    「ヒッ……！」


    　少女は後あと退ずさる。だが、恐怖で足がもつれて倒れ込んだ。ロイは少し苛いら立だった表情で、地面に転がった拳銃をもう一度彼女の傍そばへと放り投げる。


    「それを手に取れ」


    　有無を言わさぬ、という声色に少女は震えながら拳銃を取った。ロイは優しく、少女に語りかける。


    「これは決闘だ。どちらかが死ぬまで、逃れることはできない」


    　ロイはホルスターのボタンを外はずし、拳銃にそっと手をやった。


    「立ちなさい。正々堂々、決着をつけようじゃないか！」


    　決着とは、何の決着なのだろう。そもそも、なぜ拳銃を撃たなければならないのだろう。撃たれなければならないのだろう。


    　少女には何も、全く何も分からない。


    （どうして？　どうしてよ？　わたし、何かしたの？　何かしたからここにいるの？）


    　確かに少女は罪を犯した。ガソリンスタンドの強盗未遂。刑務所にブチ込まれることは仕方ないと思った。だが今、自分が置かれている現状だけは、どうしても理解できなかった。


    （どうして、どうして、どうして、どうして……）


    　何な故ぜ自分は、泣きながら銃を手にしているのか。何故自分は泣きながら銃を男に突きつけているのか。何故自分は────。


    「あああああああああああああああぁぁぁぁぁぁっ！」


    　絶叫して、銃の銃ひき爪がねを引いたのか。


    　カチリ。銃弾が発射しないことに驚く時間もなく、最後まで現状を理解できぬまま──少女は心臓を貫かれた。


    　ロイは圧倒的な暴力が好みである。相手に与える銃には、いつも銃弾が装そう填てんされていない。その瞬間の表情は、人間によって様々だ。愕がく然ぜんとする者、ぽかんと口を開ける者、騙だまされたことに気付いて怒る者──。


    　その千差万別の表情が愉快でたまらなかった。


    　だがまあ、今回の娘はもっとも一般的な表情だった。次の生いけ贄にえに期待しよう。


    「次！」


    　ロイがそう叫ぶと、酒場の扉が開いて少女が進み出た。少女がスタッフたちに突き飛ばされることなく、自分の足で出てきたことにロイは疑問を抱いだいたが──彼女の美しさにそんな些さ末まつなことは頭から吹き飛んだ。


    　ふわふわとした金色の髪は、夜間照明の野暮ったい無機質な光を浴びて天使のように輝いている。シルクのように滑なめらかで白い肌、氷のように冷たく、希望も絶望も浮かび上がらない透明な瞳ひとみ。


    　何もかもがこの世ならざる存在のような美しさだった。


    「…………」


    　ロイはしばし沈黙して見み蕩とれていたが、咳せき払ばらいして気を取り直すと、死体の傍そばにある銃を指差して告げた。


    「拾え。私と決闘しよう」


    「決闘？」


    　少女が首を傾かしげる、ロイは優しく告げる。


    「そうだ、知らないのかい。互いに銃を持って、合図と共に撃つ。死んだ方の負け、生きている方の勝ちだ」


    「……分かった」


    　少女はこくんと頷うなずき、躊躇ためらいなく銃を手に取った。そうして、先ほどでき上がったばかりの死体を一いち瞥べつしてから、ロイに向き直る。


    「では、合図を。レディ……」


    　ロイは「ゴー！」と叫ぶと同時、銃を引き抜いた。少女は銃を構えることすらなく、だらりと手を下げたままだ。


    　少しもったいない、じっくり楽しんでやろう。ロイは照準を少し下げて、膝ひざを狙ねらうことにした。銃弾は狙い違たがわず、彼女の膝を────。


    　撃ち抜くことなく、地面に黒い穴を穿うがった。


    「え……？」


    　ぽかんとした表情で、ロイはその穴を見つめていた。しばらくして、ようやく少女が動いて銃弾を躱かわしたのだと気付いた。


    「……どうしたの？」


    「え、いや……え？」


    　背筋が寒くなるように冷徹な少女の声に、ロイは狼ろう狽ばいするだけ。少女は首を傾かしげて、感情を見せぬ顔のまま告げる。


    「今の一発と、先ほどの一発。その銃の回シ転リ式ン弾ダ倉ーには、まだ四発の銃弾が残っているはず。使わないの？　これは決闘、どちらかが死ぬまで戦うのでしょう？」


    　ロイの心臓が弾んだ。目の前の少女が、急におぞましい怪物に変わったように思えた。恐怖のせいで収縮した胃がひどく痛んだ。


    （落ち着け。そして、狙うのだ）


    　心の中で、理性がそう囁ささやいた。ロイは奇妙な震ふるえを強引に抑えつけつつ、今度は胴体に狙いを定めた。頭を狙い撃つヘツドシヨツトなど、できそうになかった。


    　銃ひき爪がねを引く、銃弾が放たれる、くるりと優雅に回転した少女の胴体は、傷一つない。


    　少女が平然とした口調で告げる。


    「あと、三発」


    　あと、三発。あと、三発撃ってしまえば──銃は、殺傷武器ではなくなってしまう。


    「う……あ……ああああああああああああああああああ！」


    　絶叫して、ロイは闇やみ雲くもに撃ちまくった。少女は妖よう精せいのように優美な、幻想的な動きでその銃弾を全て躱した。


    　カチリと音がする。弾倉には銃弾がもう存在しないことを理解するのに数秒かかった。焦あせってガンベルトに手をかけ、どうにか弾を摘つまみ上げたものの、手が震えてポロリと落とす。


    「あ、ひっ……ひっ、ひっ、ひっ」


    　ロイは乱れた呼吸で、パニックになりながらその弾を拾い上げようとして──。少女の爪先に、顎あごを蹴けり上げられた。


    　悲鳴をあげることすらできなかった、顎の骨が一撃で粉砕した。絶えて久しくなかった激痛に、全身からべたつく脂汗がどっと噴き出した。


    「は、ひっ……ひっ、ひっ」


    　少女は彼を見下ろしつつ、ロイのポケットから携帯電話を取り出した。タイミング良く着信音が鳴り響く。少女は無言で彼に電話を突きつけた。


    「……？」


    　出ろ、ということらしい。彼は恐る恐る携帯電話を耳に当てた。


    《やあ、ロイ・クレンナ！　久しぶり、元気だったかい？　いやあ、最近例会に来なくて寂しかったよ。仕事が忙しいとは思えないから、きっと人狩りマンハントが厭いやになったんだと思ってね》


    「────」


    　ロイは絶句した。一瞬、顎あごを粉砕された痛みを忘れた。


    　クラブの七幹部。天てん秤びんを持つ調停者…………アストライア。ロイが、今一番会いたくない少年だった。


    《それで？　何か僕に隠していることはないかい？》


    「あ、ぎっ……」


    　顎を砕かれたため、彼はろくに喋しやべることもできない。そんな彼にお構いなく、アストライアは陽気に喋り続ける。


    《例えば！　何人かの会員と語らってクラブを抜け、新しい組織を作ろうとしているとかさ》


    「……っ！」


    　計画が露ろ呈ていしていたことに、体内に氷が突っ込まれたような感覚を抱いだいた。


    《いけないなあ。そりゃあ君、自分の思い通りに物事を動かしたいというのは分かる。新参者ということで色々と侮あなどられていたり、さぞや辛つらい思いをしていたんだろうねえ。あるいは最近、会員が死にまくっていることに怯おびえたとか？　分かるよ、うん、それは分かる》


    「ほ、ほふぇは……」


    《だけど！　クラブへの裏切り行為は許しちゃいけないんだよねえ。ここがほら、調停者たる僕の辛いところでもあるのさ。ああ、もちろん君には好意を抱いているよ。でも仕方ないよ、仕方ない。なるべくしてなったことなんだ。ああ、もちろん君以外の裏切り者も全員始末しておいたからね。アメリカ人同士で固まってくれていたんで、こっちも世界中を飛び回らなくて済んだよ、ありがとう》


    「……ひ、ひがっ！　ひがふ！」


    《ああ、そうそう。目の前にいる女の子、今度入った有望新人の娯楽提供者エンターテイナーなんだ。今日はちょっと予行演習も兼ねてるんで、頑張って抵抗してほしいんだけど……あー、やっぱり無理かな？》


    「無理だよ、アストライア。彼はパニックになっていて、論理的な思考ができないみたい」


    　悲鳴をあげるだけのロイに代わり、少女が答えた。


    《そっか。じゃあゲルト。あとはよろしく、スタッフもまとめて始末しちゃって》


    「……名前」


    　少女が咎とがめるような口調で応じると、アストライアが申し訳なさそうに言い直した。


    《すまなかったね。それでは改めて、ロートケプヒェン。あとはよろしく》


    「分かった。もう、電話を切るね。ばいばい」


    　ゲルト──ロートケプヒェンと名乗っている少女は用済みとなった携帯電話を放り捨て、破砕された顎あごから滴したたる血と、涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしたロイをじっと眺める。


    「ふぁふふぇ──」


    　恐らく助けて、と言おうとしたのだろう。心のどこかで無駄と知りつつも、命いのち乞ごいをしたくなるほどに彼は恐怖していた。


    　ロートケプヒェンは首を横に振って、彼に言った。


    「……楽しませながら殺す、ということが未いまだに私にはどういうことか分からないの」


    　両手の袖そで口ぐちから、するりと短剣が飛び出した。その短剣は奇妙なことに、刃はが存在しなかった。その短剣を突きつけられて、初めてロイはその武器の用途を理解できた。


    　この短剣は斬るためのものではなく、突くためのものである。鋭利かつ極太の針──これなら鋼こう鉄てつですら、貫き通せるだろう。


    　針剣ステイレツト──それが、この武器の名称だ。


    「だから、ひとまず実験させてちょうだい。苦しいとは思うけど、我慢してほしい」


    　冷徹にロートケプヒェンはそう告げた。久しく祈りを捧げていなかった神に、ロイは心の底から祈った。救いあれ、救いあれ、救いあれ……。


    　もちろん、彼の祈りに神は応えるはずもない。針を突き刺されるたびに、ロイは体を跳ね上げながら命乞いをし、最後には「ひと思いに殺してください」と泣きじゃくりながら懇願した。


    　無論、その願いをロートケプヒェンが叶かなえるはずもない。


    「……こんなものかな」


    　ロートケプヒェンは全身を穴だらけにしたロイ・クレンナの死体を見ても、眉まゆ一つ動かさない。スマートフォンのカメラで撮影し、アストライアにメールで動画を送信──こんな感じで大丈夫だろうか、とコメントもつけた。


    　彼を守っていたボディガードも、既に彼女は全滅させていた。その内の何人かは、恐らく死んだことすら気付かなかったに違いない。一切の悲鳴も、物音すらもなく──彼女の針剣ステイレツトは、男たちを串刺しにしていた。


    　全てが終わったあと、アストライアからメールが届いた。冒頭の一行で、感想は


    《完かん璧ぺきだ》


    　彼女はその言葉に、嬉うれしそうに目を細めた。褒ほめられて嬉しいなど、いつ以来だっただろうか。殺人者の『先輩』に当たるアストライアからの褒め言葉だ、嬉しいに決まっていた。


    《それじゃあ、アメリカでの任務はおしまい。次はいよいよ、君の望みを果たすときだ》


    　その言葉に少女は胸をときめかせた。この任務に出立する前、ロートケプヒェンは既に彼から次の目的地を告げられていたのだ。


    「バチカン……」


    　ロートケプヒェンは、その地名の意味するところを思って胸を震ふるわせる。この世界で、もっとも神に近い国。そして──弟がいる国だ。


    



    「純粋な殺意は、純粋な恋情に似ている」


    　かつて、アストライアは少女にそう言った。


    「恋い焦こがれるように誰かのことを考え、憎み、思い通りに動いてくれたらと願い、傷つけたいと願う様さまは、やはり恋に似ている」


    「……貴方あなたにとっては、それは赤あか神がみ楼ろう樹き？」


    「そうだね。毎夜考えるよ。彼を殴なぐりたい、蹴けりたい、傷つけたい、目を抉えぐりたい、頸けい動どう脈みやくを断ち切って血を浴びたい、はらわたを引き摺ずり出したい。そういうことを考えているうちに、いつも朝になる」


    　アストライアは、彼のことを話すときはいつもより饒じよう舌ぜつになる。


    「その気持ちは、少し分かる」


    　傷つけたい。憎まれたい。愛されたい。癒いやされたい。


    　恋情も殺意も、複ふく雑ざつ怪かい奇きな思いが絡まって透明なものに昇華している──アストライアは、そう言った。
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    「でもね、ゲルト。殺意と恋情は似ているけど、やはり違うんだ。同じものだと勘違いしちゃあいけない。そこには、決定的で致命的な齟そ齬ごがある。愛しているから殺したいじゃなく、殺したいから殺すんだ。僕にとっての、楼樹くんはそういう立ち位置の人間さ。さて、君はどちらかな？　君は──」


    　そのとき、自分は何と言ったのか。少女はよく覚えていない。反論したのかもしれない。殺意も愛情も、イコールだと。


    　ともあれ、あの離別から一か月が過ぎていた。彼の傷も癒いえただろう、計画も練り上げただろう、準備も整っただろう。


    　彼を迎える頃ころ合あいかもしれない。


    　少女は祈る。どうか、ハインツが今の自分を受け入れてくれますようにと。……だが、もし受け入れてくれなかったら？


    



    　──戦うしかない。戦って、殺し合って、わたしという存在を弟に示すしかない。


    



    「待ってて、ハインツ」


    　ロートケプヒェン、かつてはゲルト・ルートヴィヒという名前だった少女は陶酔した表情で、そっと愛する弟の名前を呼んだ。


    　その顔も、体も、服も、心も。何もかもが、ドス黒い血に染まっていた。

  



  
     第一章　戦場は膨大な悪意によって構築される


    



    　……おや、と思った。


    　誰かに手を引かれて歩いている。街のざわめき、くすぐったくなるような笑い声が耳に届く。


    「どうしたの？」


    　その声に、僕の全身が一瞬硬直した。


    　記憶から薄れつつあるブレザー、それを着た少女が目の前にいた。少女の顔立ちだけは、変わらずハッキリと刻み込まれている。


    　だが、それは僕の記憶がそこで停止しているだけだ。これから先、髪型を変えたり顔立ちが大人びたものに変わるであろう少女の顔を、僕が知ることはない。


    　十七歳から先は、僕にとって未知の──『貴き島しまあやな』なのだ。それを思い知らされるたび、僕は酷ひどく打ちのめされる。


    「どうしたのってば」


    「ああ、いや──」


    　何でもないよ、あやな。何でもないんだ。


    　僕は手を引く彼女に微ほほ笑えみかける。彼女はくすくすと笑いながら、銅像を指差した。


    「あの銅像ね、凄すごいんだよ」


    「凄いって、何が？」


    「戦場でバイオリンを弾いた女の子の像なんだって。それでね、バイオリンを弾いたらみんな、戦うことをやめたんだって。その曲がとても綺き麗れいで、そして悲しくて……聴き入っちゃったんだって」


    　よくありそうな話である。恐らくは、大おお袈げ裟さに誇張されたものだろう。だが、あやなの瞳ひとみは感動に輝いていた。落胆させたくなくて、話を合わせることにした。


    「そうなんだ。凄いね」


    「凄いよねぇ」


    　瞳は無む垢くな輝きを帯びていて、声は銀ぎん鈴れいのように綺麗だった。


    　柔らかい手を握り締めているのに、何な故ぜか力が入らない。周囲を見ても、だだっ広い広場なのに、人間は一人もいない。


    　それでもう、確信してしまった。


    「あやな」


    「なあに？」


    　──これは、夢なんだろう？


    　そう尋ねようとして、怖くなった。もう少しでいい、このまま虚構の光景を見つめていたい。


    　赤神楼樹ぼくが高校生で、あやなの幼おさな馴染なじみだった世界。それを、少しでも長く体験したい。痛切にそう願った。


    　風景がぐにゃりと歪ゆがむ。背景がポロポロと抜け落ちていく。


    　まだだ、まだもう少しだけ……。


    「あやな」


    「どうしたの？」


    　無言で彼女を抱き締める。ここがどこであろうと構わない。夢でも、現実でも、妄想でも構わない。ただ、あやなをこうしたい。


    「苦しいよ、楼ろう樹きくん」


    　抱き締めた感触はなくとも、抱き締めたという事実があれば、それだけで救われる。


    「会いたかった」


    　最後にそう呟つぶやいた。彼女の感触は、もう腕の中にない。安息の暗くら闇やみは、すぐさま強烈な白光に覆おおわれる。


    　──会いたかったよ、あやな。


    



    　瞼まぶたを開く。即座に現状を認識し、夢は夢として大切に保管する。どうやら、久しぶりの柔らかい寝床に随分と深く寝入っていたらしい。


    「あら、起きたの。顔色がいいわね、何か良い夢でも見たの？」


    　同行者の言葉に、僕は首を横に振って答えた。


    「悪夢だったよ。……悪い、夢だ」


    　そう、今の夢は掛け値なしの──悪夢だった。


    



    　祈れば救われる。


    　人を傷つけず、人を愛し続ければ救われる。たとえ殺されたとしても、神の御み許もとへ行くと考えれば救われる。


    　だが、僕たちは現実に生きている。だからこの世界で救われたい。なのに、この世界で人を殺して救われようとする輩がいる。僕はそんな外げ道どうのケモノを狩るケモノガリだ。


    　さてさて、果たして外道を狩る僕は救われるのか？


    　無理だろうな、と思う。


    　僕の行為は、天に唾つばするものだ。天国と地獄が実際に存在した場合、僕は間違いなく地獄に落ちるだろう。だがそれも当たり前のこと。僕のような存在が救われることなど、あってはならないのだから。


    　何より、僕は僕が為なすべきことを全て終わらせることができたなら、地獄に落ちることなど喜んで受け入れる。終わらせられぬまま、地獄に落とされたとしたら──そこから、何としてでも這はい出てやる。


    



    
      ──イタリア　ローマ

    


    　二月は、ローマがもっとも静かな時期だ。ローマの平均気温は東京と似ているが、冬場は地中海性気候の影響で、比較的暖かだ。ただし、天気は変わりやすいので要注意。


    　ドイツから旅立ってから、情勢はどんどんと悪い方向へと進んでいった。


    　ローマ教皇は、信徒の前に姿を現すことが困難なほどに衰えているらしい。


    　そして、世界各地で「果たして次の教皇は誰になるのか？」という論争が勃発していた。各国の候補者の中で、常に有力者として挙げられるのが──ヴァレリオ・ロベルティという男だ。


    　それが、今の僕たちの標的ターゲツトである。


    「もし……万が一、彼が教皇になったとしたら」


    「暗殺の難易度は跳ね上がるわね。もちろん、楼ろう樹きなら不可能とは言わない。でも……色々と巻き込む可能性があるわ」


    　自称ＣＩＡの女性、シャーリー・ワードワーズがそう言って柳りゆう眉びをひそめた。彼女と出会ってから四か月になる。彼女が考え事をするときに外はずした眼鏡めがねのつるを嚙かむ癖に気付いたのは、一か月ほど前だ。嚙み痕あとがつかないのだろうか、などとたまに思う。


    　のそり、と赤しやく銅どう色をした大型犬が起き上がった。携帯ゲーム機用のタッチペンを咥くわえ、スマートフォンに文字を入力した。


    《自分が計画に加われば、問題はないと思うが？》


    　彼はイヌガミ、という名の犬である。犬といっても人間の脳を移植され、様々な改造を施されたスーパードッグだ。一か月ほど前に殺し合ったものの、最終的に利害の一致を見て、共に戦うことになった。


    「あらありがとう、イヌガミ。でも、やっぱりキツいことには変わりないわねえ。やっぱり、今のうちに仕掛けるのが一番だと思う」


    「……ああ、そうだろうな」


    　シャーリーの言葉に、僕──赤あか神がみ楼樹も頷うなずいた。


    　僕たち三人（正確には二人と一頭だが、僕はイヌガミを一人と数えている）は、当初の予定通りにローマを訪れていた。傷の治療や情報収集、ドイツでの事後処理もあって一か月ほど経っていた。


    　自分一人ならば、すぐにターゲットへと向かったのだがシャーリーやイヌガミはそうもいかない。そして、相手は闇やみ雲くもに襲いかかって暗殺できる存在ではない。


    　僕たちは三日前にローマに来てから、ペットが宿泊可能なホテルを拠点にしつつ、土地勘を養うためにぐるぐると市内を回り、襲撃計画を練っていた。


    「ヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きようは候補者ということもあって、既にＶＳＳバチカンシークレツトサービスが護衛についているわ。無力化するのは、相当に厄やつ介かいね」


    　ＶＳＳ……多発するカトリック教会へのテロに対抗するため、各国の警察・軍隊から特に優れた人材をスカウトして結成された、高位聖職者の護衛機関である。不正経理の告発や、偽造通貨の摘発など、任務が多岐にわたるアメリカのシークレットサービスと異なり、彼らは純粋に聖職者の護衛のみを任務としている。


    　極めて高度な戦闘訓練を受けた彼らは、恐るべき敵であることは間違いない。その上、僕には厄介なハンデがある。


    「ねえ、楼ろう樹き。あくまで、ＶＳＳの人間は殺さない方針でいくのね？」


    　シャーリーの問い掛けに、僕は頷うなずいた。こればかりは、変更するわけにはいかなかった。ヴァレリオを護衛しているＶＳＳの人間に不審な点は一切なかった。彼らは任務に命を捧げた、善良で敬けい虔けんな信徒なのだ。


    「ああ。殺せば、僕の内部で何かが変わってしまう。それが、僕には一番恐ろしい」


    　たまらない恐怖だった。全く罪のない、皆に愛される人間を殺してしまうこと。それは、僕に致命的な打撃を与える気がした。


    《私が──》


    「君もだ、イヌガミ。できるだけ、殺さない方がいい」


    　イヌガミは無言で首を横に振ると、素早くスマートフォンで文章を入力した。


    《今いま更さら、どうということはないさ。私の牙きばは、善良な犠牲者たちの血で汚よごれきっている》


    「だったら、それ以上汚すな」


    《しかし──》


    「はいはい、ストップ。そこまでよ」


    　僕とイヌガミのやりとりに、シャーリーが割って入った。僕とイヌガミの頭を軽くぽんぽんと叩たたいて言った。


    「いい？　確かにそれは困難かもしれない。でも決して不可能じゃないし、何より楼樹が壊れたら、その時点でこの作戦は全ておしまいよ。だから、殺害しないことを前提に計画を立てる」


    　シャーリーは肩を竦すくめた。


    「一番確実と思えるのは、教皇選挙コンクラーベまで粘って潜り込むことね。システィナ礼拝堂に潜り込み、目当ての人間を百六十人の枢機卿の中から見つけて首を斬ってさよなら」


    　教皇選挙コンクラーベはシスティナ礼拝堂で行われる。自由奔放な行動で名を馳せるヴァレリオでもこればかりは避けることができないはずだ。


    　しかし改めて考えると──罰当たりにも程があるな。


    　そして、言うだけなら実に簡単そうな作戦に思える。


    《教皇選挙コンクラーベの最中にバチカンに潜り込む方が遥かに難しくないか？》


    「まったくだ」


    「そうよねー。でも、潜り込めさえすれば何とかなるわ。世界中から追われるようになるので、誰にも顔を見せてはならないでしょうけど。覆面でも作っておく？」


    「……やはり、おとなしく今のうちに暗殺する方が無難かな」


    　襲撃地点すらなかなか定まらない。一昨日バチカンを訪れたヴァレリオは、病の床に就いている教皇と面会した後、ローマ外はずれの孤児院や教会を訪問したりと精力的に活動していた。


    　が、その活動の大部分はスケジュールに入ってなどいなかった。これは、ＶＳＳから手に入れたスケジュール表と照らし合わせてみたから確かだ。


    「狙ねらわれていることを知っているから、スケジュールを守ろうとしないのか。あるいは単に、ヴァレリオ・ロベルティがそういう人間なのか──」


    　シャーリーも判断に迷っているようだ。僕は改めて、彼女が調べてくれたヴァレリオ・ロベルティの資料に目を通した。


    



    　ヴァレリオは赤子の頃、弟と一緒にとある教会の前に打ち捨てられていたという。母親からの手紙には、「貧困によりどうしても育てることができず、神に縋すがるしかない」と書かれていた。


    　教会の神父は迷った末に孤児院に送るのではなく、自身が引き取って育てることにした。神父はことあるごとに、その選択は神から与えられたものだと子供たちに告げた。


    「お前たちを育てよと。そう神は仰おつしやった」


    　ヴァレリオは弟と共に神学を学び、めきめきと頭角を現した。彼は保守的で慎ましい父親や弟とは異なり、進歩派としての道を歩み始めた。そして、「科学が発達し、神が実在するか否かの証明すらなされようというこの時代から、目を背そむけるな」と言って保守派から猛烈な批判を浴び、同時に敬けい虔けんなキリスト教徒以外からも注目される人間になった。


    　極めて破天荒で、権力に全く執着しないことでも有名であり、とある司祭にお前の主張を撤回しなければ、聖職者としての地位を剝はく奪だつするぞと脅されたところ、躊躇ためらいなく地位剝奪を受け入れたほどだ。結局、根負けした司祭が前言を撤回した。


    　あらゆる国を訪問して、現実と寄り添う宗教の在り方──最後の救いではなく、生き抜く術とすることを教えた。教皇は彼を、かつて東欧の民主化運動を支援したヨハネ・パウロ二世になぞらえ褒ほめ讃たたえたという。


    　そして、いつしか進歩派以外の人々も彼の生き方を受け入れ、賞賛するようになり──枢すう機き卿きようとなり、遂には教皇選挙コンクラーベの最有力候補まで上り詰めた。


    



    　以上が、彼の表向きの経歴である。


    　なるほど立派な人物だ。だが──ヴァレリオ・ロベルティの名が〝クラブ〟のリストに記載されているならば、話は別だ。


    　シャーリー（の仲間だろう）が更さらに深く調べてきたところによると、彼が昇進するとき、必ず対抗するべき人物がその地位から蹴けり落とされていた。


    　事故死、病死、あるいはスキャンダルに巻き込まれるなど。そのため、彼は目の前に現れたチャンスを悉ことごとくモノにすることができた。


    　これは運がよい、ですまされるような出来事だろうか？　無論、証拠など一切ない。あったとしても、それがヴァレリオと直接繫つながる可能性は低い。


    　計画を立案し、実行した組織が存在するだろう。そう──〝クラブ〟だ。


    　クラブは人狩りマンハントを目的とする会員制の組織だが、その手段は多岐にわたっている。娯楽のために人を狩り、娯楽のために国を弄もてあそび、娯楽のために人を改造する。百年の伝統を持ち、この世界の裏に潜む掛け値なしの怪物ひとでなしたちだ。


    　彼らが動けば、聖職者の一人や二人消し去るなど指一本で事足りる所業だろう。事故に見せかけることも、医者や警官を買収することもだ。


    　そして今、ヴァレリオは教皇にもっとも近い場所にいる。


    　クラブの会員がカトリックの最高権力者となる事態は、絶対に防ぎたい。彼が教皇になるということは、これまで朴ぼく訥とつに信仰してきた人間への冒ぼう涜とくだからだ。


    　ヴァレリオの写真を見る。彼は満面の笑顔で、孤児院の子供を抱かかえていた。だが、彼の笑顔に騙だまされてはならない。彼は〝クラブ〟の〈会員〉なのだ。彼は子供を抱きかかえているのと同じ手で、老若男女問わず弱者を殺し続けていたかもしれないのだから。


    　そう……このリストに名前を刻んでいる以上、彼もまた大罪を犯した者だ。万が一、彼がローマ教皇になろうとも、必ずヴァレリオ・ロベルティの名に線を引いてやる。


    　部屋のドアから人の気配がした、次いで丁寧なノックの音。シャーリーは立ち上がると、脇の洗面所に移動してからドアへ向けて声を出した。間違ってもドアの前に立つなどという愚は犯さない。


    「はい？」


    「ジェーン様宛にお届け物です」


    　ジェーンとは、シャーリーがこのホテルを借りる際に使用した偽名だ。


    「……お届け物？」


    　シャーリーは用心深く、ドアを開けた。僕と同じ程度の年齢と思しきボーイが、笑顔で真っ白い箱を差し出した。


    「誰からか、分かるかしら？」


    「いえ。私はこちらを届けるようにマネージャーから伝えられただけですので──」


    「そう……ありがとう」


    　シャーリーはその荷物を受け取り、ボーイにチップを与えるとさっさと帰らせた。それから、慎重な動作で、テーブルにそれを置いた。


    「爆弾？」


    　僕の問い掛けに、シャーリーが厭いやそうな顔をする。


    「そうじゃないことを祈りたいわね。昔みたいに耳を当てればカチカチと秒針の音が聞こえないかしら？　そうすれば分かりやすいのに」


    　彼女はそうボヤきつつ、スーツケースから爆発物探知機を取り出した。携帯型掃除機ハンドクリーナーみたいな形をしたそれを荷物に押し当て、カチリと銃の銃ひき爪がねを引くようにスイッチを押した。


    　待つこと三十秒。彼女はホッとした表情で探知機をしまい込んだ。


    「オッケー。少なくとも中身は爆発物じゃないと思うわ。探知機を潜くぐり抜けるほど精巧かつ新型の爆弾だったら……ま、謝っておくわ。ごめん」


    　ごめんですむ問題じゃないだろう。僕は彼女に白い目を送りつつ、包装紙を破り、紙箱の蓋ふたをそっと開けた。箱の中には──。


    「……電話？」


    　黒いスマートフォンが入っていた。それ以外に目につくようなものはいくら箱を探しても見当たらない。僕は戸惑いつつも、それを取り出した。


    　さて、これは誰からの贈り物だろうか。


    「シャーリーじゃないんだね？」


    「違うわよ。となると──」


    　答えは一つしかない。『彼ら』だろう。だから僕は手にしたスマートフォンから着信音が流れても驚きはしなかった。何かアイコンを触ったわけでもないのに、通話時間のカウントが始まっていたのには、少し驚いたが。


    「……誰だ？」


    《やあ、楼ろう樹きくん。傷はもう治ったのかい？》


    　その声を聞いた瞬間、大蛇に全身を締め上げられるような息苦しさを覚えた。この声を忘れることは、決してない。


    「アストライア……！」


    　シャーリーとイヌガミが、即座に周囲の警戒態勢に入った。彼女はベレッタを手にホテルのドアをそっと開け、外の様子を窺うかがう。イヌガミは、周囲の匂いを油断なく嗅かぎ始めた。


    《うん。まあ、元気そうで何よりだ。じゃあ早速だけど、君に一つ聞きたいことがあるんだ》


    「……何だ」


    　今いま更さら、潜伏先がバレたことへの驚きはない。〝クラブ〟の力というやつだろう。


    《君は、銃に撃たれれば死ぬかい？》


    　馬鹿げた質問に、僕は少し面食らいつつ答えた。


    「……まあ、死ぬだろうな」


    　現に、この右目もロビン・フッドの狙そ撃げきで奪われたのだし。


    《そうかい。だったら──まずは、気をつけてね》


    　なるほどつまり、そういうことか……！


    「逃げろ！」


    　二人は即座にその言葉の意味するところを理解し、部屋の外へと飛び出した。僕は愛用のククリナイフを引っ摑つかんで、ベッドの陰へと転がって隠れた。次の瞬間、窓ガラスが派手な音を立てて砕け散り、部屋は銃弾の嵐に見舞われた。備え付けのテレビ、調度品などあらゆるものが銃弾で破壊されていく。


    　もちろん、ベッドも例外ではない。二人に続いて逃げ出すために、部屋の入り口を見る──先ほどのボーイが、駆けつけてきた。


    「一体何が……!?」


    「伏せろ！　伏せるんだ！」


    　部屋の惨状に目を見開いていたボーイは、僕の言葉に慌てて身を伏せようとした。が、その動きは間に合わず、肩を撃たれて絶叫した。このまま僕が彼を助けに飛び出せば、まず間違いなく狙ねらわれるだろう。


    　だが──しかし。


    　もし、人間ならば。僕は彼を助けるべきだろう。


    　そう納得した瞬間、僕の肉体が行動を開始した。充分体にバネを溜ためて、ベッドの陰から飛び出す。彼を両手で抱かかえて引き摺ずるような余裕はない。


    　僕は右手で彼の服の襟えり首くびを引っ摑んで、廊下へ勢いよく飛び出した。廊下を挟んで真正面にあった客室のドアを足で蹴けり破って乱入した。その部屋の客らしき男女のカップルが、ベッドの中で怯おびえた表情を浮かべ、僕を見つめている。


    「失礼」


    　一言そう伝えると、僕はボーイの肩の傷を見た。銃弾を喰くらってはいるが、綺き麗れいに貫通している。病院で適切な治療を受ければ助かるはずだ。


    「救急車を！」


    　カップルの返事を待つことなく、僕はそのままベランダへと飛び出した。ここは四階だが、きちんと体勢を整えたならば怪け我が一つせずに着地できる。自分の体で実証ずみだ。


    　飛び降りる前に、通りの様子を視認した。道路に黒塗り、スモークガラスのセダンが二台停まっている。そこからドアを開けて現れたのは身長百七十から百八十センチ、体重八十キロ前後の男たちが五人。いずれもスーツの膨らみから、ショルダーホルスターに大型拳銃を所持していると判断。ボディガードというようには見えなかった。彼らの全身から攻撃的な雰囲気が感じ取れた。敵対者の可能性が高い。


    　僕は深呼吸一つして、ベランダから飛び降りた。両脚をぴんと伸ばし、着地と同時に大きく曲げる。無論、それだけでは駄目だ。衝撃を殺すために膝ひざ、腿もも、背中、肩を順番に地面に当てていく。最後にくるりと後転して、再び大地に立つ──と同時に、ククリナイフを手に握り締めて走り出す。


    　突然空から落ちてきた僕に、男たちは啞あ然ぜんとしていた。しかし僕が凶器を手にして走り出すと、次々に叫びながら拳銃を引き抜いた──もう遅い！


    　低空姿勢で石畳を滑るように走り、近くにいた男の足を斬り飛ばした。彼の腕を握って、銃ひき爪がねが引かれる寸前だった拳銃の射線を変更する。銃声が鳴り響き、別の男の頭が吹き飛んだ。


    　足を切断されて絶叫する男を盾たてにして前進し、僕は更さらに二人の男の首を斬った。最後の一人は、運転席からようやく出てきたところだったので、車のドアを体当たりして挟み込んだ。


    「クラブだな？」


    　歯を剝むき出しにして唸うなり声をあげ、男がどうにか拳銃を引き抜こうとする。僕は彼の首筋にククリを突きつけた。男の顔が恐怖に歪ゆがむ。


    「いや、まあ答えてもらう必要なんかないけどさ。お前の反応で充分理解できた」


    　そう言って、僕は男の喉を搔かき切った。銃声を聞きつけた人間が、転がる屍し体たいを見て悲鳴をあげる。僕はやってきた野次馬に紛まぎれ込むようにして、ひっそりとその場を去った。


    　しばらく歩き続け、自分を見み咎とがめる人間がいなくなったことを確認してから、僕はスマートフォンを手にした。画面には、まだ通話中のアイコンが表示されていた。


    「何のつもりだ？」


    《すぐに分かるさ。さて、ただいまの時刻は午後七時。ローマの陽はとうに沈み、また出てくるには午前七時まで待たなければならない》


    「そうだな、それで？」


    《だけど。光の都ローマには、まだ文明という名の光がある》


    　もったいぶった言い回しだな、と嫌味を言おうとして──その言葉が意味するところを理解した。


    「…………まさか、アストライア！」


    　瞬間、目の前が真っ暗になった。道を歩く人々が一斉にざわめきをあげた。道路の照明が消えて、パニックになった車が次々と激突した。


    　建物の窓から漏れる部屋の光が消えていく、人々のざわめきが悲鳴へと変わり、更なるパニックを助長させた。


    　消える、消える、何もかもが消えていく。愕がく然ぜんとした気持ちを抑えきれず、僕は周囲をぐるりと見回した。先ほどまで仄ほのかに明るかったローマは、この世の終わりのような闇やみに覆おおい尽くされようとしていた。


    　甲かん高だかい悲鳴をあげているのは子供だろうか。車のクラクションの音があちこちから鳴り響いて、鼓膜が痺しびれた。


    《そう。文明の光は必要ない。そして電子の通信網も必要ない》


    「何がしたいんだ、アストライア!?　答えろ！」


    《そして。モブキャラクターも必要ないんだ》


    　轟ごう音おんと同時に、大地が震ふるえた。僕の隣にあった建物が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれていた。瞬間、ここにいてはならないと悟った。慌てて走り出すと、先ほどまで僕が歩いていた場所にガラスの雨が降り注いだ。


    「どういうつもりだ……！　僕を殺すためなら、もっとマトモな手段を用意しろ！」


    《違う違う違うさ、楼ろう樹きくん。これはあくまで前振り、舞台を作っているだけ。いいかい、今回の舞台はローマとバチカンだ。君はヴァレリオ・ロベルティを狩りにやってきのだろう？》


    　標的が漏れていることを今いま更さら驚くつもりはない。ローマにいることを知れば、彼を狙ねらっていると推理を組み立てるのは必然だ。


    「そうだ。奴はどこへ行った？　臆おく病びよう風かぜに吹かれて逃げ出したか？」


    《まさか。彼は逃げないし逃がさないさ。彼は賞品となった》


    「……賞品だって？」


    《君と僕たちとのゲームだ、楼樹くん。君は彼を殺しに行くのだろう？　なるほど、君の意志は尊重されるべきだ。だが、仮にも次代の教皇となられる御方だ。こちらも手をこまねいているわけにはいかない。だろう？》


    　その言葉に、僕はこれがクラブの『ゲーム』であるとハッキリ理解した。


    「つまり。……僕がオフェンスで」


    《こちらがディフェンス。そういうゲームさ》


    　沈黙すると、あちこちから悲鳴が聞こえてくる。爆破は同時多発的に行われたらしく、遥か遠くでも火の手が上がっていた。


    「だが、僕がこのゲームに付き合う義理はないはずだ。僕たちはこのままローマを脱出し、頃合いを見てまたやり直す。そういう選択肢もある」


    　僕がそう告げると、彼は笑って言った。


    《残念ながら、その選択肢は僕が潰つぶしたよ》


    「……潰した？」


    《ええと。画面にビデオカメラのようなアイコンがあるだろう？　それをタッチしてくれ。そうしたら自動的にビデオ通話になるよ》


    　つまり、アストライアは自分の現状を僕に見せつけたいということか。何な故ぜそんな馬鹿げたことをする？　彼が今、どこでどうしているかなど──《彼女が見えるかい？》──僕には関係な──。
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    　眼前の情報を理解し、対応しようとしているのに言語機能が封印されて喋しやべることができず、身体機能は麻ま痺ひしてしまって動かない。スマートフォンをしっかりと握り締めているのが奇跡的ですらあった。


    　アストライアと同じ場所に、絶対に存在してはならない少女。僕が異なる世界に切り離したはずの少女。僕の、最愛の少女。


    　貴き島しまあやなが、そこにいた。


    《大丈夫かい？》


    　彼の言葉に、歯を食い縛る。全身を震ふるわせながら、どうにか答えた。


    「………………………………ああ」


    　大丈夫だ。今はまだ大丈夫。彼女は生きている。そして、紛まぎれもない本物だということもよく分かる。分かってしまう。こんな小さな画面越しでも、僕には彼女があやなだと分かった。


    「彼女を、何な故ぜさらった？」


    《……僕たちにも、色々と事情があるのさ。今回は、是が非でも僕たちのゲームに参戦してもらうよ。まあ、いちいち君に『もしこの要求を呑のまなければ』なんて決まり文句を言うつもりはない。分かっているはずだろうからね》


    　ゲームに参加しなければ、彼女を殺す……ということか。本来ならば、「自分たちに屈しろ」というべきだろう。僕は彼らの唯ゆい一いつ無む二にの『敵』だ、敗北を認めさせるはずなのに。


    　……自分たちは殺されないと高をくくっている、というだけではない。少なくともアストライアは、自分の命すら娯楽の対象にしている。


    　だから、彼らにとって重要なのはゲームの成立なのだろう。僕にとって、絶対に傷つけられたくないものを人質に取るほどに。


    「もう一つの決まり文句は、言ってもらおう。お前と、お前の信じる何かに誓え」


    《ふむ。『神と我わが主に誓う。君が要求を呑めば、彼女は無事に解放しよう』……これでいいかな？》


    「ああ。逆のことも念のために言っておく。彼女を殺すな、傷つけるな」


    《地獄の果てまで追い詰める、みたいな脅し文句はつけないのかい？》


    「……言ったところでどうなる。僕は追跡を止めない、お前たちを最後の一人まで追い続ける」


    《うん、それでこそ僕が知る赤あか神がみ楼ろう樹きだ。まあ、彼女は今回のゲームに強制参加させるための、一種の材料だ。それ以上でもそれ以下でもない。終われば解放するというのも本当だよ》


    　深呼吸。今は、アストライアの言葉を信じるしかない。


    「分かった。ゲームに参加する。僕は、この包囲網を潜くぐり抜けてヴァレリオ・ロベルティを暗殺する」


    　いずれにせよ、避けては通れない道だった。


    《ありがとう。それでは貴島あやなは、丁重に扱わせてもらうよ》


    「……話させてくれ」


    　その言葉に、どこか懇願の響きがあったのは否いなめない。アストライアは素っ気なく拒絶した。


    《駄目だよ。いや、別に会話させたところで僕には何のデメリットもないけどね。それでも、君はそれをご褒美に取っておいた方がやる気が出るだろう》


    　確かに彼の言う通りかもしれない。今、僕は彼女の言葉を聞いたら平凡な学生時代に立ち戻ってしまいそうだった。彼女が生きているなら、それでよしとしておこう。


    「分かった」


    《タイムリミットは、ローマに再び光が満ちるときまで。それでは楼ろう樹きくん、幸運を》


    　アストライアが通話を断つ直前、カメラ越しにあやなと視線を交わした。一秒にも満たないわずかな時間だったが、僕とあやなは確かに互いの顔を見つめ合った。


    　ああ、彼女は少し大人っぽくなっていた。髪は少し伸びていて、緩ゆるやかなウエーブを描いていた。比べて僕の方はどうだろうか。変わったことはある、あやなならそれが分かる。僕は多分、あのときとは決定的に何かが違っている。


    　殺して、殺して、殺し続けたせいで。あやなと一緒にいた頃とは決定的に──何かが違っているだろう。


    　──なのに、彼女は僕を見て微ほほ笑えんだ。全幅の信頼を込めた眼まな差ざしで。


    　ああ、畜生。神でも天使でも悪魔でも、殺せと言われれば殺してやる。だから、頼むから。お願いだから。あやなを殺さないでくれ。


    　願い、祈り、涙を堪こらえた。


    　深呼吸を一つ。落ち着きを取り戻したわけではない。溶岩のように煮えたぎる憎悪が、今もなお僕の内側で荒れ狂っていた。


    　それでも混乱していた思考は整理され、やるべきことは理解できた。


    　ヴァレリオ・ロベルティの殺害。今は何を差し置いてもそれが最優先されるべき事柄だ。その次は、あやなの居場所だ。あやなの居場所を突き止めれば、必然的にアストライアも分かる。


    　これに関しては、シャーリーに頼るしかない。僕には、彼らを追跡する手段がない。だが、もしシャーリーですら消息を摑つかめなかったら……。そもそも、彼女にこの一件を頼るのはあまりに安易すぎはしないだろうか？


    　ああ、くそ。気付くと思考があやなに偏っている。彼女を救いたい、彼女に会いたい。だが、あやなを救いたければ彼女以外の事柄を優先させるしかない。何たる矛盾だ。


    　雑念、雑念だ。あやなのことは、考えるな。彼女の微笑みも、思い出も。今は頭の片隅にしまい込んでおけ。


    「Prontoもしもし！　Prontoもしもし！　クソ！　駄目だ！」


    「ねえ聞こえる!?　今、凄すごい爆発が──ねえ、お願いだから返事してよ！」


    　すれ違う人々がパニックに陥おちいりながら、携帯電話を握り締めて絶叫している。だが、誰一人として通話ができているようには見受けられない。


    　アストライアは、電子の通信網も不要だと言った。つまり、電話回線すら途絶している可能性が高い。ローマを離れれば、通じるかもしれないが……。だが、それは彼らにとってのルール違反になる恐れがある。


    「……集合場所へ行かなければ」


    　散り散りになってしまった場合に備えて、僕たちはローマに三か所ほどの集合場所を予あらかじめ決めておいた。こういう状況の場合、まずそこへ向かうのが正しい在り方だ。


    　一番最初に集まるべき場所は、シピオニ公園の休憩所。地図は頭に叩たたき込んである。すぐにでも──。


    《家もしくは宿泊場所に戻り、以降の外出は控えて下さい。繰り返します、テロリストによる爆弾テロが起きました。すぐに家もしくは宿泊場所へ戻り、以降の外出は控えて下さい。帰宅の手段がない場合は、最寄りの警察署に避難してください。繰り返します、テロリストによる爆弾テロが起きました。すぐに家もしくは宿泊場所へ》


    　通りを、数台の装甲車が通り過ぎていく。パニックになっていた人間は、その言葉に恐怖を滲にじませながら、次々と家やホテルに戻り始めていた。


    　僕は路地裏にそっと身を隠した。装甲車のハッチにいた兵士が、僕の方へと顔を向けたが、暗がりのせいで何も見えなかったようだ。兵士は冷徹に、市民たちを追い立てている。


    「軍が動いたか……」


    　少し迷ったが、表通りはなるべく避けた方がよさそうだと判断した。ここは、ええと──トゥスコラーナ通りだ。集合場所はシピオニ公園の休憩所。かなり遠いが、なるべく早く辿たどり着かなくては。兵士たちに発見されなければ問題あるまい。


    　僕は最初の一歩を踏み出した。
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    　この日、ローマは史上最悪の大パニックに陥おちいった。ローマ全エリアの停電、通信網の完全途絶。そして同時多発テロによるホテルや駅などの爆破。いずれも、死者がわずかだったことが不幸中の幸いであったといえよう。


    　政府は直ただちに非常事態宣言を発令。軍による徹底した統制を敷くため、ローマを一時的に軍が封鎖することになった。野党の猛反発が予想されたものの、党本部も爆破されたことによって彼らも与党と方針を一致させることにした。


    　ここ数十年、過去に例のない緊急事態にもかかわらず──一部の政治家たちは非常にリラックスした表情で、この一件に対応していた。


    　泰たい然ぜん自じ若じやくと、事態を受け止めているのではない。この〝ゲーム〟が半日で終了するものだと理解しているからだ。


    　市民の犠ぎ牲せいは最小限ですむし、国としても政治家としても、この損害を補うに余りあるメリットがある。言うなれば、賃貸料のようなものだ。


    　何より重要な点が一つ。逆らったらただではすまされない。正義漢ヅラして、彼らの提案を退けるなど、間違ってもやってはならない。政治家たちは知っていた。一か月ほど前に行方不明になったマリオ・クローチェが〝クラブ〟の提案を馬鹿げていると撥はね付けたことを。


    　その結果、彼がどうなったのかも──政治家たちは知っていた。圧倒的な権力を持っているはずの自分たちの立ち位置はしかし、どうにも脆ぜい弱じやくであると理解してしまったのだ。


    　自分たちの持つ権力など、躊躇ためらいなく暴力を行使する輩やからにとっては何の意味もないことを。


    　軍は瞬またたく間に、ローマのパニックを沈静化させた。家があるものは家、ホテルに滞在していたものはホテルに。一部で抗議していた人間も、兵士たちに押し込まれるように退散させられた。日が沈み、まだ夜はこれからという時間帯だが、いつもなら喧けん噪そうに満ちているはずの広場やレストランも、しんと静寂を保っていた。


    　時折、装甲車の低く重々しい走行音と外出の禁止を命令するスピーカーの声が街に響く。


    　兵士たちの顔は、一様に硬い。恐らく、〝クラブ〟でも類を見ない大規模な作戦であり、投入されたスタッフの数も半端なものではない。ローマを占拠したに等しいこの部隊の兵士は、ほぼ全てがスタッフ──クラブに雇われた〝スタッフ〟である。


    　しんと静まり返った街を、四人の兵士たちが歩いている。市街地戦闘用の迷彩服を着込み、イタリア軍制式アサルトライフル、ベレッタＭ70を両手で構えている。銃が時折、ポーチのバックルに当たってかちゃかちゃと音を立てていた。


    　一人が路地裏で飲んだくれている男を見つけた。ぽん、と軽く隣の兵士の肩を叩たたいて指差す。


    　男たちは見物人を徹底的に排除するように命じられている。それが、薄汚い飲んだくれならば尚なお更さらだ。全てはテロリストとの戦いにおける犠牲者なのだ。


    　陽気に歌う男の肩を叩く。彼は酔っぱらい特有の焦点の合わない瞳ひとみで、男たちを見た。


    「なあんだぁ、おめえら？」


    　男たちは冷徹に告げる。


    「帰宅しろ」


    　酔っぱらいはゲラゲラ笑って、ワインの混じった赤色の痰たんを吐き捨てた。


    「帰宅だあ？　この俺様に、どこへ帰宅しろって言うんだ？　俺の家はここだよ。分かったか？　分かったんなら、失せろクソ野郎ヴア・カガーレ！」


    　そう言って男は安物のワインを浴びるように飲み始めた。男たちはやれやれと溜ため息いきをついて、銃口を彼に向けた。酔っぱらいが、初めて焦あせった表情で彼らを見た。


    「な、何だよ。てめえら……何だ!?」


    「テロリストの仲間を発見、処分します」


    　一人の兵士が冷徹にそう通信して、ライフルを酔っぱらいに突きつけた。驚きよう愕がくする男にニヤリと笑って銃ひき爪がねを引く────寸前、ライフルと手首を諸もろ共ともに切り落とされた。肉体への痛みというよりは、精神への衝撃の方が遥かに強かった。あまりにありえない状態に、彼の精神は一時麻ま痺ひしてしまった。


    「え？」「あ？」「な──？」


    　文明の光が奪われた今、路地裏はそのほとんどが暗くら闇やみに包まれている。たとえ、上から人間が落下したところで、誰にも気付かれない。もっとも、ビルとビルの隙すき間まだ。こんな場所から、人間が落下してくるとは夢にも思わないだろうが。


    　そんな夢にも思わないことを、実現してしまうような怪物を相手にしていると、彼らは理解していなかった。それが彼らの敗北理由であり、死に至った原因である。
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    　落下した僕は、ククリナイフでライフル諸もろ共ともに男の手首を切断した。全員が、呆あつ気けに取られている。酔っぱらいも、兵士たちも。この中で、僕だけが現状を完全に把握している。


    　今の行動で確信できた。彼らはどう考えても真っ当な軍隊の真っ当な兵士ではない。なので僕も、殺すことに躊躇ためらいはなくなった。


    　数は四人。武装はアサルトライフルと拳銃、そしてベルトにナイフと手て榴りゆう弾だん。いずれも使う暇を与えない。こんな狭い空間では、拳銃かナイフを使うのが圧倒的に有利だろうが、彼らがその思考に辿たどり着くまでに僕は彼らを殲せん滅めつさせる。


    　手首を切り落とした相手は無視して、近くにいた二人の頸けい動どう脈みやくをククリナイフで搔かき切った。彼らの肩に足を引っかけて跳躍。啞あ然ぜんとして僕を見つめている男の眉み間けんに、わずかにククリナイフの切っ先を刺し込んだ。


    「い、ぎっ……！」


    　頭ず蓋がいを抜けて脳を蹂じゆう躙りんし、男はほとんど血を流すことなく死を迎えた。残ったのは、手首を切られた男一人。怯おびえきった瞳ひとみで、男が僕を見上げる──僕は嗤わらう。首にそっと手を当てて、勢いよく回転させた。


    　ごきりという音と共に男の頸けい骨こつが破壊された。


    　酔っぱらいは啞然とした表情で、僕を見上げている。彼の目からは、僕はどう映っているだろう。悪魔デイアボロか、悪鬼オウガか……まあ、似たようなものだが。


    「あ、んた……」


    　僕は拙つたないイタリア語で捲まくし立てた。


    「ここは危ない。見つかるな。もっと奥に逃げろ。静かにしろ」


    　酔っぱらいは僕の言葉を、どうにか理解してくれたらしい。すっかり酔いが覚めた表情で、何度も何度も頷うなずき、恐怖の悲鳴を押し殺しながら路地裏の奥へと逃げていった。


    　しばし迷った末、拳銃はホルスターごと持っていくことにする。ライフルは重たいし、動きの邪魔になりやすい。フルオートで撃てば弾幕程度にはなるだろうが……。


    　それから、手て榴りゆう弾だんを各自が携帯していた。これは二つ持っていこう。


    　装備を強ごう奪だつした僕は、そっと建物の陰から様子を窺うかがった。敵影はなく、ローマは異常なまでにひっそりとしている。だが──かなり遠くから、時折銃声が響く。


    　銃撃戦、というわけではない。単発だ。ターン、と音が鳴る。銃声は常に同じだ。……先ほどの酔っぱらいは救えたが、このローマにはまだたくさんの人間が徘はい徊かいしている。僕に彼らを救う術すべはない。


    　だが、救える人間は救えるはずだ。偶然、僕があの酔っぱらい老人を救えたように。僕の仲間でイヌガミに出会える幸運を持った人間ならば。せめてそうなることを祈ろう。


    　さて、考えなければならない。この街を占せん拠きよした軍の包囲網を潜くぐり抜けて、ヴァレリオを暗殺する。ゲームの賞品である以上、彼もまたこの街から逃のがれられることはない。


    　問題は──どこにいるか、だ。


    　もし僕がヴァレリオならば、どこへ向かおうとする？　この街は危険だ、テロリストが跋ばつ扈こしているかもしれない。だったら、車に乗ってバチカンへ行く。バチカンならば、更さらに強固な護衛が期待できる。


    　無論、その裏をかいて小さな教会に潜伏するという可能性はある。だが、無視していい程度の確率でしかない。何な故ぜなら、ヴァレリオには護衛がついている。ＶＳＳバチカンシークレツトサービス……彼らは滞りのない護衛のために、間違いなくバチカンへ帰還しようとする。僕が最終的に向かうべきは、そこだ。


    　ともあれ、まずは合流を考えよう。僕の考えが間違っていないか、何か大事なことが抜けてないかを二人に確認してもらいたい。


    　そこまで考えて、僕は寒々とした風に身を強こわ張ばらせた。そして思う。気付けば、あの二人にかなり心理的に頼っていると。僕の体力は衰えることを知らないが、精神という面ではどうだろう。あの二人と共にいるという安心感が、僕の弱さに繫つながらないだろうか？


    　馬鹿な、と思う。少なくとも、現状で彼らと離れるのはあまりに無謀すぎる、そしてメリットがなさ過ぎる。愚かなことを考えた、と僕は首を振ってその下らない考えを振り払った。


    　それでも、心のどこかに──わずかなシミのように、その考えは残ってしまっていた。
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    「……ふぅ」


    　アストライアは赤あか神がみ楼ろう樹きとの通話を切ると、にこやかな笑顔で貴き島しまあやなに向き直った。


    「いやあ、色々とすまないね。君がおとなしくしてくれて助かったよ、お陰でスムーズに対話を終えることができた。ここに来るときも、お行儀良くしてくれたしね」


    　そう流りゆう暢ちような日本語で告げた。それに対して、貴島あやなは硬い表情で応じる。


    「だって。無駄でしょ？　わたしは理解しているから、あなたの組織の大きさを」


    　二十四時間前。貴島あやなが学校から帰宅する途中のことだ。突然、彼女の目の前でリムジンが停止した。後部座席から降り立った少年──アストライアが、告げた。


    「貴島あやなさん？　君を人質にしたいんだけど、ついてきてくれるかな？」


    　貴島あやなは極めて落ち着いた態度で答えた。


    「家族に出かけることを伝えてもいいかな？　心配させたくないから」


    　アストライアは少し驚いたものの、彼女の提案で特に何が変わるわけでもないと分かっていたので、承諾した。貴島あやなは携帯で両親に、少し旅をしたい旨むねを告げた。


    「そんな程度で大丈夫なのかい？」


    「……大丈夫。わたし、いい子だから。少しくらいの無茶は許されると思う」


    　彼女はそう言って、おとなしく車に乗り込み、おとなしく飛行機に乗り込み、目隠しをされたままこの部屋に監禁されても、叫ぶどころか震ふるえ一つ、涙一つ零こぼすことはなかった。


    「実に──興味深いね、君は」


    　アストライアはくっくっと嗤わらった。貴島あやなは、硬い表情で尋ねた。


    「……わたしを人質にしたのに、楼樹くんに降伏を迫ったりしないのね？」


    　正直に言って、あやなにとってはそれが一番厄やつ介かいな点だった。あやなの言葉に、今度はアストライアが心外だ、と言わんばかりの表情を浮かべた。


    「まさか。そんな展開、面白くも何ともない。人質に取って相手を無理矢理従わせるなんて、赤神楼樹という極上の存在には、絶対に相応ふさわしくない」


    「なら、戦いたいの？」


    　あやながそう問い掛けると、アストライアは困ったように肩を竦すくめた。


    「一度戦ったが、決着がつかなくてね。僕も彼も、あの戦いにはまるで納得していないんだよ。だから、そう……実を言うと、この展開もやや不本意だ」


    「不本意？　なら──」


    「色々とあるのさ。大きい組織にはね」


    　アストライアは困った困った、というように頭を搔かいて笑った。その笑みは、天てん真しん爛らん漫まんといっていいほどに純粋だった。少なくとも、あやなにはそう見えた。


    「そうだ。貴き島しまあやな、君に一つ尋ねたいことがあったんだ」


    「何……？」


    「大したことじゃないけど。君は君自身の価値をよく理解できていると思う。特に、赤あか神がみ楼ろう樹きに関しては。僕も君と彼の関係は調査してよく知っている。なのに、何な故ぜ──死を選ばないのか、そう思ってね」


    　沈黙。アストライアの眼光は鋭い。これは、貴島あやなのパーソナリティを理解するための質問だ。あやなは、その問いに少しだけ哀しそうに微ほほ笑えんだ。


    「──だって。楼樹くんは、わたしが死んだことを知ったら壊れちゃうから」


    「壊れる？」


    「うん。楼樹くんはそういう人。別れてどんな道を歩んできたかは、分からないけど。顔を見て確信した。楼樹くんは、全然変わってなかった。だからきっと、わたしが死んだら──怪物になっちゃう。子供の頃見た楼樹くんよりも、ずっとずっと凶悪な存在に」


    「……ふむ」


    「だから、人質になっても死は選べない。もし死ぬとしたら、本当に、もう、絶対的に……どうしようもなくなったときって決めているの。わたしが死んでも、楼樹くんにはどういう形であれ生きてほしいから」


    　たとえ自分が死んだことで、楼樹くんが壊れても──構わない。


    　壊れただけならば、いつか治るかもしれない。いつか誰かがその手を摑つかんで引き上げてくれるかもしれない。その役割は自分でなくたって構わないのだ。


    　あやなの答えを聞いたアストライアは、大きく腕を広げて捲まくし立てる。


    「いやいや、気に入った！　大いに気に入った！　なるほど確かに君が死ねば彼が壊れるかもしれない。それは最後の最後まで取っておくことにしよう。僕は楼樹くんが苦しまないよりは、苦しむ方が好きだからね」


    「……」


    「君も彼が苦しむのが望みなのかい？」


    　意地悪い表情で嗤わらうアストライア。あやなは無言で首を横に振った。


    「苦しんでほしくなんかない。戦ってほしくなんかない。壊れてほしくもない。でも、あなたたちがいる限り、楼樹くんはそうしなければ生きていけない。分かってる……そんなこと、分かってるの」


    　アストライアはその言葉にただうっすら微笑むだけだ。しばらくして彼は立ち上がると、あやなを縛り付けていたロープを外はずした。


    「いいの？」


    「楼ろう樹きくん向けのパフォーマンスだよ。どっちみち、この船から出ることは不可能だからね。水泳が得意でも、潮流を甘く見ない方がいい。溺でき死し体たいは、あまり見られたものじゃないよ？」


    　船──ここは船の中なのか、とあやなは先ほどからの揺らぎをようやく理解した。


    「トイレもベッドもある。食事は部下に持ってこさせるよ。ああ、何かリクエストはあるかい？　日本人らしく魚料理とか？」


    　あやなは強気に微ほほ笑えんで答えた。


    「パンとポタージュスープでお願い。それから、もう一つお願いがあるんだけど。……酔い止め持ってきてくれないかな？」


    「了解、食事と一緒に運ばせよう」


    　アストライアは恭うやうやしく彼女に頭を下げ、部屋を出て行った。一人きりになった彼女は、大きく息を吐き出し、震ふるえる体を両腕で抑えつけようとした。


    「は、ぐっ……」


    　限界が訪れた。あやなは立っていられず、床に座り込んで船の震動を感じ取りながら、堪こらえていた恐怖を決けつ壊かいさせ、啜すすり泣いた。


    　苦痛が怖く、死が怖かった。家族と離ればなれになったことも、真実を知る親友が恐らく不安がっていることも理解して、怖くてたまらなかった。


    　そして、何より──赤あか神がみ楼樹。彼がどうなってしまうのか、それを直視することがたまらなく怖かった。


    　だが、助けはない。救いの手は差し伸べられない。自力で助かるという芽も、まず存在しない。彼らに説得など通じない、命いのち乞ごいも通じないことはよく理解している。


    　だからつまり、あやなにできるのは彼を信じて待つということだけ。彼の重荷になりたくない彼女にとって、それは心の拷ごう問もんに等しい。


    　それでも、彼女は『助けて』と一度も言わなかった。助けを求めるということは、赤神楼樹を求めるに等しいからだ。自分にその資格はない。


    　深呼吸を繰り返す。奇跡を祈らず、救いを求めず、貴き島しまあやなはただ──受け入れることにする。恐怖も、絶望も、悲哀も、ほんの微かすかな希望もありのまま全て。


    



    　アストライアは自室に戻り、電話をかける。


    「〝騎士団長〟、状況を」


    　低音の穏やかな声がローマの現状を語り始めた。


    《ローマは静かです。外出禁止令に市民はよく従ってくれているようですな。恐らく、あの派手な爆発が効いたのでしょう》


    「こちらのニュースでは、ローマの話題でもちきりだよ。大手マスコミが報道規制を敷いているから、あらゆるデマや真実が交錯している」


    《ゲームの開始に支障はなさそうですな。何人か無鉄砲な若者たちがいましたが、こちらで制圧しておきました》


    「ありがとう。それでは第一ゲームの開始だ。何人生き残ることができるのか、何人死に至ることができるのか。楽しみにしているよ、団長」


    《お任せを。アストライア様。我われらは貴方あなたの凶器、貴方の突撃槍ランス。これより、旧ふるき都ローマに地獄へと至る道を作りましょう。我らは地獄の夢魔馬ナイトメアとなって、この街を踏み荒らしましょう》


    「ああ、そうだとも騎士団長。君たちはローマをゲームの舞台に相応ふさわしい地獄へと変えろ。観客たちは少なくていい。目を塞ふさぐ者は生かせ、目を開く者は殺せ」


    《了解致しました。我が主マスターよ》


    　騎士団長はその命令に力強く応じ、通話を断った。


    　アストライアは忙しそうに、その後も何人かの政治家たちと話し合った。権力と暴力、そして醜聞スキヤンダルで圧力をかけた。醜聞と権力も効果があるが、やはり暴力が最高だった。抵抗していた相手には、少し前に行方不明になった政治家の行く末を映像で見せつけてやった。これは実に効果があった。


    　ノック。スタッフがドア越しに報告する。


    「アストライア様。会員メンバーの皆様が集合しました」


    「〝慈愛アフエクシヨン〟は？」


    「既に到着なさっています」


    「よし、すぐに行こう」


    



    　広々としたロビーには十二人の会員が円卓に座り、背後にスタッフが一人ずつ付き従っている。アストライアの登場と共に会員たちから一斉に拍手が起きた。彼は笑顔でそれに応じ、指定の席の傍かたわらに立つと深々と一礼した。


    「ようこそお集まりいただきました。『十二使徒のゲーム』に参加いただいた皆様には、その勇気と凶気に賛嘆するばかりです。この罪深きゲームには、それ相応の賭ベツトけ金が求められます。にもかかわらず、喜んで参加した皆様は──」


    　アストライアは肩を竦すくめて告げた。


    「全くもって、正気の沙さ汰たとは思えませんね。懺ざん悔げを聞いてくれる神父を紹介しましょうか？」


    　会員たちの間に笑いが起こった。


    「それでは、今回のゲーム主催者である〝慈愛アフエクシヨン〟の聖父フアーザーよりお言葉です」


    　アストライアがそう告げた瞬間、その場にいた全員が厳げん粛しゆくな態度で立ち上がった。クラブの運営管理に携わる七人の聖父の一人、彼が会員たちの目の前に姿を現すことは滅めつ多たにない。


    　だが、今回は事情が異なる。


    　会員が静かになったのを見計らったように、両開きの扉がゆっくりと開かれた。


    「兄弟たちよ。人を愛し、人を慈しむことができる優しい君たちよ。今こ宵よいは命を懸かけての大遊戯ゲームに参加していただき、大変感謝している」


    　静かな、けれどロビーに響き渡る声と共に、男が現れた。


    　大イー鷲グルと獅ライ子オンと鰐ワニが合わさった複合獣キマイラのような男である。大きな口は獰どう猛もうな鰐のよう、口の周りにある豊かな髭ひげと乱れた髪は金獅子を思わせた。そして眼めは全員を射い貫ぬくように鋭く光っている。


    　彼こそは〝慈愛アフエクシヨン〟の聖父フアーザー──名をゼーレン・オルリックといい、今回のゲームの主催者でもある。


    「君たちは選ばれた。そして選んだ。ならば、我われらは君たちの意志を尊重しよう。輝かしく、美しい夜を堪能するために。今宵──ゲームを始めよう」


    　オルリックが静かに椅子に座る。代わりにアストライアが、口を開いた。


    「皆様のお手元に金貨がありますね。イタリアのフローリン金貨。一四〇〇年代に十二枚作られ、聖母への冒ぼう涜とくだと破棄された代物です。表には聖母マリア、裏には魔王バフォメットが描かれた聖邪を判別する金貨。こちらを使うことになります」


    　全員が、目の前にある美しい金貨に見入った。荘そう厳ごんささえ感じさせる聖母と、おぞましく蠱こ惑わく的な山や羊ぎ頭の魔王。


    　アストライアが薄く笑って告げた。


    「さあ、ゲーム開始です。会員の皆様、選ばれた十二人の皆々様。表と裏、どちらを選びますか？　どうか、お間違いのないように」


    　会員たちは、アストライアの背後にあるスクリーンに目を移した。そこには、ぞっとするような表情を浮かべた赤あか神がみ楼ろう樹きの姿が、映し出されていた。

  



  
     第二章　地獄を疾走する獣たち


    



    　沈黙のローマを、赤しやく銅どう色の銃弾が駆け巡っていた。行き交う車の一台とてない道路を、その犬はひた走っていた。薄ぼんやりとした白い月光と、装甲車の無骨で無神経な照明のみが、街を仄ほのかに照らし出している。


    　かつてハインツという人間の少年であり、今は〝イヌガミ〟という猟犬である彼は、合流場所に向かおうとして、兵士たちの襲撃に晒さらされた。


    　どうやら、自分のことはとうに彼らに知られているらしい。アストライアのせいだろう、やれやれ──と彼は嘆なげいた。


    　とはいえ、恐怖や絶望を感じたりする暇などない。無視しようかとも思ったが、彼らが道端で眠りこけていた老人を当たり前のように射殺するのを見て、方針を変更した。


    　即すなわち、徹底的な殲せん滅めつである。


    　銃声は喇叭ラツパのように鳴り響き、イヌガミの体を次々と掠かすめる。だが不幸なことに彼らは兵士であり、人間を射殺する訓練は受けていたが、自分たちに向けて時速五十キロ近いスピードですっ飛んでくる獰どう猛もうな獣を射殺する方法は、教えられていなかったらしい。


    「ひっ……！」


    　兵士たちが恐怖に顔を引き攣つらせた。イヌガミは兵士たちの足を潜くぐり──そのまま駆け抜けた。嚙かみつかれる、と思っていた兵士たちはきょとんと顔を見合わせた。


    　何だ、逃げただけか──。


    　安あん堵どした男たちは、突然次々とバランスを崩して倒れ込んだ。腰が抜けてしまったのか、情けない……と笑おうとした男もまた立っていられなくなった。


    　遅れて、激痛の信号が脳に叩たたき込まれた。


    「ア────ガッ────!?」


    　何が起きたのか分からなかった。だが、足に何かがあったことだけは分かる。兵士たちは恐る恐る自身の足を覗のぞき込み、絶叫した。


    　そこには、あるべきものがなかった。イヌガミは八人の足を通りすがりに嚙み千切り、そのまま走り抜けたのだ。あまりの迅はやさに、兵士たちは誰一人として自覚できていなかった。


    　唸うなり声と苦痛に歪ゆがんだ顔を振り向かせれば、そこには絶対零度の目線で兵士たちを見据える獣が一頭。兵士たちは泣きじゃくり、次々と犬に命いのち乞ごいをした。だが、犬は無言で鼻先を先ほど兵士が射殺した老人に向けた。突然撃たれた老人は、ぽかんと不思議そうな表情を浮かべたままだ。


    　何の意味もなく、ただ邪魔だということで排除された命。


    　それが、彼には許せない。


    　イヌガミが怒っているのが、彼らにも理解できた。そして、犬が絶対に自分たちを殺害することも理解して啜すすり泣いた。


    　命いのち乞ごいは一いつ顧こだにされることなく、彼らの首は一人残らずかみ千切られた。


    　──さて。


    　この程度のタイムロスなら問題ない範囲だ、とイヌガミはホッとした。最も早はや、周囲で倒れている兵士たちは彼にとって、ただの物体に過ぎなかった。


    　休む暇もなく、彼は走り出した。目標はシピオニ公園休憩所。頭の中に地図を作り、最短経路を選び取る。だが、イヌガミの鋭い嗅きゆう覚かくと聴覚は次の敵の襲来を嗅かぎつけた。


    　イヌガミの耳に届いたのは、こちらへ急速に近付いてくるバイクのエンジン音。鼻が嗅ぎつけたのは、金属とオイルとタイヤの焼ける臭におい。


    　しかし、イタリア陸軍にオートバイ部隊など存在しただろうか？　そんな微かすかな疑問が頭に過よぎりつつも、イヌガミは迎撃態勢を取った。既に人間の耳でも聞きつけられるほどに、エンジン音は近付きつつある。


    　イヌガミの耳は、バイクの数が三台であることを看かん破ぱした。数の少なさに、もしかすると帰宅命令に逆らう人間がバイクに乗っているだけなのかも──とイヌガミはちらりと考えた。


    　だが、彼らのバイクはほとんど迷うことなく自分という目標に向かってきた。


    　敵性対象と考える方が妥当だろう。


    　顔を大地に低く伏せ、後うしろ肢あしを広げて突っ張らせる。角を曲がって姿を視認したと同時、襲いかかって首筋を食い千切る……この戦術でいこう、とイヌガミは判断した。


    　頑丈なライダースーツで全身を覆おおっているかもしれないが、自分の鋼こう鉄てつの牙きばなら問題なく引き裂くことができるだろう。


    　さあ、来い────！


    　やがて角を曲がった三台のバイクが、ヘッドライトでこちらの目を眩くらませた。だが、生体改造されて鋭敏になったイヌガミの五感は、バイクとそれに乗る人間の姿をほんの一瞬だが捕捉していた。


    　愕がく然ぜんとした。


    　白銀に輝く大型バイクは、漆しつ黒こくの突撃槍ランスが側面から前輪へと伸びている。その様さまは地上に現れた一角鯨のようだ。三台のうち、一台だけは突撃槍ランスではなくバレットＭ95という対物ライフルを同じ箇か所しよに装着していた。そして、バイクに乗るフルフェイスヘルメットの男たちは、いずれも鎧よろいのように分厚い黒のライダースーツに身を固めていた。


    　その異様な外見に、イヌガミは即座に理解した。彼らは兵士ではない、あれは……。


    （……娯楽提供者エンターテイナー!!）


    　相対した瞬間、イヌガミはこの通りストリートでの迎撃行動を放棄した。無む我が夢む中ちゆうで路地裏に入り込み、彼らを撒まこうとする。だが、バイクは即座にイヌガミの追跡を開始した。


    　走るイヌガミの背後に、ズドンと凄すさまじい破は砕さい音おんが響いた。バレットＭ95は、イヌガミの体を吹き飛ばすだけの威力は擁ようしている。唯一の救いは、バイクに装着している設計のせいで、一直線上に並びさえしなければ撃たれる可能性が低い点だ。


    　綺き麗れいに揃そろっていたバイクの音が、突如分裂した。ほんの少し首を後ろに向けて驚きよう愕がくする。路地裏に割り込んだバイクは、左右の壁をアクロバティックに疾走していた。


    　突撃槍ランスを装着したバイクのエンジン音に変化があった。イヌガミは獣の直感を行使し、咄とつ嗟さに壁へ飛んだ。次の瞬間、イヌガミがいた場所をバイクの突撃槍ランスが貫いていた。ガリガリと石畳が削られ、槍から綺麗な火花が散った。


    　間かん髪はつ容いれず、加速したバイクがＵターンしながら道を塞ふさぐ。イヌガミは瞬間、完全に包囲されたことを自覚した。どの方向に跳んだとしても、前に進む限り逃げ道はない。


    　だが、前を塞がれたことで活路も見み出いだせた。


    　重要なのはタイミング。ほんの一瞬、油断しただけで死に繫つながるだろう。


    　全身からアドレナリンが爆発的に放出された。五感全てを、対物ライフルを装備したバイクに集中させる。


    　バレットＭ95はボルトアクション式だ、一発撃つごとに排はい莢きようと装そう填てんのために手動でボルトを操作しなければならない。先ほど一発撃ち、イヌガミの背中を掠かすめた。


    　そして今、ボルトの操作音がバイクのエンジン音に混じって響いた。イヌガミは不意に、時間が溶けるように遅くなるのを感じ取った。


    　かつて、赤あか神がみ楼ろう樹きと戦ったときと同じだった。エンドルフィンが分ぶん泌ぴつされたことによる、時間と空間がドロドロに溶けていくような感覚。一流の猟犬であるイヌガミは、危機的状況下でその真価を発揮した。


    　照準が調整され、ライダーの手によって銃ひき爪がねが引かれる──寸前、イヌガミは一際高く跳躍した。反射的にライダーの銃口はイヌガミを追ってしまった。だが、今のように切羽詰まっている状況で銃爪を引く動作を途中で停止できるはずもない。


    　銃弾は、発射され──見事に当たった。向かい合っていたライダーの胸板に、バスケットボール大の大穴を穿うがった。


    　イヌガミは向かい合っていたライダーの頭に乗って、後うしろ肢あしで死体を蹴けり飛ばす──死体はバイクと共に右へ移動した。


    「な、あ…………!?」


    　そして、もう一騎のバイクと真正面から激突した。イヌガミはその恐ろしい跳躍力でもって、一気に四階まで上り詰める。


    　最後に残った男は、諦あきらめてバイクを停止させた。バイクから対物ライフルを慌てて取り外はずし、狙ねらいを定めようとする。


    　だが、イヌガミはこれを待っていたのだ。


    　彼は四階の高さまで上った瞬間、今度は落下を開始した。建物の壁から壁へと跳ね飛び、確実に最後の標的に近づいていく。


    「ぐ、畜生……！」


    　上昇する標的は狙いやすいが、下降する敵はあまりにも撃うちにくい。熟練の使い手であるこの男にも、それは自明の理だった。


    　さらに、落下の速度が尋常ではなく速い。狙って撃とうにも、銃ひき爪がねを引くより先に落下してくる。男はよく分かった。


    　──ああ。これは、駄目だ。


    　男は諦あきらめて、銃を下ろした。首筋に衝撃が走り、血と魂が放出していく。来世がもし存在するとしたら、今度こそ真っ当に生きよう。男はそう心の中で誓った。


    



    　イヌガミはかみ千切った肉片をぺっと吐き出した。最後の男は観念したかのように銃を下ろしていた。今頃はこれまでの報いを、地獄で受けていることだろう。


    　バイクが直撃した男も、一目で死んでいるのが分かった。重さ半トン近い金属が、彼の全身に叩たたきつけられたのだ。無理もない。


    　イヌガミはしばし考えて、彼らのバイクや荷物を漁あさりだした。ライダースーツはケブラーと鋼こう鉄てつ板の組み合わせのようだ、とイヌガミは臭においで判断した。装備品の突撃槍ランスも含めて、やはり彼らは娯楽提供者エンターテイナーと考えざるを得なかった。


    　装備も、格好も、それにかかったと思しき費用も、あまりに軍隊離れしている。何か連絡手段があるはずだ、とイヌガミは更さらに捜索に取りかかった。


    　無数にあるポケットを一つ一つ漁り、とうとう無線機を発見した。だが、考えてみなくとも分かる。イヌガミにそれをどうこうする術すべはない。だが、何か手がかりを聞くことができるかもしれない。


    　彼はそれを口に咥くわえて、その場を静かに立ち去った。だが、彼の耳はローマを縦じゆう横おう無む尽じんに疾しつ駆くする無数のバイクを捉えていた。


    　イヌガミは考える。集合場所に固まるよりも、各個撃破という作戦に変更した方がいいのかもしれない。バイクの機動力では、固まるより分散した方が楽だろう。


    　彼は表通りに出て、通りの名がマルモラータ通りであることを確認した。さて、どうするか──ということを悩む必要は、あっさりとなくなった。


    



    　少女が、通りの真ん中で立ち尽くしていた。


    



    　匂においを嗅かいだ。


    　どれほど離れようと、彼女の匂いを忘れるはずもない。使用している香水も、かつて城にいたときと同じもの。ダマスカスローズとジャスミンの幾重にも重なった麗うるわしい香りだった。


    　だが、それら全てが血とはらわたの臭においに塗まみれて台無しになっていた。不快という言葉では片付けられない、残ざん酷こくで、凄せい惨さんな死の臭いが強烈に漂っていた。


    　姿を見た。


    　白いドレスの上に真紅のケープを纏まとった少女は、暗くら闇やみの中でも輝くような存在感があった。


    　たった一か月離れただけで、人間がこうも変化することにイヌガミは啞あ然ぜんとするほかなかった。彼女はこの一か月で、どれほどの血を、はらわたを、そして死を見続けてきたのか──与え続けてきたのか。


    　イヌガミはおぞましい想像が浮かび、頭を何度も振った。


    「ハインツ……わたしの、ハインツ」


    　そう言って、かつてハインツと呼ばれていた少年の姉──ゲルト・ルートヴィヒだった少女は──うっすらと笑った。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　イヌガミ、そして赤あか神がみ楼ろう樹きと散り散りになったシャーリーは情報網が全て途絶したことを確認して溜ため息いきをついた。


    　これまでに類を見ないスケールの攻撃だ。自分たちは完全に孤こ立りつ無む援えんとなった。どれほどの人間がローマに存在しようとも、助けを求めれば求めた先が死ぬだけだ。それは即すなわち、自分たちの味方はゼロに等しいということ。


    　レジスタンス時代を思い出し、シャーリーは不敵な笑みを浮かべる。こういう状況に陥おちいることは慣れっこだ。まして、今は凶悪な〝兵器〟を二つも抱かかえている。対抗手段には事欠かない。


    　赤神楼樹とイヌガミ。ひとまず彼らと合流を計らなければならないのだが──。


    　その前に、シャーリーは可か及きゆう的てき速すみやかに終わらせるべきことがあった。


    「さて、じゃあ色々と尋ねさせてもらうわね？」


    「……！　…………っ！」


    　猿さる轡ぐつわを嚙かまされた男がもがいた。シャーリーはにこやかに微ほほ笑えみつつ、拳銃に減音器サプレツサーを取り付けた。周囲では、三人の兵士が眉み間けんを撃ち抜かれて死んでいた。


    　無人のカフェに、彼女を制止するような者は存在しない。


    「一応言っておくけど、別にあなたに固こ執しつしなくても私は問題ないということだけは認識しておいて。あなたが黙っているなら、他の誰かに聞くまでよ。オーケー？」


    「……！」


    　男が頷うなずいたのを見て、シャーリーは猿さる轡ぐつわを取った。彼は媚こびるような表情で、何が聞きたいのかと尋ねた。


    「あなたの所属は？」


    「アオスタ……アオスタ機械化旅団第六十六歩兵連隊」


    「隊の指揮は誰が執とっているの？」


    「バルトロメオ・カヴァレロ大佐」


    「……〝クラブ〟のスタッフ？」


    「違う。大佐は会員メンバーだ」


    「あなたと、ここで倒れている兵士はスタッフ？」


    「その通り。今回の作戦でローマに投入された第六十六歩兵連隊は全員がクラブのスタッフなのさ」


    　男はニヤリと笑ったが、恐らくそうであろうと考えていたシャーリーは全く動揺しない。ふうん、と素っ気なく呟つぶやいて次の質問に移る。


    「与えられた目的を教えなさい」


    「……赤あか神がみ楼ろう樹きという日本人の抹まつ殺さつ。イヌガミという赤色の犬の抹殺。シャーリー・ワードワーズという女の抹殺だ」


    「あら、私も？」


    「アンタはお楽しみ特典つきだとよ」


    　男がそう言って、露骨に舌なめずりをした。シャーリーは平然とした表情で肩を竦すくめた。


    「あっそ。もし捕まったときは、ありがたくお楽しまれることにしておくわ」


    「……平気なのか？」


    　平気も何も。殺される前に楽しもうというなら、それは生き延びるチャンスが一つ増えるということだ。


    「それでは最後の質問。ヴァレリオ・ロベルティについて知っていることは？」


    「……ヴァレリオ・ロベルティ？　彼は会員メンバーだから、殺さずに保護しろと……そう、言われた」


    　シャーリーはその言葉に、深く息を吐き出した。彼女は椅い子すに縛り付けてある男の背後に回り、首筋をそっと撫なでた。


    「ありがとう、色々と為ためになったわ。お礼に──」


    　彼女は拳銃の銃ひき爪がねを引いた。バツン、という音が微かすかに響いて男の生命を停止させる。恐らく、彼には何が起こったのかすら分からなかったに違いない。


    「楽に殺してあげたわ」


    　シャーリーは四人の兵士の武器を漁あさった。真っ先に手をつけたのは、拳銃とアサルトライフルだったが、銃把グリツプを握ろうとして顔をしかめた。


    「まさか……」


    　シャーリーはカフェの事務室に身を隠すと、兵士が持っていたフラッシュライトで銃を綿密に観察した。セレクターレバーの近くに、そのロゴが刻み込まれていた。


    「ＤＢＩ……デジタル・バイオニクス・インダストリアル……ね」


    　ＤＢＩ──アメリカの生体工学専門の企業だ。網膜センサーや指紋認証システムの精密さで名を馳はせている。


    　このロゴがアサルトライフルと拳銃にあるということは……。


    　シャーリーは慣れた手つきでアサルトライフルを構え、安全装置セーフテイを解除して銃ひき爪がねを引いた。


    　反動もなく、音もない、狙ねらった壁には穴一つあいていない。両方とも、何度銃爪を引いても同じ結果で、シャーリーは諦あきらめるしかなかった。


    「指紋認証とは……やってくれるわね、全く」


    　苦々しい表情で舌打ちした。この兵士たちが装備している小火器には、指紋認証システムが組み込まれている。指紋を登録した人間以外は、使用できない。


    　こちらが装備品を強奪することを防ぐための配慮なのだろう。それにしても、わざわざこんな最新のシステムを導入するとはご苦労なことだ。


    「参ったわね。イヌガミはともかくとして、銃は楼ろう樹きが使うはずだし」


    　目下の問題は、こちらの手持ちの銃弾が乏しいことである。弾マガ倉ジンを取り出し、銃弾を集めるくらいしか方法はない。だが、それでは時間と手間がかかりすぎる。


    　探せば銃砲店くらいはあるだろうが、兵士もそこを重点的に警備していることは自明の理だ。


    　シャーリーはしばし考えて結論した。ひとまずは、銃以外の方法で武装するしかない。


    　彼女は事務室を引っ繰り返して、ローマのショッピングガイドを見つけ出した。


    「この店の近くに…………よし、あった」


    　総合スーパー『ビア・アルテミーデ』。目的地を定めたシャーリーは、そっとカフェを抜け出した。
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    　僕──赤あか神がみ楼樹と、シャーリー・ワードワーズ、そしてイヌガミ。


    　分断された僕たちは、それぞれどうにかして約束の場所へと向かおうとしている。


    　だがローマは絶望的に広く、兵士たちの数も極めて多い。誰かを救おうとすれば、それだけ時間も浪費する。


    （救うな、見捨てろ）


    　そう、心の内で僕が囁ささやく。


    　悪の心であれば、まだ救いはあるだろうが……囁いているのは、僕の『論理』とでも言うべき存在だ。彼の主張は簡単だ。時間が経たてば経つほど、状況は不利になる。ヴァレリオを逃のがすだけではない。貴き島しまあやなが殺される。


    　だから、見捨てて見捨てて見捨て続けてしまえばいい。どうせ、彼らの命は自分に何ら関わり合いのないものだ。助けたところで、何のメリットもない。


    　分かっている。それは分かっているのだ。そんなこと、とうに納得しているのだ。


    　人間としての僕が、弱々しい反論を行う。弱者を見捨てるなど、人間の僕にとって有り得ないことだと。


    　論理がせせら笑って反論する。今までどれだけの人間を切り捨ててきた？　今いま更さら聖人ぶって救われるのか？　救われたとして、それで問題は解決できるのか？


    　人間は、呟つぶやく。それでも──それでも、見捨ててしまえば『ケモノ』と同じになると。


    　論理が言う。『ケモノ』になれるのならば、なってしまえばいいだろう。


    　僕は考えて、考えて考えて。現状維持を望む。それは人間としての情が勝まさったからではない。


    　人間の僕が言ったこと、『ケモノ』になってしまうという恐怖が、全てに勝ったのだ。


    　僕は、赤あか神がみ楼ろう樹きでなくなることが何より恐ろしかった。


    　頭を振って、あらゆる雑念を頭から追い出した。トゥスコラーナ通りから、カーヴェ通りへ曲がり、兵士たちの目をかい潜くぐり──時にはやむを得ず排除した。


    　語る必要性すら見当たらない、淡々とした殺害だった。目的であるヴァレリオ・ロベルティまでが果てしなく遠いようにも感じられる。


    　大通りに辿たどり着いた。ここを横切って進まなければならない。僕は慎重に、道の状態を確認した。通りを走る装甲車の音はない、兵士の足音も近くでは聞こえない。深呼吸して、一気に走り抜けようと足を踏み出した瞬間、派手なライフルの音が鳴り響いた。


    　──また、わざわざ救おうとするのか？


    　論理の囁きを黙殺し、僕は音源である小さな古い教会に向けて走り出した。


    　開けっ放しの扉に飛び込むと、蠟ろう燭そくの明かりがその惨状を照らし出した。歯を食い縛り、怒りのあまり叫びたくなるのを堪こらえた。神父、シスター、そしてどこにでもいそうなごくごく普通の人間、皆平等に死んでいた。


    　死因はちっぽけな鉛の銃弾。殺害者は、八人の兵士たち。全員、弛し緩かんしきった表情で死体を眺めていた。


    　何な故ぜ、わざわざ教会に入り込んでまで彼らを射殺したのかなんて理由は分からない。


    　そんなこと、どうでもいい。今の僕にあるのはただ、彼らを全員屑くず籠かごに叩たたき込んでやろうという憤ふん怒ぬの殺意だけだ。


    　ドアを開ける音に気付いたのだろう、八人が一斉に振り向き──凍りついた。片手にククリナイフ、もう片方の手に拳銃を握り締めた僕が、そこにいた。


    「ロウキ────アカガミ！」


    「そうだ！」


    　咆ほう吼こうと共に、僕は一番近くにいた男を脳天から股こ間かんまでバターのように両断した。兵士たちの絶叫。アサルトライフルがこちらに向けられるより先に、僕は教会の柱に隠れた。


    　拳銃の安全装置セーフテイを解除し、こちらに姿を晒さらした兵士に向けて銃ひき爪がねを引いた────カチッ。何かが引っかかっているような音だけで、弾が銃口から放たれることはなかった。


    　驚きよう愕がくの表情を浮かべていた兵士が、ニヤリと嗤わらう。弾詰まりを起こしたのかもしれない、僕は即座にその拳銃を投とう擲てき武器に切り替えた。


    　一キロ前後の重量を持つ拳銃は、顔に直撃すれば鼻がヘシ折れる。


    「イギィッ……!?」


    　悲鳴をあげ、顔を押さえて倒れ込んだ。だが、間かん髪はつ容いれずに兵士が撃ち込んでくる。六人の一斉射撃、ベレッタＭ70の弾マガ倉ジンは三十発だから、百八十発の銃弾がこちらに撃ち込まれていることになる。


    　ぶんぶんぶんと、まるで蜂の音だ。ぶんぶんぶん、何とも耳みみ障ざわりだ。ぶんぶんぶん──ああ、畜生。五う月る蠅さい、五月蠅いと言っているだろう。


    　柱を蹴ける、壁を蹴る、宙に浮く。兵士たちがぽかんとした表情で宙に浮いた僕を見る。僕は、嗤う。着地と同時に固まっていた三人の胴を薙ないだ。腹部から零れてはいけないものものが零れ出し、彼らは悲鳴をあげた。


    　こちらに銃を向けた兵士が一人、僕は腹を押さえていた兵士の襟えり首くびを摑つかみ、彼に向けて放り投げた。血とはらわたが、彼に向かって飛び散った。


    「ア、ガ、ギヒャァァァァッァァ!?」


    　血を雨のように浴びた男が悲鳴をあげた。近くにあったアサルトライフルを摑み取り、銃爪を引く──が、やはり何も起こらない。


    　銃弾が肩を掠かすめ、僕は強したたかに吹き飛ばされた。壁に頭を打ちつけ、吐き気を催すような痛みが襲いかかる。脳がぐらぐらと揺れ、風景が歪ゆがむ。だが──いつものことだ。


    　身体機能の一部が麻ま痺ひしたところで、このケモノガリを止められると思うなよ……！　弾はじかれたように立ち上がった僕は、弾倉を交換しようとする男に向けてククリナイフを一いつ閃せんした。


    　戦闘能力を保持しているのは残り二人。


    　血ち塗まみれになって喚わめいている兵士と、恐怖のあまり交換しようとしていた弾倉を落とした兵士。


    　僕は喚いていた男の顔を蹴って仰あお向むけにすると、彼の喉のどを踏み潰つぶした。残り一人となった男は、震ふるえてアサルトライフルまで取り落とした。


    「ゆ……ゆる……して」


    　──あはははは。面白いことを言う。何だそれは。


    　面白すぎて、嗤わらってしまうじゃないか。苦しめて苦しめて殺したくなるじゃないか。


    　何時間も何日も何か月も何年も苦しませたくなるじゃないか。


    　兵士がゾッとした表情を浮かべ、きょろきょろと周囲を見回した。何だ？　一体何を探している？


    　死体、死体、死体──その中に、血ち塗まみれになったシスターの死体があった。


    　……いや、死体じゃない。微かすかに胸が上下している！


    　兵士が倒れ伏していた彼女を締め上げ、首筋にナイフを突きつけた。


    「う、ううう動くな！　動くな！　動くな動くな動くな！　ぶ、武器捨てろ！　武器捨てろ！」


    　溜ため息いきをついて、僕はククリナイフを床に置いた。それから両手を掲げて降伏の意志を示す。兵士は僕が武器を捨てたことと、降伏のポーズを取ったことに安心したのかニタリと下品な笑みを浮かべた。


    　震ふるえながら、彼は近くに落とした拳銃を目で捜す。僕もまた、そっと自分の周囲を観察した。


    　拳銃──アサルトライフル──ベルトの手て榴りゆう弾だん──床に突き刺さったナイフ──そして、死体の山。この状況で使えそうなものが一つある。


    「下がれ……下がれ！」


    　僕は無言で、目標地点まで後退した。男が安心した笑みを浮かべつつ、ナイフを置いて拳銃を手に取り──こちらに突きつけた。


    　その一瞬、彼は僕から目を離してしまった。無意識に拳銃を確認してしまったのだろう。目が再び僕に戻ったそのときには、やるべきことは完了していた。


    「え……？」


    　彼にとっては、ほんの少し目を離しただけで眉み間けんにナイフが突き刺さっているのは不思議で仕方なかっただろう。突き刺さっていたナイフを彼に向けて、蹴けり飛ばしただけなのだが。


    　男が崩れ落ちた。


    　シスターは意識を失ったままだ。放置しておくこともできず、僕は彼女に駆け寄って声をかけた。彼女を抱きかかえ、揺さぶる。修道服に付着した血は、いずれも他人のものだ。見た感じ、外傷はない……恐怖で気を失っただけかもしれない。


    「おい……しっかりしろ！　しっかり！」


    　そう言って、軽く頰ほおを叩たたいた。シスターがわずかに身じろぎし、瞼まぶたを開いた。


    「あ……え……」


    「大丈夫かヴア・ベーネ？」


    　拙つたないイタリア語で何度か繰り返すと、彼女は柔らかな笑顔を浮かべて応じた。


    「大丈夫です……。ご心配をおかけしました」


    　そう言いつつ、周囲を手で探る。


    「申し訳ありません。杖つえはありませんか？」


    「杖？」


    　その言葉で、僕はようやく気付いた。彼女は、目が見えないようだ。杖というのは、彼女が使っていたものだろう。


    「すまない、少し待ってくれ」


    「はい……」


    　僕は彼女を、空いた長なが椅い子すに座らせた。それから死体をよけて、障がい者用の杖を探し当てた。本来白色の杖は、ところどころが黒い血で染まっている──我慢してもらうしかない。


    「これでいいかい？」


    「はい。……それから、近くにバイオリンはありませんか？」


    「バイオリン？」


    　言われて周囲を捜す。こちらはすぐに見つかった。彼女が座り込んでいた場所だ。ひょっとすると、彼女が演奏していたのかもしれない。近くにあったケースにしまい込み、それも渡す。


    「ありがとう……ございます」


    　彼女はそう言って、儚はかなげな微ほほ笑えみを浮かべた。


    「いいさ。それより、大丈夫……じゃないよな」
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    「いえ。……大丈夫、です」


    　シスターはカタカタとその身を震ふるわせている。「大丈夫」という言葉は、反射的に出てしまったものなのかもしれない。大丈夫のはずがない。


    　修道服のベールから柔らかな栗色の髪の毛がはみ出ている。整った顔立ち、不安そうにしかめられた細い眉まゆ、クリアブルーの虹こう彩さいは僕を見ているのかどうかも分からない、ぼんやりした印象を与えた。


    　綺き麗れいであることは間違いないのだけど、どこか──世界と隔絶したような可愛かわいらしさだった。大地を歩くのではなく、楽園を浮遊しているようなイメージ。


    　だが、現実の彼女は血に塗まみれて震えている。僕は意識して優しい声を作り、彼女に尋ねた。


    「英語は分かるかな？　僕はイタリア語は苦手なんだ」


    「はい……英語の方が分かります」


    　彼女はこくこくと頷うなずき、流りゆう暢ちような英語でそう応じてくれた。


    「名前は？」


    「シスター……シスター・セシリアと申します」


    「目が見えないんだね？」


    「はい……」


    「何が起きたのか、分かるかい？」


    「分かり……ません。わたくしたちは外出禁止令が出たとき、ちょうどこの教会でミサを執り行っていたところでした。聖歌を歌っていたら……急に、誰かがやってきて……ああ……」


    　セシリアは両手を組んで、神に祈った。


    　歌が耳みみ障ざわりだったのか？　それとも兵士たちがやんちゃをしでかそうとしたのか？


    　半なかば引き裂かれたような修道服を見る限り──どさくさ紛まぎれの狼ろう藉ぜきを働こうとしたのだろう。


    「あの……貴方あなたのお名前を教えてください」


    「ええと……ロウキ・アカガミ。ロウキと呼んでくれ」


    「ロウキ様。他の皆様はご無事でしょうか？　物もの凄すごい音がして、気付いたら……気を失っていたので。何も分からないのです」


    　一瞬、噓うそをついて誤ご魔ま化かせばいいかなどと考えた。……が、僕は噓が苦手だ。いつも声が上うわ擦ずってしまう。


    「皆殺しにされたみたいだ」


    「……っ！」


    　彼女は全身を震わせ、胸元のロザリオを握り締めて啜すすり泣いた。


    「ああ……神よ……」


    　僕は噓をつけなかったことへの罪悪感を抱いだきつつ、彼女に告げる。


    「ともかく……君はここにいた方がいい、セシリア」


    「ここに……ですか？」


    　不安そうにセシリアは俯うつむいた。手で口を押さえているのは、吐き気を堪こらえているからだろう。


    　それでも、ここにいなければ安全は保証できない。


    「警察は機能していない、外に出れば問答無用で射殺される。この教会の二階か何かに閉じこもっておいた方がいい」


    「……分かりました、そうします」


    「明日の朝までには何もかも終わる。それまでは、決して外を出歩かないで。いいね？」


    「はい。──何から何まで、ありがとうございます」


    　セシリアがそう言って、微ほほ笑えんだとき──スマートフォンが震動した。


    「ごめん、ちょっと待ってて」


    「分かりました」


    　僕は彼女を残して、教会の片隅に移動した。


    「何だ」


    《やあ、ご活躍だったみたいじゃないか》


    「……ッ！」


    　ククリナイフを抜いて、周囲を索さく敵てきする。敵影──なし。敵の気配──なし。音も、ない。念のために、教会の扉を開けた。静寂──闇やみが広がっているだけ。


    　電話の向こう側で、アストライアがくつくつと笑っていた。


    《そう慌てることないさ。君の周囲で転がっている兵士たちが持っているマイクから、勇ゆう敢かんなる赤あか神がみ楼ろう樹きの英雄っぷりを聞かせてもらっていただけだからね》


    「いちいち僕の一挙手一投足を気にしなきゃならないなんて、お前も大変だな」


    《いやいや、楽しいから問題ないんだよ。さて、君は無事にシスターを救い出した。ええと名前は……そう、セシリアだっけ？》


    　胃の内部で、黒くて熱い泥が渦巻くような感覚。何だ、アストライア。お前は何を企たくらんでいる？


    「彼女がどうした」


    《いや、さ。君は彼女の命を救った。命を救うってことは、大事だよね。でも、このまま置き去りというのは、無責任じゃないかな？》


    「……ここから連れ出す方が、無責任に決まってるだろう」


    　アストライアは僕の言葉を聞いていないように、強引に話を続けた。


    《そうだ。バチカンに連れていくのはどうかな？》


    「僕に、彼女を連れていけと？」


    《いやいや。これは君に対しての命令じゃない。君とは既に強制的にゲームを始めているからね。彼女を連れていくいかないで貴き島しまあやながどうこう、ということはないさ。ただ、僕たちはセシリアがどこにいるかを知っている。それは伝えておいた方がいいかと思ってね》


    　つまり──彼女がここに残れば殺されることは、まず確定している。


    　しかし、見捨ててもこちらにデメリットはないと……そういうことか。


    「なるほどな。言いたいことは分かった」


    《そうかい。で、どうする？　参考までに聞かせてくれるかな？》


    　間かん髪はつ容いれずに答えた。


    「救う」


    《……見捨てる、と言うかと思っていたんだけどね》


    「大事なことを一つ教えてやる。僕は絶対にお前たちが望むようなことはしない」


    《どちらに転んでも僕たちにとっては損しないけどね。君がお荷物ハンデを抱かかえる覚悟をするならそれでよし。見殺しにするならそれもまたよし。個人的には見殺しにした方が、君が苦く悶もんする様さまを見物できそうでいいんだけどね》


    「彼女を見捨てない。彼女を殺させやしない。彼女を救い、ヴァレリオ・ロベルティを狩かる。お前たちは殺す」


    《そうかい。ではご自由に。より過酷な選択を行い、ゲームを楽しんでくれ》


    「……アストライア」


    《何だい？》


    「いや、何でもない。あやなの無事を確認させてくれ」


    《ちぇ、我わが侭ままだなぁ》


    　ぶつぶつと呟つぶやきつつもアストライアが承諾してくれたので、ビデオ通話に切り替えた。あやながやや強こわ張ばった表情で椅い子すに座っている。両手を縛っていたロープや猿さる轡ぐつわは外はずされたらしい。


    　軟禁状態……というわけか。


    《問題ないだろう？》


    「ああ……何も、問題ない」


    《では、シスター・セシリアの幸運を祈って》


    　一方的に、彼は通話を切った。はぁ、と溜ため息いきをついた。セシリアに話さなければならない事柄と、隠し通さなければならない事柄を考えて気が滅入る。


    　セシリアは僕の足音に気付いて、俯うつむいていた頭を上げた。その微ほほ笑えみには、僕に対する全ぜん幅ぷくの信頼が垣かい間ま見みえた。


    「あの……どうかなさいました？」


    「君を──ここから連れていく。行かなければならない」


    　僕の言葉に、セシリアはきょとんとした表情で首を傾かしげた。本当のことを言っても信じてもらえないだろう。けれど、虚きよ偽ぎで誤ご魔ま化かして命を懸かけさせることだけはできない。


    「はっきり言って、外は危険だ。だけど、僕のせいでこのままここにいさせるわけにもいかなくなった。僕は……君を守る。ついてきてくれないか、頼む」


    　無む茶ちや苦く茶ちやな頼みだ。先ほど、外は危険だと言ったばかりなのに。今度は僕が守るからなどという言葉で、外に出させようとする。だが、拒絶されたとしても──。


    「分かりました」


    　セシリアはまったくの躊躇ためらいもなく、肯定の頷うなずきを返した。信じがたい思いで、僕は彼女を穴があくほど見つめた。


    「……いいのかい？」


    「あなた様がいなければ、わたくしは殺されていたでしょう。神の御み許もとに行くことを恐れはしませんが、この地上でやり残したことがわたくしにはあります。……そのご恩が少しでも返せるのならば、それに越したことはありません」


    「ありがとう。シスター」


    「セシリアとお呼びください」


    　シスター……セシリアは、僕の手をそっと握って微ほほ笑えんだ。


    「分かった。セシリア。いいかい、外では僕の言葉に従ってくれ。僕は君を、安全な場所まで必ず送り届けるから」


    　シピオニ公園休憩所が目的地だが、そこに辿たどり着くまでに彼らの目を欺あざむける安全な場所が必ずあるはずだ。最悪でも、バチカンまで行って匿かくまってもらえばいい。


    「はい。よろしくお願いします」


    「何か持っていきたいものはあるかい？」


    「このロザリオと杖つえ……それに、バイオリンがあれば大丈夫です」


    　僕は彼女の手を取り、そっと誘導した。彼女はぴちゃりと、杖が血だまりを突くたびに哀しげに顔を曇らせた。教会の中ではありえないはずの音に、それが何なのか理解してしまったのだろう。


    「いいかい、教会を出るよ」


    「ええ」


    「……セシリア、一緒に来てくれてありがとう」


    　この感謝は、紛まぎれもなく僕の罪悪感によるものだ。救ったことを後悔してはいないが、巻き込んでしまったという罪がある。ああ、僕はただ他の人間と関わっただけで──運命を呪のろいのようにねじ曲げてしまうのだろうか。


    　だが。ねじ曲がった運命は、僕の手で無理矢理にでも元に戻してやる。あいつらの思い通りになど、させてたまるか。


    　教会の扉を開き、僕たちはそっと外に出た。ひんやりした外気に、五感が鋭敏になるのが感じ取れた。


    「静か……ですね」


    「外出禁止令が出されているからね」


    　これほど静かなローマなど、前ぜん代だい未み聞もんだろう。イタリア史に残る一日となるかもしれない。


    　大通りを横切ってやや狭い道に向かう寸前、ターンという銃声が響いた。聞き慣れた銃声、音はただ一発。……また、この都市のどこかで人が殺された。


    　──僕がこの都市にいたせいで。


    　そんな風に、僕の『論理』が責め立てた。お前のせいで人が死んだと。名も知れぬ、ただ弱かった人が死んだのだと。


    　それに対して『ケモノ』が反発する。知ったことか。僕も、そう思う。『論理』が弱々しく反論した。それでも──お前はその罪悪感を忘れてはならないのだと。


    　下らない考え事は止やめて、現実に集中しよう。


    　やるべきことが一つあったことを思い出した、武器の調達だ。拳銃を色々と調べてみると、どうも特殊なロックがかかっているらしいことだけは分かった。そして、どうやら僕に解除が不可能であることも。


    「セシリア。ローマには詳しいかい？　その、どこにどんな店があるのかとか」


    「この教会の周りなら……少しは。外に積極的に出るようにしていましたし」


    「なら、教えてくれ。この近くに雑貨屋か釣具店、スポーツ用品店のようなものはあるか？」


    「えっと……釣り竿ざおを売っているお店なら、この先にありますけれど。夜釣りですか？」


    　微ほほ笑えむセシリアに、さすがに僕も二の句が継つげなかった。


    「まあ……そんなところだ」


    　仮にもシスターに『殺しの道具を探しに行くところです』などと言えるはずもなく、僕は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。
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    　じり、とイヌガミは我われ知らず一歩後退した。目の前の少女は、かつて姉であり今は怪物だった。想像以上に、彼女は遠くへ行ってしまっていた。


    　目に見えない壁が、ハインツじぶんとゲルトあねの間に立ちはだかっている。そしてその壁は、一秒ごとに分厚くなって二人の距離を加速度的に遠ざけていく。


    　そんな気がして、ならなかった。


    「ハインツ。会えなくて……寂しかったよ」


    　沈黙──元よりイヌガミは、彼女と会話できるはずもない。いや、あの城にいたときは互いの言いたいこと、互いに伝えたいことが確かに分かっていたはずだった。


    　だけど、今の彼女が何を思い、何を考え、生きているのか──全く、分からなかった。


    　ただ、口調だけは……以前の姉と似たようなものに変わっていた。


    「いっぱい、いっぱい殺したよ。あなたと同じくらいいっぱい殺したの。たぶん、この一か月で追いついたんじゃないかなって思ってるの」


    　弟に追いつこうとしたのだろうか。つまり、血ち塗まみれの道に彼女を巻き込むまいとしていた自分の奮闘は、全くの無駄となったわけだ。


    「名前も貰もらったの。ほら、この真紅のケープで分かるでしょう？　わたしは、闇やみ夜よのお伽とぎ噺ばなし。残酷な童話メルヘンのヒロインにして殺人鬼にして──」


    　血の色をした瞳ひとみが、真っ直すぐにイヌガミを射い貫ぬく。


    　正気などとうに切り捨て、理性を排除し、ただただ絶望的な喜びを秘めた瞳だった。それを見て、イヌガミはただただ失望の溜ため息いきをついた。


    「ロートケプヒェンあかずきん。それが、わたしのステージネーム」


    　ゲルト、ゲルト、ゲルト、ゲルト。それが君の名前だったはずなのに。かつての姉はどこにいったのだろうか？


    「ねえ、ハインツ。わたしのハインツ。あなたは、わたしを愛してくれている？　それとも、殺したいと願っているの？」


    　──そうだな、殺したいと思っているよ。


    　イヌガミは喋しやべることができない。だが、彼が前まえ肢あしをやや沈ませ、後うしろ肢あしを突っ張るように伸ばしたその姿には、殺意が露あらわになっていた。


    　ロートケプヒェンはそれを見て、楽しそうに──恋する乙女おとめのように告げた。


    「ああ、嬉うれしいわ。ハインツ、わたしのことを想って、わたしのことを殺そうとしてくれている。つまり、あなたはまだわたしに拘ってくれている。わたしには、それがとても嬉しくてたまらない」


    　イヌガミは、犬になる以前から徹底的な現実主義者リアリストであった。何事も、あるがままに受け入れて判断する。


    　その判断力は獣の本能を獲得したことで飛躍的に向上した。


    　──彼女は敵で、己おのれを殺したがっている。


    　そう定めた。定めた以上、彼女は敵だった。かつての姉は、殺さなければならない相手だ。


    「それではわたしとあなただけのゲームを始めよう」


    　ロートケプヒェンの服の袖そでから二本の針ステイ剣レツトが飛び出した。イヌガミは威い嚇かくするように、カチカチと鋼こう鉄てつの牙きばを打ち鳴らす。


    　少女は笑い、犬は吼ほえ立て──戦いが始まった。


    　疾走から跳躍をしたイヌガミに対し、ロートケプヒェンは地を這はうように疾しつ駆くする。狙ねらいは喉のどから腹部にかけてだろう。鋼鉄の針でもって貫くつもりだな、イヌガミはそう看かん破ぱした。


    　彼女自身の力と、針ステイ剣レツトの威力を考慮に入れてまったく問題ないと判断する。赤あか神がみ楼ろう樹きのククリナイフですら、耐え得るほどの人工筋肉だ。彼女の針剣とて──────いや、待て！


    　イヌガミは本能の疼うずきに従って強引に体を捻ねじり、彼女の針剣をすんでのところで避けた。


    　掠かすめた針の一撃が、凄すさまじい熱と痛みをもって彼の全身に襲いかかった。


    　──熱か！


    　外見では気付かなかったが、どうやらあの針剣は内部に仕掛けがあるらしい。間近で見た刀身は、空気を歪ゆがませ陽かげ炎ろうのようなものを纏まとっていた。


    「わたしの針剣──〝カルトメルヘン冷たき童話〟は、スイッチ一つでとっても熱くなるの。あなたの腹部はとても頑丈だから、ただの針では貫けない。でも……これなら、あなたの腹部を貫いてはらわたを引き摺ずり出すことができるの」


    　くすくすとロートケプヒェンは歌う。


    「かわいいかわいいおおかみさん、わたしのいとしいおおかみさん。どうか、この針であなたの心臓、貫かせてくださいな」


    　苦にが々にがしい表情で、イヌガミは赤あか頭ず巾きんを被った彼女から遠のいた。彼女の動きは、予想以上に凄まじいものだった。身体能力が強化されているのか、それとも生まれ持った資質なのか。


    「逃げないで────ね？」


    　ロートケプヒェンは微ほほ笑えみつつ、素早く間合いを詰めた。イヌガミは間合いを保ちつつ、チャンスを窺うかがう。


    　針剣の刺つ突きが、さながら電動ミシンのような勢いでイヌガミに襲いかかる。彼は壁を蹴けって、自由自在に宙を舞い──決して攻撃をしようとはしなかった。


    　ロートケプヒェンは幾度となく隙すきを見せた。だが、そのほとんどは意図的に作り出した隙であった。その隙を突いた瞬間、反撃を喰くらうことは明めい々めい白はく々はくだった。


    　ゆえに、イヌガミは絶対に深入りしない。彼女が自分を諦あきらめるほど遠ざかることはなく、自分の命をチップに使わなくてはならないほど近づきもしない。


    　一定の距離を保ち、攻撃は全てフェイント。緻ち密みつだったはずのロートケプヒェンの攻撃が、次第に荒々しいものへと変わっていく。


    「…………逃げないでよォ!!」


    　苛いら立だった彼女が、思い切って飛び込んできた。両手の針剣で背中から串くし刺ざしにしようとする。これはフェイントではない、意図的に作り出した隙でもない。まして、即座に体勢を立て直すことができる牽けん制せいでもない。


    　ロートケプヒェンの、迷うことなき全力の攻撃。


    　そしてイヌガミは──その攻撃をこそ、待ち望んでいた。


    　吼ほえ立てながら、イヌガミは跳躍した。カウンターで、彼女の頸けい部ぶ大動脈を目がけて嚙かみ千切りを狙ねらう────！


    　二人が交差する。共に歩くのではなく、すれ違うことを決意した二人は──かつて最愛だった者を、殺害にかかったのだ。


    「ぐ……！」


    　イヌガミの牙きばは、ロートケプヒェンの首ではなく肘ひじを掠かすめた。その代償として、彼は腹部に深い刺傷を負わされた。じゅうじゅうと、傷口が焦こげるたまらなく厭いやな臭におい。


    　強烈な痛み──たまらない熱さ。転げ回りそうになるのを堪こらえて、イヌガミは後ろを振り返った。肘から血を滴したたらせるロートケプヒェンが、こちらを楽しそうに見つめていた。


    「痛い……とても、とても痛い。あの城では、こんな痛くて気持ちいいこと知らなかった。ズルいわ、ハインツ。どうしてこんな楽しいことを、教えてくれなかったの？」


    　イヌガミは唸うなりをあげることで、彼女の妄もう想そうを切って捨てる。その憤ふん怒ぬの瞳ひとみに、ロートケプヒェンはわずかに怯ひるんだ。


    「どうして、怒るの？　わたしは、こんなにあなたのことを愛しているのに」


    　愛しているから傷つける。愛しているから殺す。今の彼女にとって、愛情と殺意は文字通りのイコールだ。憤怒ではなく、歓喜によって殺意を抱いだくのだ。


    　腹部の痛みは、シグナルとなって警告し続けている。傷口が焼しよう灼しやくされてしまったせいで、再生が遅い。


    　機動力が三割落ち、戦闘力は五割落ちた──と、イヌガミは判断した。逃亡？　不可能に近いだろう。やはり、一か八かに賭かけるしかない。


    　ロートケプヒェンが嗤わらい、イヌガミは敵意を込めて唸る。全身の力を振り絞って、最後の瞬間を今か今かと待つ。


    　だが、互いが攻撃体勢に移行する前に一台の大型バイクが周囲に業ごう火かと爆発を撒まき散らしながら現れた。


    「……っ！」


    　──何だ!?


    　一瞬、イヌガミは先ほどの娯楽提供者エンターテイナーが増援に来たのかと思った。だが、目視した瞬間にそうではないと理解した。


    　──こいつは、桁けたが違う。


    　バイクに装着されているのは四連装ロケットランチャーＭ２０２Ａ１。その他多数の兵器を携行したそれは、最も早はやバイクというより小型の要よう塞さいのような代物になっていた。


    「黒こく槍そう騎士団……〝ペイルライダー〟！」


    　ロートケプヒェンが激げき昂こうして叫ぶと同時、ロケットランチャーから焼しよう夷いロケット弾がイヌガミ目がけて射出された。イヌガミはそれをさっと躱かわす。ちょうど、ロートケプヒェンとの中間地点にロケット弾が直撃。国境線を引いたかのように、二人の間に炎が迸ほとばしった。


    「待って！　待って、待って、待って──ハインツ！」


    　絶叫するロートケプヒェンを余よ所そに、イヌガミはすっとその身を引いた。路地裏に向けて走り、あっという間にその姿を消した。


    「──わたしの邪魔をしたわね、ペイルライダー」


    　ロートケプヒェンがバイクを停止した男につかつかと近寄ると、襟えり首くびを摑つかんだ。豊かな黒くろ髭ひげを蓄たくわえ、ズタズタのレザースーツを着込んだその男──ペイルライダーは飄ひよう々ひようとした態度で肩を竦すくめた。


    「いやいや。私はイヌガミを狙ねらっただけでしてねえ。躱かわすとは思いもよりませんで」


    「……っ！」


    「それよりロートケプヒェン様。申し訳ありませんが、どうか本来の任務をお忘れなく。アストライア様直下のご命令ですので」


    「分かっているっ！」


    　ロートケプヒェンは肘ひじの手当すら行うことなく、ふわりと建物の壁を蹴けって屋上まで上り、姿を消した。


    「やれやれ。肝が冷えるね」


    　ペイルライダーには分かっていた。襟首を摑んだときの、少女の瞳ひとみ。あれは一切の論理を放棄した、殺人鬼のそれだった。アストライア、という名を出さなければ……恐らくは、殺されていたに違いない。


    「順調とはとても言い難いですな」


    　スマートフォン越しにアストライアが同情するように応じる。


    《まあ、元々は穴だらけの計画なんだ。それが、このゲームのせいで『ひょっとしたら』というところまで近付いてしまった。僕にとっても些いささか不本意ではあるが、クラブの利益を考えればまあ、致し方ないさ》


    「あとは神のみぞ知る……ですか」


    《いいや。ゲームの鍵かぎを握っているのは──いつだってあの楼ろう樹きくんに決まっているのさ》


    　アストライアはそう言って、くすくすと笑った。
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    　釣り用具を売っている店ということは、当然ながら釣り糸も売っているということだ。昨今の釣り糸の丈夫さは、生なま半はん可かなものではない。まして、それが大型魚専用となると尚なお更さらだ。


    　僕は大型魚用のワイヤーを手に入れると、店内の調度品であるスタンドライトを分解して、三脚部分に外はずれないよう何重にもワイヤーを巻き付けた。


    「あの……盗みは……」


    「ええと……あとでお金は支払うから」


    　おどおどと僕に言うセシリアにはとりあえずそう言い訳した。もちろん払うつもりだ。このゲームの参加者が快く資金を提供してくれるはずだから。


    　僕の言葉にセシリアは安心して胸を撫なで下ろした。それから、僕に代わって主へ許しを乞こうためか祈りを捧げ出した。


    　僕は頑丈な皮手袋も拝借した。あとは電動のリールが必要なのだが──お、あった。これをワイヤーの末端にセットして、ひとまず完成だ。もっとも、上う手まく機能するかどうかは、試してみなければ分からないけれど。


    「……セシリア、一つ聞いていいかい？」


    「はい、何でしょうか」


    　僕は二階の売り場目がけて、自家製のワイヤーフックを投とう擲てきした。三脚が、がっちりと引っかかった。何度か引っ張ってから、ぶら下がってみる。期待通り、ワイヤーはビクともしない。


    　そして、電動リールのスイッチを入れるとワイヤーが回転して巻き取られ、その分僕の体が持ち上がっていった。よし、完成だ。僕はその出来に満足すると、三脚を回収した。


    「ヴァレリオ・ロベルティという人を知っているかい？」


    「ええ、もちろんですわ。次代の教皇とも呼ばれている立派な御方です。わたくしも、何度かお会いしたことがあります」


    「会ったこと……あるのか？」


    「ええ。と言いましても、孤児院への訪問の際に二言三言、言葉を交わしたくらいですが」


    　セシリアは嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。


    「なるほど。……君の印象だと、立派な人だったんだね」


    「……」


    　不意にセシリアが沈黙した。振り向くと、彼女は肩を落としてどこか──怯おびえたような表情を浮かべた。直感的に、何かがあると見抜いた。


    「セシリア。ヴァレリオと、何かあったのかい？」


    「い、いえ！　そんな、ことは──」


    「教えてくれ。頼む」


    　僕の雰囲気が変化したことに気付いたのだろうか、彼女は躊躇ためらいながらも告白してくれた。


    「あの方とお話ししたのは、本当にわずかでしかないのですが。一瞬ですが、わたくしは確かに感じ取りました。ヴァレリオ様の視線……悪意と呼ばれるものを」


    「悪意……？」


    「目が見えないせいでしょうか。他者の視線から受ける感情を、わたくしは知覚できるのです。今までわたくしへの同情、憐れん憫びん、蔑さげすみ……様々な心が、向けられました」


    　動物的直感……のようなものだろうか？　僕にも似たようなことができるから、他の人間にできないとは言い切れない。


    「ヴァレリオ様は……刹せつ那なですが、強烈な悪意をわたくしに叩たたきつけた──そういう風に、感じ取れたのです。で、ですが。ですが……ヴァレリオ様は、次代の教皇となられる御方。わたくしの気のせいではないかと……」


    「セシリア自身は、そう思ってはいないんだろう？」


    「……」


    　彼女は俯うつむいて、その答えを拒否した。ぎゅっとロザリオを握り締め、祈っている。自分の発言を、後悔しているようだ。それでも──心のどこかで、彼女は誰かに伝えておきたかったのだろう。


    　全世界のカトリックを率いるであろう偉大な男が、かつて自分に悪意を叩きつけたことを。


    「あの、今の、言葉は……決して……」


    「分かっている。誰にも言うつもりはない。すまない、妙なことを無理矢理言わせたみたいで」


    「い、いいえ。そんな……」


    「……あ、ところでさ。僕の視線はどんな感じ？」


    　何気なくそんなことを尋ねると、彼女は少し照れたように言った。


    「ロウキ様の視線からは──慈いつくしみと、決意を感じます。わたくしを守ってくださろうとする意志が、強く強く伝わってきます」


    　彼女の言葉に、僕も照れるしかなかった。こんな状況では有り得ないほどに、心が温かくなった。──そのけたたましいバイク音を、聞くまではだが。


    「……ッ!?」


    「ロウキ様、今のは──」


    　振り返った僕は、その光景を直視して絶句した。


    「……!?」


    　白銀のバイクがショーウィンドウを突き破って、店内へ乱入してきたのだ。どういうやり口だ一体……！


    　バイクの種類までは分からないが、かなりの大型だ。だが、何よりも特徴的なのはそのフォルムだった。バイクの側面には、巨大な傘のような代物が取り付けられている。


    　そちらの方の名前は僕でも分かった。突撃槍ランス──中世ヨーロッパで、騎士が馬上で使用した刺つ突き専用の槍やりだ。


    　理解した。こんな出で鱈たら目め極まりない兵装は、軍ではまずありえない。〝クラブ〟のスタッフだとしても、もう少し常識的だ。となると彼は────。


    「娯楽提供者エンターテイナー……！」


    　バイクがフルスロットルで走り出す。だが──何てこった。狙ねらいは僕ではなく、セシリアだ！


    「セシリア！」


    　僕は必死になって彼女に呼びかける。だが、セシリアは接近する音に震ふるえ、戸と惑まどい、へたり込みながら神に祈りを捧げた。


    「くっ……！」


    　神に祈るのではなく、できれば躱かわしてほしかったがそれが理不尽な要求であることは自分でもよく分かっている。


    　手を伸ばし、彼女の腕を捕まえて強引に抱き寄せる。


    　だが、ほんの少し間に合わなかった。突撃槍ランスは彼女のふくらはぎをざっくりと切り裂いた。


    「……！」


    　セシリアは、悲鳴を上げなかった。歯を食い縛り、激痛を堪こらえている。


    　バイクがターン、セシリアへ再び狙ねらいを定めた。足を押さえて蹲うずくまる彼女に狙いを定めようとして、彼は僕の姿が見当たらないことに気付いたらしい。僕を捜し、顔を左右に向ける──。


    「上だ！」


    　咆ほう吼こうと同時。僕は彼のバイクに飛び乗り、一呼吸で彼の首を搔かき切った。


    「セシリア！」


    「だい、じょうぶ、です……」


    　大丈夫そうには見えない。僕は事務室の鍵かぎをこじ開けて飛び込むと、救急箱を摑つかんだ。中にあった包帯と消毒液で、ひとまず、ふくらはぎの裂傷を手当てする。


    「ありがとうございます」


    「痛み止め、飲んでおいて」


    　水と一緒に痛み止めを手渡す。セシリアは顔をしかめつつ、それを飲んだ。僕はそれを見計らって、彼女を抱かかえ上げる。


    「え……？」


    「すまない。今すぐこの建物から出る」


    　僕は問答無用で、彼女を抱え上げると走り出した。これくらいの重さなら、僕の機動力に支障はない。


    　疑問が一つ。何な故ぜ、彼らは僕たちの居場所を探り当てたのか？　答えは簡単だ、このスマートフォン以外に有り得ない。


    　……だが、一方でこれを捨てるわけにもいかなかった。ここから何らかの手がかりが摑める可能性もあるし、アストライアが連絡してくることもあるだろう。……いや、分かっている。自分を誤ご魔ま化かすな。あやなと、ほんの少しでも繫つながっていたい──そんな未練が、これを捨てることを拒絶させているのだ。


    　僕とセシリアはそのまま裏口へと飛び出した。が、それは失策だった。建物に挟まれた狭苦しい路地。左右には、先ほどと同じタイプのバイクがこちらに向けて走り出していた。


    「三人組か……！」


    　いや、待て。僕は不意に、以前シャーリーから得た情報を思い出した。


    　アストライアには子飼いの部下たちがいる──名を〝黒こく槍そう騎士団〟。黒い槍……まさか、こいつらのことか？　となると、騎士団を名乗るくらいだ。三人組というわけではないだろう。


    　左右の道は完全に塞ふさがれており、逃げ場はない。迎撃しようにも、セシリアを危ない目に遭わせることになる。セシリアを下ろしてしまえば、どちらかのバイクが彼女を手にかける可能性が高い。


    　となれば、方法は一つしかない。


    「上だ……！」


    　僕は先ほど作ったフックロープのフック──スタンドライトの三脚部分を建物の屋上に向けて投とう擲てき、三脚が固定したのと同時にベルトに吊した大型電動リールで僕たちの体を巻き上げていく。


    　さらに壁を蹴けったことで、バイクの乗り手たちには宙に浮き上がったようにしか見えなかっただろう。


    「神よ、どうかお守りください……！」


    　セシリアは感覚的に宙ちゆう吊づりになっているのが分かったのだろうか。思わず神に祈りを捧げていた。


    　壁を蹴り、ふわりと宙に浮いた感覚──セシリアがぎゅっと、僕の体にしがみついた。


    　屋上に辿たどり着いた僕は、一旦セシリアを離して、再び飛び降りる。


    　呆あつ気けに取られて上を眺めていた二人は、僕が落下するのを見ても身動き一つ取れなかった。ククリナイフが月光を浴びて鈍く光った。革手袋をつけた手でワイヤーを握り締め、建物の壁をたんたんと駆け下りながら、僕はククリナイフの峰みねの部分で、一気に二人の頭を頑丈なフルヘルメットごと叩たたき壊した。


    　二人は赤い血を飛び散らせ、絶命した。耳を澄まし、バイクの音が聞こえないことを確認してから、彼らの服やバイクを探った。


    　だが、無線機以外は取り立てて情報価値があるものは存在しなかった。ライダースーツは上下共に一体化していて、着ると全身の動作が鈍りそうなのが不安なので、そのままにした。


    　いつまでもここでモタモタしているわけにもいかない。ワイヤーを使って屋上に戻った僕はセシリアに駆け寄った。


    「大丈夫か？」


    　彼女は何か言いたげに僕を、光のない目で見つめていた。しばらく沈黙していた彼女は、やがてぽつりと呟つぶやいた。


    「血の……臭においが、します」


    　僕は反射的に、後あと退ずさった。セシリアはなおも、糾きゆう弾だんするように僕を見る。……いや、見えていないのだろうけれど、彼女の薄い青色の瞳ひとみは確かに僕を見ていた。


    「どうして……殺あやめたのです？　逃げることもできたはずです。いえ、このまま逃げれば大丈夫だった。そうでしょう？」


    「そうかもしれないな」


    　確かにその通り。わざわざ引き返して殺す必要などなかった。逃げるだけならば。


    「なら、どうして……!?」


    「……僕は、彼らに代償を与えただけだ」


    「代償……？」


    「人を殺すということは、殺される危険性もある。家畜が家畜であり続けるとは限らない。家畜だって、牙きばを剝むくときもある。そういう可能性を教えただけだ」


    「……詭き弁べんです。それは、人殺しを肯定し過ぎています……！　紛まぎれもない罪です」


    「罪？　僕は……罪なら、もう山ほど犯しているよ」


    　そう。どう言い繕つくろったところで人殺しは人殺しでしかない。罪は犯し尽くしたと言ってもいい。何しろ僕は、それで構わないのだ。


    「でも！」


    　なおも声をあげるセシリアに、僕は奇妙な苛いら立だちと切なさが入り混じったような感情を思い切り叩たたきつけた。


    「地獄に落ちることなんか、この世界の〝ケモノ〟を排除するためだったら怖くも何ともないね。だが誓って言おう。僕は地獄に落ちようとも、そこでどんな責め苦を受けようとも、絶対に後悔しない。後悔、しないんだ！」


    　言っているうちに、僕はカッとなって怒ど鳴なっていた。セシリアが悲しげに顔を歪ゆがめる。たちまち後悔する。どう言われても仕方のない存在じゃないか、僕は。


    　まして、彼女はきっと真っ当に生きてきた少女なのだ。僕という存在が理解できなくて当たり前だ。


    「……すまない。言い過ぎた」


    「いえ……いいんです、いいんです」


    　セシリアは、悲しそうに顔を俯うつむかせた。僕は震ふるえる彼女を見て、強い罪悪感を抱かかえ込んだ。


    「すまない。君を救ったのが、僕みたいな奴で──本当に、申し訳ない」


    　映画のヒーローであれば良かった、漫画の主人公であれば良かった。僕は手を汚よごすことなく、華か麗れいに君を助けることができただろう。僕の攻撃は相手を気絶させるだけですんだだろう。


    　人殺しをしない、綺き麗れいなヒーローであれば、君も悩まずにすんだだろう。だが、生あい憎にくとこの様ざまだ。僕の一撃は、彼らの頭部を粉砕した。彼らの人生は強制終了されたのだ。


    「……いいえ、ロウキ様がわたくしを救ってくださったことは……本当に、嬉うれしく思います。でも、どうか、考えてください。彼らにも、彼らの人生があり……家族がいたのだと」


    「そんなこと、幾度となく考えたさ」


    　そう返答しつつ、僕は考えた。彼女は、僕が敵対している相手のことについて少しは知っておくべきかもしれない。


    　何となく、説明したくはなかった。彼女は知るべきではないと、そう思っていたからだ。でも、彼女にはもう少し付き合ってもらうことになりそうだ。


    　フックロープを外はずして、僕はセシリアを立ち上がらせた。手を取るとき、彼女がビクリと震ふるえたのが少し哀しかった。まあ、仕方ない。


    　歩きながら、僕は彼女に説明した。


    「人狩りマンハントを目的とするクラブが、この世界には存在する」


    「え……？」


    　会員の数は約百名。スタッフの数は詳細不明。人の運命を弄もてあそび、生命を略りやく奪だつする究極の悪。


    　それを行使することを許されていると信じている傲ごう慢まんな存在たち。


    「彼らこそが、僕の敵だ」


    　セシリアを抱き締めて屋上から滑り落ち、僕たちは再び地面に着地した。路地裏に隠れて通りの名前を探す。その間、僕は彼女に僕が戦っているものを説明した。信じてくれる、くれないなんて話はどうでも良かった。


    　ポメーツィア通りに出た。周囲の建物には若者がやったと思しき落書きがある。暗くら闇やみのせいでまるで禍まが々まがしい紋様にも見えた。ともあれ、シピオニ公園まではもうすぐだ。


    「あの……もう、歩けます……」


    「歩けない」


    　ふくらはぎの裂傷は思っていた以上に深い。巻いた包帯が血に染まっている。だが、僕は心のどこかでホッとしていた。……実のところ、僕はセシリアに多少疑念を抱いていたのだ。


    　都合よく、僕のハンディキャップとなる存在として与えられたか。あるいは……寝首を搔かく存在か。だが、あのときの突ラ撃ン槍スの一撃には決して手を加える余裕は見受けられなかった。


    　セシリアは、僕が助けなければ間違いなく死んでいた。彼らの思惑がどうであれ、少なくとも彼女自身は──恐らく、何も知らない、分からない。クラブの話を聞かされたとき、彼女は少なからず恐怖し、動揺したが……そこにも噓うそはない、と思った。


    　虚きよ偽ぎを見抜く、真実を摑つかみ取る──今の僕にとって、必須の能力といえた。クラブという単語を聞かされたときの、会員メンバーたちの激しい動揺。僕はそれを、一種の儀式としていた。彼らの邪悪さを証明するための。


    　もちろん例外も存在する。車くるま椅い子すに乗った老婆を、先入観で信じてしまっていたという、痛い経験があった。ああいうことは、二度と起こさないようにしないと。


    「ごめんなさい、ロウキ様。足手まといで──」


    「……君がいるお陰で、僕は助かっているから」


    「え……？」


    「僕は英雄になどなれないだろう。それは分かっている。だけど、僕のような存在でも君を守る程度のことはできる。君の怪け我がは、僕の責任だ。君の命を危あやうくしたのも、僕の責任だ」


    「そんな！　これは、わたくしの……」


    「僕の責任だ。そう思う限り、僕は……僕は、人間らしくなれる」


    　結局のところ、エゴであるのだろう。彼女に負い目を感じ、彼女を守ろうとすることで人間らしさを味わおうとする──そんな、醜みにくいエゴだ。


    「ロウキ様が、救われるように……お祈りします」


    　セシリアはそう言って、無理に微ほほ笑えんだ。そして、ポメーツィア通りを抜けようとした瞬間、背後で暴力的な音が轟とどろいた。


    　慌てて振り返る、通りの先にある店が派手に燃え盛っていた。バイクの音と銃声が、それに入り混じっている。誰かがそこにいる。味方か、敵か、第三者か。


    　……迷う必要などないか。僕はセシリアを抱かかえたまま、その店に向かって走り出した。
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    　シャーリー・ワードワーズは総合スーパー『ビア・アルテミーデ』の裏口から、そっと忍び込んだ。


    　店内は昼間の活気など忘れ去られ、まるで墓地のようにひっそりとしている。


    　既に微かすかな音や気配から、追跡されていることを察知していたシャーリーは、やむなくこの店を破壊する気で迎撃することにした。ここで派手な騒ぎが起きれば、近くにある集合場所へ向かっているであろう二人が、気付く可能性が高い。


    　スマートフォンの通信機能は断たれていたものの、赤外線カメラは機能している。彼女は身を隠しつつ窓から、適当に何枚か撮影して画像を確認した────結果を見て、嘆息。


    「……集まってきてるわね」


    　予想通り、彼女の周囲に兵士たちが少しずつ集まってきていた。襲撃してこないのは、人数が揃そろうのを待っているからだろう。この間に、彼女はこの店で使用できるものを搔かき集めた。


    　時間に余裕があれば、硝しよう酸さんカリウムとディーゼル燃料などを使って爆薬を作ることもできるだろうし、ポリタンクに入れたガソリンを気化させて爆弾を作ることもできるが、その時間はなさそうだ。


    　シャーリーはこの状況で作製できる爆弾に手をつけることにした。


    　必要なものは大量の保冷剤。それをウォーターサーバー用の巨大なペットボトルにバネやネジ、釘などと共に詰め込み、水をたっぷりと入れて密閉する。


    　素早く三個作った彼女は、それぞれにスポーツウォッチのタイマーを十分後にセットして、いかにも怯おびえた人間が隠れそうな場所に設置。更にその爆弾と連動するように、釣り糸を引っ張って手て榴りゆう弾だんをあちこちに仕掛けた。


    　シャーリーはもう一度、外の様子を鏡で確認した。


    　もう彼らは間近まで迫っている。シャーリーは迷った末、裏口近くの場所に陣取ることにした。武器は残しておいた手榴弾一つと投とう擲てき用ナイフ、愛用の拳銃ベレッタＰｘ４。銃弾はわずか二十発。まさに一発必中で戦わなければならない。


    　──死にたくない。


    　実のところ、シャーリーは死そのものへの恐怖はほとんどない。苦痛への恐怖、自身が消失することへの恐怖、そういうものは皆無といっていい。


    　彼女が恐れるのはたった一つ、たった一つの存在だった。赤あか神がみ楼ろう樹きという存在、それこそがシャーリーの原動力だった。あの少年のために、彼女は戦っていると言ってもよい。


    　思考を打ち切り、現状に集中する。戦闘において、自分のような凡人には高揚感は害悪となりうる。躱かわせるはずもない銃弾を躱せると思い込み、頭を吹っ飛ばすことになりかねない。


    　冷静に、ただ冷静に。虫を殺すのと同じ心理で対処する。これが、シャーリーが訓練で培つちかった究極ともいえる平常心だった。


    　──突撃が始まったらしい。ドアが破られ中に侵入された。そして裏口からも微かすかにコツコツと音がする。ブーツの音だ。……次に奇襲を仕掛けるときは、ゴム底の靴にすることをお勧めしよう。


    　間もなく、五分経過。彼らはフラッシュライトで店内を照らした。それでも暗がりは残る。彼らは慎重に、スーパーにある『異物』を探そうとしている。目を凝らし、耳を澄まして。そんな彼らはスポーツウォッチのアラーム音を聞いた瞬間、反射的に銃口をそちらに向けた。


    　だが、単調な電子音に警戒が緩ゆるむ。兵士たちはそっと近付いてみたが、爆弾のようなものではないようだ。


    　これは、ウォーターサーバーのボトルだろうか？　しかし、そのわりには中が真っ白で──。


    　次の瞬間、視界が赤く染まった。鼓膜が破れるほどに強烈な音に、周囲に集まっていた兵士たちは残らず前後不覚に陥った。


    　衝撃が収まると同時、凄すさまじい苦痛が襲いかかった。


    「い、でえええええええええええええええええええ！」


    　絶叫し、悶もだえ、暴れ狂った。両手で顔を押さえて、転げ回った。ウォーターサーバーのボトルの中には、凝縮された二酸化炭素が詰まっていた。水に溶けたことで容積は七百倍以上に膨ふくれ上がり、ボトルは中に入れた釘やネジと共に吹き飛んだ。


    　音と衝撃、それに苦痛。転げ回る兵士たちは、ピンと張った釣り糸に足を引っかけたことすら気付かなかった。


    　釣り糸に引っかけられていたピンが外はずれ、手て榴りゆう弾だんが爆発した。最初の爆発から被害を免まぬがれていた兵士たちが、巻き込まれてしまった。


    　誰かが思わずライフルの銃ひき爪がねを引いた。騒然となる状況で、遂にシャーリーが動き出した。


    　まず、銃声と爆発音に裏口から慌てて飛び込んできた兵士たちを即時射殺した。すぐに場所を移し、未いまだ混乱中の兵士から優先的に撃ち殺していく。


    　一発必中。銃弾の数を頭の中できっちり数える。最初の三発で残り十七発。五人を五発で射殺したので、残り十二発。そして、飛び込んできた兵士の残り人数は──六人。


    　一人当たり二発でも事足りる。シャーリーに勘付いた兵士が、ようやくこちらに銃口を向けた。彼女は咄とつ嗟さに接近して、銃身で喉のどを突いた。呼吸困難になって倒れ込む兵士を盾たてにしつつ、一発ずつ丁寧に撃ち込んだ。


    　焦あせらず、落ち着いて、慌てることなく、獣のように高揚することなく──。


    　冷たく、ただ氷のように冷たく。彼女は機械的に銃を撃った。使用した銃弾は七発。最後の最後で、一発で殺し切れずに二発撃った。


    　死体の山だった。彼らの武器から唯一使える手て榴りゆう弾だんを漁あさりたい、という気持ちがあったがそれ以上に、シャーリーは時間が惜しかった。


    「急いで離れないと──」


    　シャーリーは空気を切り裂くような独特の音に、身を凍りつかせた。


    （ロケットランチャー……!!）


    　無む我が夢む中ちゆうで走り出す。後方で爆発が起き、衝撃波が彼女を吹き飛ばした。
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    　セシリアを抱かかえて走りに走った。当然、通りを走るような愚かな真ま似ねはしない。先ほどのフックワイヤーで建物の屋根に上り、そっと様子を窺うかがう。


    　燃え盛っている建物は──どうやら、スーパーのようだ。周囲を、例のバイクが取り囲んでいる。数は……十騎、いや十二騎か。


    　スーパーの中に誰かがいて、攻撃を仕掛けたと見るのが妥当だろう。問題は、それが誰かということなのだが……。恐らくシャーリーだろう。


    　以前、シャーリーから聞いたことがある。自分が本気になれば、ホームセンターにある品物だけで建物一つ吹き飛ばすくらいの爆弾を作ることもできると。


    　もちろん、通常ならばそんな必要はない。ＣＩＡに所属している彼女にとっては、爆弾を作るより手に入れる方が遥かに簡単だ。


    　だが、現状はそれが一切不可能だ。通信手段は断たれた、拳銃やライフルはどうも電子的なロックがかかっているらしい。


    　恐らく、シャーリーの武器は手にしていた拳銃一丁だけだろう。それで、一千人以上の兵士たちを相手にするには荷が重すぎる。


    　だから、とりあえずの武器を手に入れるためにスーパーへと向かった──そこで襲撃を受けたということか？


    　問題は彼女が死んだかどうかだが……僕は死んでない方に賭かける。他の人間ならいざ知らず、シャーリー・ワードワーズだ。


    　……彼女は本当に謎なぞが多い。イヌガミのように過去があり、絶望があり、戦うという選択をした人間なら話は分かるのだ。シャーリーは違う、レジスタンスとして共に戦っていたときはともかくとして、それ以降は──彼女は、全く関係ないはずなのだ。


    　不信、というわけではない。彼女は命を懸けて戦ってくれている、それは間違いない。だが、ボランティアや同情、憐れん憫びん、あるいは悪への憎悪や正義の意志……そんなもので戦うような女性でないことも確かなのだ。


    　そして、その一方でシャーリーはとことんまで生き足あ搔がき、スマートに生還する。死体を確認しない限り、僕は彼女が生存しているという前提で動こう。


    「セシリア。ちょっと足が痛むかもしれないけど、我慢してくれ」


    「は、はい……」


    　僕はセシリアを抱きかかえたまま、屋根から屋根を伝って飛んだ。スーパーの傍そばまで近寄ると──大声で、叫んだ。


    「シャーリー！」


    　その声に、スーパーを取り囲んでいたバイクが反応してこちらを見た──見返す。


    　フルヘルメットのせいで、表情は分からない。だが、彼らは確実に僕を認識した。少し遅れて、裏口付近から「ここよー！」という叫びが聞こえた。


    　フックワイヤーで飛び降りる。シャーリーは、僕が抱きかかえていたセシリアを見て目を見開き、それから溜ため息いきをついた。


    「……どうしたの、その子」


    「僕に巻き込まれた」


    　その説明で即座に理解してくれたらしく、シャーリーはセシリアを受け止めてくれた。


    「逃げられる？」


    　僕の問い掛けにシャーリーは笑って言った。


    「あなたが戦うなら、私は全くもって不安はないわね。生き延びてみせるわ」


    「了解。それじゃあ、少し戦ってくる」


    　僕はそう言い残して、堂々と通りへ出た。バイクのエンジン音がやたらと五う月る蠅さい。


    　こんな状況にもかかわらず、スマートフォンが間抜けな音を鳴らした。迷わずそれを取った。


    　アストライアの気楽そうな声。


    《や。すっかり取り囲まれているね》


    「ああ。これは、お前の私兵か？」


    《ご名答。黒こく槍そう騎士団。担当は主に雑用と清掃と料理と戸締まり》


    　下らないジョークを飛ばして、くっくっとアストライアが嗤わらう。


    「腹心の部下と考えていいか？」


    《どうかな。僕が腹心の部下と呼ぶべき存在は、今のところ一人だ。あと、ついこの間友達になった頼もしい女の子もいるけどね》


    　女の子──彼女のことか。あの〝苦痛の城ブルク・クヴアル〟にいたゲルト・ルートヴィヒ。イヌガミが決着をつけなくてはならない少女。


    《そうそう、この戦いで生き残ったらまた連絡するよ。君にいくつか伝えておきたいことがあるからね》


    「勝つと思っているのか？」


    《いやいや、もちろん敗北することを願っているけど──。僕は現リ実ア主リ義ス者トなんだ》


    　通話が切れた。それは即すなわち、開戦の合図である。手にはククリナイフ、これ一振りで充分だ。相手の装備は突撃槍ランス、対物ライフルバレットＭ95。いずれも掠かすめただけで、僕を彼ひ岸がんへ連れ去るような代物だ。


    　白銀のバイクは、闇やみ夜よのカモフラージュには不利だろう。もっとも、僕にとっては彼らの擬装に意味などありはしないが──。


    　バイクのエンジンが咆ほう吼こうし、擦すれたオフロードタイヤが泣き女バンシーのような悲鳴を上げた。耳みみ障ざわりな音楽に、僕は顔をしかめて思考を打ち切った。


    　一騎のバイクが先陣を切って襲いかかってくる。武装は突撃槍ランス。こちらに向かって体当たりのように突っ込んで、心臓を貫く腹づもりか。


    　僕が両手で握り締めたククリナイフは、そんな望みを儚はかなく断ち切った。バイクのカウルもろともライダーを『分断』する。


    　だが、バイクは急に止まれない。肩から上が消え去った人間を乗せたまま、バイクは道路を乗り越えて建物に激突した。


    「──来い」


    　静寂の中、僕は英語でそう告げた。途端、さながら雀スズメ蜂バチのような勢いで、黒槍騎士団たちが動き出した。


    　前方三騎、後方二騎、左右にそれぞれ二騎ずつ。ライフルの銃口がこちらに向いた瞬間、僕はサイドステップで躱かわした。着地点に背後からの奇襲──月面宙返りムーンサルトで、突ラ撃ン槍スを躱す。バイクのシートに着地。こちらを振り向こうとした男の首を搔かき切った。


    　背後からの殺気に、体が自動的に動いた。即座にバイクから離脱する。


    　僕が乗っていたバイクは、三丁の対物ライフルでたちまち滅め茶ちや苦く茶ちやになった。ギリギリのところで着地。身を伏せていた僕の頭上に、当たればただではすまない──少なくとも、当たった部分が消えてなくなる程度──一二・七ミリの銃弾が、通過した。


    　感覚神経が極限まで張り詰め、僕の肌が、鼻が、耳が、目が、周囲一帯を完全に掌しよう握あくした。だが、仮にもアストライアの私兵を名乗る黒こく槍そう騎士団。


    　彼らも一筋縄ではいかない動きで、僕を追い詰めようとする。疾走する僕の隣に、正面に、そして建物の壁を疾走して宙空から。


    　予測することを不可能にするようなアクロバティックな動きと、何より厄やつ介かいなことに彼らは『チーム』となって僕に襲いかかってくる。


    （──銃弾、来る！）


    　躱したところに、突撃槍ランスが三方向から襲いかかってくる。腓ひ腹ふく筋きんがぎちぎちと軋きしむほどに酷使して、強引に体を捻ねじり、背を仰のけ反ぞらせて、槍の穂先を皮一枚で避けた。


    　引き裂かれた瞬間の痛みは無視、今優先すべきは自分の攻撃範囲に存在する三騎を仕留めること。……だが、すぐにそれは不可能だと分かった。


    　バイクのカウルは頑丈で、両手で力を込めてタイミングを合わせなければ破壊することはできない。背を仰け反らせ、体を捻っている不自然な体勢からでは、そんな攻撃を繰り出すことが不可能なのだ。


    　カウルを避けてククリナイフを振るうことができる座標にいるのは、ただ一騎のみ。当然、躊ちゆう躇ちよなくライダーの首を搔き切った──が、残り二騎はそのまま走り去ってしまった。


    「ぐっ……！」


    　筋肉が苦痛の悲鳴を上げる。だが、今は無視だ。この綱を渡りきらなければ全てが死ぬ。僕も、シャーリーも、そしてセシリアも……あやなも。


    　ああ、畜生。死ぬものか、死んでたまるものか、どいつもこいつも、人の命を何だと思っている。殺してやる。この場にいる全員、一人残らず叩き殺す！


    　バイクが単騎でこちらに突貫してくる。武装は突撃槍ランス。バックアップはない。


    　無謀だろうと思った瞬間、バイクが分裂した。いや、違う。背後にもう一騎のバイクがぴったりとくっついて走っていたのか……くそ！


    　思考が混乱する。脳に頼ることを諦あきらめたのか、僕の体が自動的に反応した。突撃槍ランスを、サイドステップで避よける──頭上から殺気。


    　分裂したバイクは傍そばに駐車してあった自動車に乗り上げ、跳躍した。対物ライフルが、体勢を崩した僕に狙ねらいを定める。駄目だ、躱せない──これは、躱せない！


    　バレットＭ95に装そう填てんされた一二・七ミリの銃弾は、あまりにも凶悪な威力を誇る。頭に命中すれば頭が消える、胴体に命中すれば分裂する。


    　両手を握り締める、意識を銃口に集中する。極限状況下のせいで、時間の流れを緩ゆるやかに感じ始める。音は必要ない──遮断。


    　銃口が微かすかにぶれた。眩まばゆいマズルフラッシュ。僕へ死を手た向むけるであろう銃弾がゆっくりと、僕の胸目がけて突き進む。


    　──銃弾が放たれる直前から、既に準備していた。


    　両手のククリナイフを神速で振り下ろす。渾こん身しんの力を込めて、向かってくる銃弾を斬り飛ばす。不可能ではない、短機関銃サブマシンガンの連射をファーレンヴァイダーは容易たやすく捌さばいていた。


    　誰かがやってのけたことならば、僕ならやれる。自分自身ケモノガリへの強烈な信仰を抱いだきながら、僕は両肩にとんでもない衝撃──苦痛を味わった。


    「グッ……！」


    　だが、その痛みを味わった甲斐はあった。フルフェイスヘルメットを被っているために表情こそ見えなかったものの、必中を確信していた男の全身がぶるりと震ふるえるのが見えた。


    　驚きよう愕がくしたのだ。瞬時に体勢を立て直した僕は、着地してバイクをガタガタと揺らした男に近付き、首を刎はねた。


    　さあ、どうした。お前たちは仮にもあのアストライアの私兵だろう、ならこんな程度で驚いているんじゃない。あいつだって、僕と似たようなことは軽くやってのけるだろう。それとも分からなかったのか？　分かろうとしなかったのか？


    　この世には怪物がいる。人間社会に適合することすら危あやうい、全くどうしようもなく破は綻たんしてしまった化け物が存在し、お前たちはそれと遭遇したのだ。


    　それを分かっていて、僕と戦ってくれたのだろう？　だから僕と戦い、殺し合って、そして──死ね。
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    　ポメーツィア通りに面するとあるビルの屋上に、壮年の男が立っている。


    　ズタズタのレザースーツを着込み、豊ゆたかな髭ひげを指先で擦さすっている。人間以上の知恵をつけた狼を思わせるような、獰どう猛もうかつ知的な風ふう貌ぼうであった。


    　名をイヴァン・ザカエルという。通称〝ペイルライダー〟──黒こく槍そう騎士団団長である。


    　彼は双眼鏡を通して、赤あか神がみ楼ろう樹きの大嵐テンペストのような戦いを見ていた。彼がククリナイフを一振りするたびに、団員の首が引き千切られる様さまを見て、嘆息する。


    「いやはや。人生が厭いやになっちまいますねえ」


    《おや、そうなのかい？》


    　電話の向こう側で、彼の上司がくすくす嗤わらっていた。


    「なりますよ。というか、何なんですかねぇアレは。銃弾を躱かわし、バイクの波状攻撃を躱し、反撃して一撃の下もとに仕留めるなんてなぁ──俺の知る限り、そんなことをやってのける人間は一人もいません」


    《僕はできるよ？》


    　イヴァンは苦笑して言った。


    「アストライア様は人間から外はずれているでしょう。あの男もそうです」


    《酷ひどい奴だなぁ。まあ確かに、人間というカテゴリから外した方がいいんだろうね。楼ろう樹きくんみたいな存在は》


    「……そんな化け物を私は相手せにゃならんのですがねえ」


    《楽しみだろう？　それとも怖いのかい？》


    　嘆息。その後、イヴァンはうっすらと笑った。


    「嗚あ呼あ、そうですな────楽しみ、ということにしておきましょうかね」


    《とは言え、まだ君の出番は先だ。団員たちは適当な段階で引き上げさせてね》


    「了解。そうそう、私のために祈りを捧げてくれるとありがたいんですがね」


    《フム。君のために、一体何を祈ればいいんだい？》


    「明日の太陽が拝おがめますように、あたりでよろしくお願いします」


    《なるほど。そう祈っておこう。だがしかし、祈りが届くかどうかは君次第だ》


    「分かっておりますとも」


    　通信を終了したイヴァンは、くあぁと小さく欠伸あくびをしたあと、戦闘中の団員に撤てつ退たいを命令した。どの道、増援を仕込んで一いつ気き呵か成せいに攻め立てたところで殺し切れるとは思えない。


    　赤あか神がみ楼樹といえども、バイクに乗った人間を速度で上回ることはできない。銃弾を脳天に喰くらえば死ぬし、槍やりに貫かれば死ぬ。バイクに轢ひかれたら、死ぬだろう。


    　だがしかし、騎士団員である彼らが存在し、戦っていたのは人間の世界だ。そこでいくら熟達したところで、そもそも人間の世界とは隔絶した存在である赤神楼樹には問題にもならない。


    　苦戦はするかもしれない。追い込めるかもしれない。もしかしたら、という可能性もないではないだろう。しかし、恐らくはそこまでだ。


    　ほんの少し、黒こく槍そう騎士団は予測を上回られてしまう。人間にしては異常な速度、人間にしては異常な膂りよ力りよく、繰り出される知覚すら不可能な攻撃。


    　致命的なまでの認識のズレ。それこそが、赤神楼樹をケモノガリたらしめている。


    「圧倒的な負け戦──。いいねぇ、燃えるねぇ」


    　イヴァンはそっと呟つぶやいた。
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    　シャーリーは、ひとまず安全地帯と呼べるであろう屋上にセシリアと共に上った。黒こく槍そう騎士団はこちらの動きを完全に放置している。


    「いいわ。素晴らしい。もう、すっごくイイ」


    　彼女はそう呟つぶやきつつ、眼下の戦場を満足げに眺めていた。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは、銃弾のようだった。


    　それも、敵を打ち倒すまで永遠に跳ねまわり続ける魔弾だ。


    　対物ライフルと突撃槍ランスを装備した十二騎のバイクと、ククリナイフを装備しただけの一人の人間。互角であるはずがない、まして圧倒的に戦えるはずがない。


    　その常識を、赤神楼樹は容易たやすく覆くつがえす。


    　常識や論理が崩壊する感覚が何とも心地よい。彼こそは、かつて父親が提唱した言葉を体現するものではないだろうか、と思うのだ。


    〝限界進化エヴオリミツトを超越する人間〟──夢のような、幻のような、妄想のような、出で鱈たら目めかつ混こん沌とんから産み出された奇跡のような存在。


    　それが、赤神楼樹である。


    　獣を凌りよう駕がする直感で銃弾を躱かわし、前後左右からの直接攻撃を絶妙な座標に身を置くことで躱し、閃せん光こうのように振るわれた刃やいばはそのたびに切断された人間の首を増やした。


    　どう例えればいいのだろうか。


    　猛獣？　それとも殺さつ戮りく機械？


    　いずれにせよ、彼には恐れも後悔も、絶望も憤ふん怒ぬすらもない。


    　圧倒的な暴力を行使し、懲罰を与える死の天使だ。


    　彼の行く末を見守ることこそが、自分に課せられた義務である。シャーリーはそう信じていた。


    　不意に悲鳴と銃声が止やんだ。


    　シャーリーは周囲を見回す、ぼんやりと立ち尽くす赤神楼樹のほかには何もない。バイクの音は、見る見るうちに遠ざかっていく。


    　戦闘は終わった。生き残った数騎は泡を喰くったように退散し、楼樹だけが勝利者としてそこにいる。ほっとしていると、くいくいと袖そでを引かれた。


    　シャーリーが振り向くと、セシリアが不安そうにロザリオを握り締めていた。


    「ロウキ様は……ご無事ですか？」


    「え？　あ、うん。無事よ」


    「……」


    　彼女は安あん堵どと悲ひ哀あいが入り混じったような表情を浮かべた。


    「あの方は……また人を殺あやめたのですか？」


    「そりゃまあ、殺さないと死ぬからね」


    　こんな場所で宗教論議をする気はない。シャーリーはさっさと会話を打ち切ろうとした。セシリアは悲しそうに顔を歪ゆがめ、やりきれないというように首を横に振った。


    「ロウキ様は、殺したくなどないでしょうに……」


    「さあ、どうかな？　楼ろう樹きは根っからの殺人鬼なのかもしれない」


    「……いいえ、あの方は悲しんでいらっしゃいます。わたくしでは、想像もつかないほど過酷な環境だったのでしょう。わたくしには主がいらっしゃいましたが、ロウキ様には……」


    「セシリア。楼樹には楼樹なりの人生があり、目的があり、希望があるの。貴女あなたが教える愛と信仰は、ひょっとしたら彼を救ってくれるかもしれない。でも、救われた楼樹は間違いなく死ぬわ」


    　博愛を教え、罪を贖あがなおうとして、汝なんじの隣人を愛するようになってしまえば赤あか神がみ楼樹は終わりだ。人を殺すとき、些いささかの躊躇ためらいもなく行えるからこそのケモノガリ。その優位性をなくしてしまえば、彼はいつか殺さなかったことで殺される。


    「……」


    　セシリアは俯うつむき沈黙した。シャーリーは追い打ちをかけるように言う。


    「彼には抱かかえている問題が山ほどある。それはただ祈れば解決できるものじゃない。現実逃避するには祈りは有効でしょう、死ぬ間際に救いを求めるならば信仰は有用でしょう。でも、彼に必要なものはそれじゃない。祈りではなく思考、信仰ではなくククリナイフが必要なの」


    　シャーリーはセシリアを抱えて、地上に降り立った。


    　弱々しく震ふるえる少女を実験動物か何かのように隈くまなく観察し、シャーリーはひとまず、彼女が刺客でないことを確信して安あん堵どの息をついた。


    　楼樹の直感が敵ではない、と認識したのだから信用はしている。何より──車くるま椅い子すに座っていない。


    　シャーリーは状況が楽観的になったと考えつつ、楼樹を呼んだ。


    「楼樹！」


    　背を向けていた彼が振り返り、シャーリーは愕がく然ぜんとした。楼樹の表情は、あまりにも弱々しく……年相応の少年に立ち戻っていた。
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    　逃げたバイクを追跡する術すべは、さすがに今の僕にはない。諦あきらめて、そのまま立ち去るのを眺めるだけだ。周囲に敵の気配はない。誰かに遠くから狙ねらわれているということもない。


    　闇やみ夜よのローマは、スーパーマーケットの炎上する音だけが響いていた。


    　連絡が入った。前回と同じく自分が何かアイコンをタッチするより先に、強制的に通話状態になる。


    「話があるそうだな」


    　アストライアの軽快な──耳みみ障ざわりな声が応じる。


    《ああ。大事な話が三つある。一つ目、シスター・セシリアについてだ。君が戦っている間に、ささっと調べてみたよ》


    　情報屋みたいだな、と僕はぼんやり思った。


    「……話せ」


    《そもそも、セシリアって何の意味か君は知っているかい？》


    「いや、知らないな」


    《聖セシリア。キリスト教における視覚障がい者と音楽家の守護聖人だ。この名をつけられた、ということはつまり、彼女は生まれた頃から目が見えなかった》


    　身のこなしなどから、恐らくそうだろうなとは思っていた。


    《そして何とも運命的なことに、彼女はレントブロア共和国出身だ。楼ろう樹きくん、この国の名を覚えているかな？》


    「……っ！」


    　一瞬、記憶の洪こう水ずいに呑のみ込まれた。僕が殺された場所であり、僕が誕生した国。修学旅行、巻き込まれたゲーム、見み出いだしてしまった才能、死別と──離別。


    　頭を振って、現実に意識を引き戻す。


    「ああ、よく覚えているさ」


    《では知っての通り、レントブロアは十年ほど前にやっとの思いで独立した新興国だ。その前の十年が苦難の歴史だったことも覚えているよね？　彼女は爆撃の音が鳴り止やまない病院で生まれ、両親はその場で爆弾に吹き飛ばされて死んだ》


    《看護師が身を挺ていして庇かばわなかったら、彼女も危あやうかっただろうね。ともかく、彼女は生まれてすぐに孤児院に放り込まれた。目が見えない彼女が、誰の助けも受けることなく暮らすということは、果たしてどのくらいの苦難だったろうね？　まあ、死ななかったのが奇跡だったと思うよ、僕は》


    　それは──自分の想像を絶する状況だ。守ってくれるはずの親はいない、子供たちの悪意に抵抗することもできず、戦争中の孤児院にまともな児童福祉が期待できるはずもない。


    《さてさて。そういう状況に陥ったとき、人間には幾つかの選択肢がある。壊れるか、神にその身を委ゆだねるかのどちらかだ》


    「彼女は……後者を選んだということか」


    《秘めたる『何か』があればまた別だけどね。信仰に目覚めた彼女は、戦争が終わるようにと三日三晩祈りを捧げ、神の声を聞いたらしい》


    　──神の声、か。


    　なるほど、彼女にとっては絶対的な指針だろう。


    「それで？　セシリアは何かしたのか？」


    《ああ。首都で激戦を繰り広げていた革命軍と政府軍の真っただ中で演奏を始めたのさ。曲目は、嘆きのセレナータ。彼女の演奏は、次第に銃声や爆音を消していき──遂には、両軍が戦闘を停止するという事態に陥った。ちなみに彼女は、そのとき十二歳だった》


    「聞いたことがある。少女の銅像も見せられた。……彼女だったのか」


    　修学旅行中に、見た覚えがある。都市伝説というか、都合のいいでっち上げじゃないの？　と深み山やまさんが冷めた目で言っていたのを思い出す。あやなは当然のように信じ切ってうっとりしていたが。


    《そう。冗談ではなく、彼女は戦いの流れを変えてしまった。レントブロア共和国が独立できたのは彼女のお陰だと言っても過言ではないんだ》


    　──それは、そうかもしれない。


    　歴史の流れというのは、いつだって些さ細さいなことでダイナミックに変化する。互いの軍が戦争に飽いていたとか、そういう有利に事が運ぶ条件も幾つかあったろうが──それでも、誰かが『選択』しなければ、そうはならなかったはずなのだ。


    《さて、戦争が終わると彼女は一躍、時の人となった。だけど彼女はふらりと故郷を去って、バイオリンを弾きながらヨーロッパを転々と回り始めた。そして、ローマに辿たどり着き──君と出会った、というわけだ。運命的だね》


    　アストライアが楽しそうに笑った。


    「それで？　その話を聞かせて──一体お前は、何がしたかったんだ？」


    《何も。ただ、彼女のことを考えてほしかった。彼女の悲惨な過去を、人生を頭に刻み込んでほしかったのさ》


    　負け惜しみを言うのは簡単だし、彼の意図を裏切る言葉を口に出すのも容易だろう。だが、悔しいことに無駄だと分かっている。アストライアが僕の噓うそを見抜けないはずがない。


    「……ああ、よく刻み込んだよ」


    《ありがとう。これで君は、彼女の命をずっしりと背負うことになったわけだ。さて、二つ目の話だ。黒こく槍そう騎士団との戦いはどうだった？》


    「正直に伝えよう。大したことがなかった」


    　僕がそう告げると、アストライアが苦笑した。


    《ああ、忌き憚たんない意見に感謝するよ。確かに、君という存在を見誤っていたことは否いなめないだろうね。彼らが、今まで人間としか戦ってこなかったのも問題なのかもしれない》


    「だろうな。僕の動きが多少変化した程度でああも混乱するようでは」


    《──だけど。騎士団団長イヴァン・ザカエルは違うよ。彼についた名は〝ペイルライダー〟……蒼あおざめた馬に乗った死の象徴。彼と戦うときは君でも本気になった方がいい》


    「……ご忠告どうも。僕はいつでも本気だが」


    《さて。三つ目だが……話をするのは僕じゃない。彼女だ》


    「……っ！」


    　一瞬、心臓が跳ね上がった。手が震ふるえる、恐怖とも高揚ともつかない感情で全身を握り潰つぶされそうになる。


    《三分間与えるよ。あとは思い出話でも何でもご自由に》


    　しばらく待つ──ディスプレイを、穴があくほど睨にらむ。がさごそと画面が動いて、待ち望んだ少女の姿を……僕は、見た。


    《もし……もし》


    　──ああ、畜生。


    　僕はただその声を聞いただけで、一瞬でかつての僕に立ち戻っていた。手探りで才能を探し、才能を求めていたけれど。平穏で、たまらなく平穏で。毎日考えるべきことは、学校の宿題と遊ぶこと、そして漠然とした将来だけだったあのときに。


    　涙が出そうになる。声を出そうとしているのに、どうしてか出せなかった。


    《楼ろう樹きくん？》


    　深呼吸して、声を絞り出した。勇気を出して、彼女の名前を囁ささやいた。


    「……あやな」


    　みっともなく泣き出しそうになるのを、必死で堪こらえた。


    「大丈夫か？」


    　素っ気なくそう告げると、あやながくすりと笑って言った。


    《大丈夫だよ、今のところ。うん……元気だから》


    「そうか……」


    　言わなくてはならない。どうしても、言わなくてはならなかった。


    「あやな、ごめん。巻き込むまいと思っていたのに──巻き込んでしまった」


    《ううん……いいよ、別に。いつか、そうなるかもって思ってたから》


    　彼女はあっけらかんと答えた。そこには嫌悪も絶望も悲哀すらもない。そこはかとない、喜びの感情すらあった。


    「でも！」


    《運命、なんだと思う。わたしと楼ろう樹きくんは、やっぱりどこかで繫つながってるの。赤い糸じゃないかもしれないけれど、何かの紐ひもみたいなもので。わたしはね、それが──えへへ、ちょっとだけ、嬉うれしかったりもするんだよ》


    「……あやな」


    《大丈夫だよ、楼樹くん。大丈夫だから……ね？》


    　その囁ささやきに、僕はようやく──ようやく、立ち上がることができた。


    「ああ。大丈夫だ。僕は必ず君を助ける。あやなを助けて、必ず僕も生還する」


    《よしよし、それでこそわたしの楼樹くんだ》


    　一瞬、何もかもが意識の外に追いやられた。


    「……あやな、大好きだ」


    《うん、よく知ってるよ》


    　抱き締めたかった。彼女の手を握り締めて、傍そばにいてやりたかった。だが、僕はここにいて血みどろの戦場を彷徨さまよっている。一瞬、それがひどく──ひどく、厭いやになった。強烈な倦けん怠たい感かん、厭えん戦せん感情が否いや応おうなしに僕の力を吸い取っていく。


    《楼樹く──》


    　音声が途絶えた。耳みみ障ざわりな声に、冷水をぶっかけられたように僕は自分の意識を取り戻した。
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    《ここまでだ。かつての自分を思い出してしまった君は、この先ちゃんと戦えるかな？　……戦えることを、心の底から期待するよ。楼ろう樹きくん》


    「……」


    《これで通話は終わりだ。僕に何か言うことはあるかい？》


    「……ああ、あるさ。約束を守れ」


    《ああ、もちろん。我われ々われは誓ったことは必ず守るさ。貴き島しまあやなは、君が生き残り続ける限り、無事だ》


    「生命の保証だけじゃないぞ」


    《分かっている、傷一つつけやしないさ。それにしても。君は彼女のこととなると──つまらなくて弱々しい人間に成り下がってしまうな》


    　アストライアの言葉が胸に突き刺さる。だが、それは紛まぎれもない真実だ。僕にとって、貴島あやなという存在は弱点であり──僕が僕であるための縁よすがでもある。


    「……」


    《そこが、僕には残念だよ。まあいいか……それじゃ》


    　通話が切れた。それとほぼ同時に、シャーリーが僕の名を呼んだ。振り返ると、彼女は驚いた表情で僕を見つめていた。それは恐らく、剝むき出しになった〝赤あか神がみ楼樹〟という存在を目まの当たりにしたからなのだろう。


    　戻れ。元の僕、いつものケモノガリにさっさと戻れ。美しい思い出は、今必要じゃないんだ。


    　彼女に遅れてやってきたセシリアを見る。バイオリンを背負い、杖つえをついて一生懸命歩いている。弱々しく、儚はかなく、そして──綺き麗れいだった。見た目の話ではなく、立ち居振る舞い全てが美しいと、僕は思った。


    　セシリアは守らなければならない、あの話を聞いた後では尚なお更さら強くそう思う。


    　──果たして、今の僕に守りきれるのか？


    　そんな下らない疑問は、脳内のゴミ箱に丸めて叩たたき込んだ。

  



  
     第三章　死を運ぶ蒼ざめた馬よ


    



    　──逃げに逃げて、一息ついた先には幸運にもレストランがあった。


    　冷凍庫を開けて凍った生肉を引っ張り出して貪むさぼり食い、傷口の再生を加速させる。人間なら腹を壊しかねないが、このときばかりは犬で助かったと思う。凍った肉に味などない、食い千切っては呑のみ込むの繰り返しだ。


    　胃袋で溶けた肉は瞬またたく間に消化され、腹部の傷口は急速に修復を始めていた。さすがに全快とまではいかなくとも、機動力に関してはほぼ回復した。これなら、全力で走っても傷口が痛んだりはしないだろう。


    　──さて問題は、ここからどうすべきか、だ。


    　イヌガミはひとしきり悩んだ。集合場所にはやや遠く、辿たどり着くまでに何らかの妨害があることは間違いないだろう。


    　それでも、自分の力ならば不可能ではない。


    　だが、どこかに集合するという作戦は、これほどの異常事態を想定して考えられたものではない。


    　楼ろう樹きも、そしてシャーリーも、まさかここまでするとは思っていなかったはずだ。


    　兵士、そして娯楽提供者エンターテイナー──更さらには、自身の姉まで起用した。下手に集合するよりも、自イヌ分ガミができることを考えた方が良いのではないか。


    　そうなった場合、自分に可能なことは何だろうか？


    　──一つあるな。


    　イヌガミは遥か彼方から漂う鋼こう鉄てつの臭においを嗅かぎつけた。更にそこにはたくさんの煙草たばこ・火薬・獣・汗・血といったものが入り混じった臭いがあった。恐らく、ここから数キロと離れていない場所に、司令本部がある。


    　司令本部にはつまり、このローマを包囲している軍の長がいるということ。兵士たちの暴ぼう虐ぎやくを考慮するに、〝クラブ〟に加担していると考えて間違いあるまい。


    　たとえ何も知らなかったとしても、イヌガミは容よう赦しやするつもりはなかった。兵士の不始末は上官が責任を取るべきものだからだ。


    　イヌガミは暗殺のために司令本部へ忍び込むことを決めて、全力で走り出した。本気で走り出した犬に、誰が追いつけるだろうか？


    　誰かが見み咎とがめたとしても、その頃には遠い彼方を走っている。


    　誰かが追跡しようとしても、全力疾走する犬の脚力に敵かなうはずもない。


    　車なら追いつくだろうが、狭い路地に逃げ込まれれば手出ししようがない。結局、誰にも気付かれることすらなく、イヌガミは司令本部までの道のりを走り続けた。


    　だが、次第に濃くなり始めた獣の臭においに彼は一旦足を止めた。


    　──用心しなければな。


    　見張りの兵士？　そんなものは即座に無力化できる。だが、問題は獣の臭いだ。つまり、軍用犬である。無論、敗北する可能性など万に一つもない──だが、騒ぎ立てられれば問題ではある。


    　突然の唸うなり声と獣臭にイヌガミはそろそろと歩き出した。どうやら、軍用犬が自分の臭いを嗅かぎつけたらしい。軍用犬がいるということは──。


    　やれやれ、とイヌガミは嘆息した。彼は素早く建物の陰から飛び出すと、銃を撃うつ暇も与えずに兵士を殺害し、啞あ然ぜんとする犬たちを凍るような目つきで睨にらんだ。


    　たちまち甲かん高だかい悲鳴を上げつつ、腹部を晒さらして降伏の証とする犬たちを見て、閃ひらめくものがあった。彼は犬たちについてくるように促し、軍用犬を連れている兵士を片っ端から始末した。


    　司令本部は、ローマ旧市街の北に広がっているボルゲーゼ公園に設置されている。


    　ローマ市民にとって憩いの場であり、昼ならば観光客や家族連れで賑にぎわっている広大な公園には、現在多数の軍用テントが立ち並んでいて戦場さながらだ。


    　司令本部に駐ちゆう屯とんしているのは、アオスタ機械化旅団第六十六歩兵連隊。


    　その統率者であるバルトロメオ・カヴァレロ大佐はその貴族的な風ふう貌ぼうと、筋骨隆々の体たい躯くと、そしてよく響くバリトンの声によって地位が決定したのでは、と思われていた。つまり、生まれながらにして責任者であり、統率者であることを予定されたような男だった。


    　そしてもう一つ。彼はクラブの〝会員メンバー〟である。口くち髭ひげを撫なでながら、バルトロメオはろくでもない報告が届くたびに嘆息していた。


    「たった二人。たった一匹の犬が殺せんのか？　我わが軍も堕だ落らくしたものだ──と言いたいが、相手が相手だ。仕方のないことだとは思う」


    「……」


    　怯おびえきった表情で、下士官は直立不動している。


    「だが。彼らの戦闘力を考慮した上で、我われ々われは作戦を立てたはずだ。兵士の装備に指紋認証を仕掛け、スマートフォンで少なくとも赤あか神がみ楼ろう樹きの居場所は把握している。待ち伏せして、包囲し、奇襲を仕掛けた。それを──突破された？」


    　バルトロメオは、深く深く溜ため息いきをついた。何やら犬の吠ほえ声が騒がしい、侵入者だろうか。少しでも怪しい点がある人間は即射殺と命令している。銃声が聞こえない以上……問題ないと、判断していいのだろう。


    「信じたくはないが、そこまでの怪物というわけか」


    　下士官が何か言い訳をしようとしたとき、バルトロメオの古びた携帯電話が鳴った。下士官を手で追い払って、彼は電話に応対した。


    《やあバルトロメオ。旗色は悪そうだねえ》


    　透き通るような声に、バルトロメオは自分の熱が奪われたように冷ややかな感覚を抱いだいた。


    「これはこれはアストライア様。部下の不ふ甲が斐いなさに、ただただ恥じ入るばかりです」


    《仕方ないといえば仕方ないのだけどね。まあでも、彼のスペックはきちんと正しく伝えていたはずだ。それを考慮に入れた上で──それでも、勝てないかぁ》


    　バルトロメオは、ハンカチで汗を拭ぬぐった。小生意気な若者だ、という不ふ遜そんな考えがちらりと脳裏に浮かんだ。


    「何とも……」


    《率直に言って、君は貴重な会員メンバーではあるけれど、君を救う手段を僕たちは持ち合わせていないんだ》


    　──唐突に、アストライアは冷酷な事実を伝えた。


    「……」


    　絶句するバルトロメオに、彼は優しく囁ささやく。


    《無論。見捨てるというわけではないよ。ただ、応援が間に合わない。そもそも、君はこの司令本部に存在しなければならない人物だ。逃げるわけにもいかないしねえ》


    　深呼吸を繰り返し、バルトロメオは自身の声が努めて冷静に聞こえるように祈った。


    「私を……狙ねらうと？」


    《ああ。ひょっとすると、もう君のすぐ傍そばまで来ているのかもしれないね》


    「まさか。こんな場所に乗り込んでくるなど──有り得ませんな」


    《ほう、有り得ないかい？》


    「如い何かに赤あか神がみ楼ろう樹きが凄すご腕うでであったとしても、この無む尽じん蔵ぞうともいえる兵士たちを相手に戦えるはずが──」


    《僕ならやれるよ？　そして、僕がやれることは彼もやれる》


    「……ですが、」


    　尚なおも反論しようとしたバルトロメオの耳に、ガサゴソという微かすかな音が届いた。


    　振り向くと、テントの中に一頭の犬が入り込んでいた。バルトロメオは、その犬の姿をよく記憶していた──愕がく然ぜんとする。


    「まさか……」


    　先ほど軍用犬が騒いでいた理由は、こいつのせいか？　例えば、巡回中の兵士を始末して犬どもを降伏させ、そいつらを一斉に帰還させる。パニックになった犬たちが吼ほえ立て走り回る間に、そっとこのテントに忍び込んだ──？


    《ああ。悪い予感は当たるもんだねぇ、バルトロメオ。君の前にいるのは……そうだな、僕の推測だとイヌガミだ。彼は、他の二人と違って自由に動けるからね。おおい、聞いているかい？　バルトロメオ！　君が死ぬと色々と困るんだよ？　ああ──駄目か》


    　携帯電話は、凍りついたバルトロメオの手から滑り落ちていた。イヌガミは、まだ何もしていない。ただ、冷たい黒こく曜よう石せきのような瞳ひとみで彼を睨にらみ付けただけである。


    　体高八十センチを超え、銃弾を弾く金属繊せん維いの体毛とカーボン・ナノチューブ式人工筋肉を持ち、人の柔らかい肉など一ひと嚙かみで引き裂く牙きばを持つ、世界最強の猛犬。


    　そんな生物が、自分に明瞭たる殺意を持っているのだ。バルトロメオは、生きることに萎なえた。生まれついての略りやく奪だつ者しやであったはずの彼は、為なす術すべもなく己おのが命を奪い取られようとしていた。


    「やめて……くれ……」


    　泣きながら、首を横に振る。イヌガミは携帯電話をじっと見る。


    《聞こえるかい？　イヌガミ》


    　イヌガミは応答するように、微かすかに唸うなった。満足げな笑いが聞こえてくる。


    《元気そうで何よりだ。ロートケプヒェンあかずきんにはもう会ったみたいだね。一か月ぶりの再会だったが、彼女はどうだった？　おっとすまない。しかし犬は不便だねえ、もし僕たちが君を引き取っていたら、声帯を手術して喋しやべるようにもできたのに！　まあ、何はともあれ。本部を襲撃したのは悪くないアイデアだ。チェスでいうところの好手というやつだね。けれど──》


    　イヌガミはそこで、腹立ち紛まぎれに携帯電話を嚙み砕いた。愚にもつかない話だ。それより今は、バルトロメオの命を絶つことが重要だ。


    「ヒッ……ヒィィィィ……！」


    　この男の〝有罪〟は確定している。楼ろう樹きには悪いが──ここで始末しておこう。イヌガミが大きく顎あぎとを開いた。鋼こう鉄てつすら嚙み千切るイヌガミにとって、バルトロメオの首などマシュマロ並みの柔らかさだったろう。


    　イヌガミは殺し終わったあと、テントにあった仮眠用のベッドまで死体を引き摺ずり、シーツを被かぶせた。わずかの間だけでも誤ご魔ま化かすことができれば、それでいい。


    　──さて。彼が〝クラブ〟に関わっていることは明らかになった。何か手がかりのようなものはないだろうか。


    　イヌガミは机に放り出されていたタブレットＰＣに目を留めた。傍そばにあったペンを口に咥くわえて、ロックを解除する。どうやら、何がしかのアプリケーションが起動しているようだ。


    　ローマの地図が画面一杯に表示されている。そこには幾つかのアイコンが点滅していた。どうやら、これで赤あか神がみ楼樹の居場所を把握されているようだ。他のアイコンは──これは、黒こく槍そう騎士団だろうか。凄すごい速度でローマを縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡っている。


    　そして、もう一つのアイコン……ロートケプヒェン。彼女のアイコンも表示されていた。驚いたことに、彼女はローマではなくバチカンに向かっているようだった。楼樹たちがバチカンにやってくると見込んでの待ち伏せだろうか？


    　イヌガミは地図をスクロールさせてバチカンの状況を確認し、首を傾かしげた。


    　──なぜ彼の名前がここにあるのだろう。もう一方の名前は……確認、動いている。奇妙だ、彼の居場所を知る必要などないはずなのに。


    「……大佐！」


    　考え込んでいたせいだろう。テントに兵士が駆け込んできたとき、イヌガミは咄とつ嗟さに隠れるという選択肢を選ぶことができなかった。机に前まえ肢あしを乗せていたイヌガミと、兵士の目が合う。


    　兵士の目が驚きよう愕がくに見開き──叫んだ。


    「敵だ！」


    　このタブレットＰＣをどうすべきか。そう考えていたせいで、イヌガミの反応がわずかに遅れた。兵士は即座にライフルを構え、掃射する。銃弾が直撃したものの、立ち直ったイヌガミはすぐさま飛びかかって首を引き千切った。


    　だが、当然のように外の兵士たちは銃声を聞きつけた。たちまち司令本部は喧けん噪そうと怒ど号ごうに包まれた。テントの隙すき間まからそっと様子を窺うかがうと、既に兵士たちが周囲を取り囲んでいた。迅じん速そくな動きに、イヌガミは人間のように舌打ちする代わりに、唸うなり声をあげた。


    　──さあ、どうする？


    　時間の猶ゆう予よは恐らく一分もない。この包囲網を正面切って突破するのは難しい。そうかといって、座して死を待つというわけにもいかない。更さらに言うなら、司令本部をこのまま放置しておくというのも愚かな選択だ。


    　だが、全滅させるというのはさすがのイヌガミでも難しい。誰を殺すべきか、それが重要な選択だ。だが、彼は既に誰を抹殺すればいいか分かっていた。


    　──通信兵。


    　このアプリケーションをインストールしたＰＣを所持している人間は、そう多くはないはずだ。巡回中の兵士たちが所持している形跡はなかった。持つ必要もない、無線で居場所の指示を与える兵士が一人か二人いれば事足りる。


    　逆に言うと、通信兵さえ仕留めれば彼らは赤あか神がみ楼ろう樹きたちを捜すこともできなくなる。


    　ＰＣを操作している兵士は別のテントにいるはずだ。


    　数百人の兵士が詰めているこの司令本部の中で、血と火薬の臭においが薄い者、そしてＰＣパーツ独特の臭いを漂わせている者。そして、カチカチというマウスのダブルクリックの音。


    　──嗅ぎ取った。


    　イヌガミは、ＰＣを扱っている兵士の居場所を確定させた。問題は、このテントから出る瞬間だ。待ち構えている兵士たちを、ほんの数秒驚愕させればこちらの勝ちなのだ。イヌガミはちらりと、入り口の傍そばで首を引き千切られた兵士を見た。彼のベルトに挟まっているものを確認して、イヌガミは笑った。


    「よし。……行くぞ！」


    　兵士たちがアサルトライフルを構え、一気にテントへと雪な崩だれ込んだ。次の瞬間、彼らのもとへと飛び込んできた手て榴りゆう弾だんが眼前で爆発した。イヌガミは手榴弾の安全ピンを口で抜くと、その強力な前まえ肢あしで蹴けり飛ばしたのである。


    　言葉を口にする暇もなく、彼らは衝撃で吹き飛び、鋼こう鉄てつの破片で全身をズタズタに引き裂かれた。テントの前に陣取っていた兵士たちが、恐怖と驚きよう愕がくに凍りついたそのとき。


    　赤しやく銅どうの銃弾がテントから飛び出した。全員の思考が空白状態ブランクに陥っていた、まさに絶妙なタイミングでイヌガミはその一歩を踏み出した。


    　二歩目──兵士たちが気付いた。


    　三歩目──ライフルを構えて対応する。


    　四歩目──だが、既にイヌガミは兵士のすぐ傍までやってきていた。


    　イヌガミは隣り合った兵士たちの肩と肩の隙すき間まを狙ねらい、跳躍。兵士たちをすり抜けた。


    「な──」


    　反射的に振り返ろうとした彼らのライフルが、途中でぶつかった。混乱する兵士たちを余よ所そに、疾走するイヌガミが、電子部品の臭いを辿たどって、再び別のテントに飛び込む。


    　きょとんとこちらを眺めている通信兵たちに、イヌガミはニンマリと笑ってやることにした。散々、自分たちの邪魔をしてくれたのだ、そのくらいの権利はあってもいい。


    　──それでは、蹂じゆう躙りんしてやろう。


    　イヌガミを追いかけてきた兵士たちは慌てて通信用テントに飛び込み、そのおぞましい光景を直視した。


    　兵士たちは、残らず首筋をかみ千切られていた。死体の中には、未いまだ痙けい攣れんしているものまでいる。大量の血液がテント中にぶちまけられ、凄せい惨さんな状況に慣れているはずの兵士たちが、あまりのおぞましい光景に、たっぷりと反へ吐どを吐いた。


    　愕がく然ぜんとして両りよう膝ひざをついた兵士が、叫んだ。


    「噓うそだろ……。こんな、い、一分も……経たってないんだぞ……！　畜生！　何があった！　何があったらこうなっちまうんだ!?」


    　兵士たちが混乱から復帰して、彼を追いかけるまでにかかった時間はほんの数十秒に過ぎない。だが、そのわずか数十秒で通信を担当していた兵たちは皆殺しにされ、赤あか神がみ楼ろう樹きたちの位置データを収得していたサーバーは嚙み砕かれていた。


    　連絡して、新しいサーバーに交換するにしてもゲームの制限時間までには間に合わない。ここに至り、アオスタ機械化旅団第六十六歩兵連隊は本来の目的である赤神楼樹の追跡も、そしてローマの統制も事実上不可能になった。


    



    　イヌガミは数発の銃弾を喰くらいつつも、どうにかして司令本部を脱出した。彼は迷うことなく、バチカンを目指す。そこにはロートケプヒェンが向かっている。彼女の目的が、まず不安だ。自分を放置してまで、バチカンに行く……何かしらの指令を受けていると推測される。


    　彼女の身体能力ならば、どんな厳重な警備も潜くぐり抜けるだろう。たとえ、あのバチカンにいる最高権力者といえども、必ず仕留めるだろう。でき得るならば、それは防ぎたい。


    　そしてもう一つの疑問。あの男が、何な故ぜここにいるのか？　何故、アイコンが表示されていたのか？　その謎なぞが、どうしても脳裏に引っかかる。


    　獣としての直感ではなく、人間としての勘がどうにもイヌガミを急せき立てていた。嚙かみ合っていないのではなく、嚙み合いすぎている。


    　──この戦いは何かがおかしい。


    　敵に発見されたとしても、一切を無視する腹積もりでイヌガミは更さらに速度を上げた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──シピオニ公園休憩所

    


    　──楼ろう樹きくん。


    　──楼樹くん。


    　──楼樹くん、楼樹くん、楼樹くん、楼樹くん、楼樹くん。


    　あやなの言葉が、幾度も幾度も脳内でリフレインしている。アストライアの〝慈悲〟は、僕にとってはこの上ない毒だった。


    　黒こく槍そう騎士団との戦いのあと、僕たちはシピオニ公園の休憩所に辿たどり着いた。既に廃棄されているらしく、地図にも掲載されてはいない。こんな場所を、よくもまあシャーリーは見つけたものだ。


    　そもそも休憩所といっても、ここには小さな屋根と落ち葉が降り積もったベンチが一つしかない。見晴らしも悪く、廃棄されても仕方ないような休憩所だった。


    　僕たちは今、そこのベンチに座ってイヌガミを待っている。シャーリーは、斥せつ候こうに出かけている。何かあれば合図するか、どうせ銃撃戦になると言っていたから今のところは大丈夫らしい。


    　傍かたわらのセシリアが気遣うように声をかけてきた。


    「ロウキ様、大丈夫ですか？」


    「ああ……うん」


    「……」


    　曖あい昧まいな返事に、彼女はますます不安を強めたようだった。僕は深呼吸して、彼女の手を握り締めた。


    「大丈夫だよ。君こそ、足の怪け我がはどうなのさ。ちょっと見せて」


    「あ、はい……」


    　傷きず痕あとを確認する。血は止まっていたので、新しい包帯に取り替えた。道途中で薬局から手に入れた消毒液をつけ、抗生物質を飲ませる。悪くはなってない……良くもないが。


    「……っ」


    　セシリアが痛みに顔をしかめた。僕はすまない、と謝罪したが彼女は恐縮したように首を横に振った。


    「ありがとう、ございます」


    「いいさ」


    　何かをしていれば、少しだけ気が紛まぎれた。セシリアはじいっと僕の顔を覗のぞき込んでいたかと思うと、突然僕の口に手の平をそっと当てた。


    「何……？」


    「呼吸が……先ほどから、ずっと乱れてます。逃げていたときは、全く乱れなかったのに」


    「……分かるのか」


    「そういう感覚は、人より随分と鋭くなりましたから」


    　なるほど、彼女の言う通りだ。噓うそをついても始まらない。彼女が聖職者ということもあってか、僕は口を滑らせていた。


    「大切な人と、話すことができた」


    　セシリアが「なぜ？」と問いたげに眉まゆをひそめた。大切な人と話せたということは、落ち込むことではないはずだ、と。


    「僕が今の自分ケモノガリであるために切り捨てた存在だ。片時も忘れたことはなかったけれど、絶対に関わってはいけないはずの女の子だった。でも、巻き込まれてしまった。それも最悪の形で」


    「動揺していたのは、その方が巻き込まれたせいですか？」


    　彼女は僕を慰めるような、どこか温かみを感じさせる声で尋ねた。


    「いや、そうじゃない。彼女と、ほんの少しだけ話すことができた。そのせいで、何というか……何もかもが、厭いやになった」


    　戦うことも、殺すことも、笑うことも、悲しむことも、怒ることも──何もかも。


    「なら、やめるわけにはいかないのでしょうか？　いえ、もうやめましょう。あなたがこれ以上傷つくのを、わたくしは見たくありません。恐らく、ロウキ様の大切な方も──」


    　期待と優しさに満ちた声は、まるで天使の囁ささやきのようで、僕の心も洗われるようだった。


    　ほんの一瞬、それに屈くつしたくなった。けれど、すぐに僕は首を横に振って拒絶した。


    「それは……駄目だ。僕にはもう、立ち止まる権利はない。休むことも、眠ることも、死ぬことすら許されない。そうするには、あまりに殺しすぎた。あまりに……戦いすぎた」


    　──最初は、僕たちの命を弄もてあそんだ人間たちを殺せばそれですんだ。


    　──けれど、それは世界の悪意のほんの一部分にしか過ぎなくて。だから、僕はそいつらを一いつ切さい合がつ切さい叩たたき潰つぶすために立ち上がって。


    　──戦って、戦って、戦い続けて。ふと気付けば、こんな場所にいた。


    　セシリアは無言で首を横に振って囁ささやく。


    「権利がないだなんて、そんな……悲しいことを言わないでください。休んだっていいじゃありませんか。眠ったって、誰も貴方あなたを咎とがめは──」


    「なら、誰が僕の代わりを務める？　神か？　天使か？　ある日突然、彼らの頭に隕いん石せきが落ちてきて罰してくれるのか？　僕が眠れば、僕が休めば、それだけあいつらが日常を謳おう歌かする。そんな状況、許せるものか……！」


    　言い終わると、すぐに僕は声が荒々しくなったことを反省した。


    　彼女の囁きは僕にとって優しすぎて、温かすぎた。抵抗しようとするあまり、彼女の善意を踏みにじりそうになった。


    「ごめん、つい……」


    「いえ……わたくしこそ、浅せん薄ぱくでした」


    　僕の謝罪に、セシリアが肩を落とした。あやなと会話をしたせいで、僕の内側にある『人間』らしさが、かつての自分に戻りたがっている。


    　ほんの少しの不安があって、ほんの少しの絶望があって、でもそんな些さ細さいなことはあやなと共に過ごすことで塗り潰されていた、穏やかで平和な毎日。


    　道を外はずれた人間のおぞましさなどテレビの向こう側にしか存在しなかったあの頃。世界の悪意など、これっぽっちも知らなかったし理解もしていなかった──あの頃の自分。


    　戻りたい。戻ることなどできるはずもないのに、心が戻りたがっている。


    　──この状況は、最悪だ。


    　僕の中の『論理』が囁く。僕は今、人を殺すのをとてつもなく躊躇ためらっている。それでは駄目だ。戦うときは徹底的に、相手を人間ではなくただの物体として扱う。その認識がない限り、僕はいつか殺される。


    　先ほど斥せつ候こうに出ていたシャーリーが、どこか不思議そうな表情を浮かべて戻ってきた。


    「今のところ、巡回している兵士がわたしたちの存在に気付いた様子はない。それどころか、何かこう……戸惑っているの。指揮系統が混乱しているみたい」


    「……イヌガミかな？」


    「かもね」


    　何となく、そんな気がした。彼なら、単身司令本部に乗り込んで作戦の責任者にして会員メンバーであるバルトロメオ・カヴァレロ大佐を殺すのも、簡単にやってのけるだろう。


    　いずれにせよ、バチカンに向かうのは今が好機。音もなく静かに忍び、あの男の行方を是が非でも突き止め、必ず殺してやる。


    「行こう」


    　シャーリーが無言で、セシリアを指差した。彼女はどうするのか、という問い掛けらしい。


    　……まだ、安全とはいえない状況だ。


    　僕が首を横に振ると、シャーリーは溜ため息いきをついて頷うなずいた。だが、反対することはない。彼女はいつだって僕のために助力してくれるが、僕の判断そのものに異を唱えようとはしないのだ。


    　彼女は僕の仲間というよりは、〝観察者ウオツチヤー〟だ。僕に助力はするが、僕の人生の選択に極力干渉はしない。


    　僕はセシリアを見捨てず、連れていくことを選択した。かつて、あやなや深み山やまさんと共に駆け抜けた、あの戦場を思い出す。守りたい──守らなければならない者がいる。


    　だから、休むな、眠るな、戦って殺し続けろ。世界の悪意を、理不尽で打倒しろ。


    　自分に言い聞かせながら、僕はセシリアを連れて歩き始めた。


    「……確かに、混乱しているようだな」


    「でしょう？」


    　巡回中の兵士たちの様子を窺うかがっていると、確かにシャーリーの言葉通りだった。彼らには、僕たちがどこにいるか分かっていないようだ。困惑しながら何度も無線で司令本部とやりとりしている。


    「これなら……やってみるのも悪くないわね」


    　シャーリーがそう呟つぶやくと、僕の耳を引っ張ってその無む茶ちや苦く茶ちやなアイデアを披ひ露ろうした。無茶だろう、と僕は反対した。だが、このままこそこそと巡回する兵士から逃れながら行くというのも時間がかかる。


    　先ほどとは状況が変わっている。セシリアは少し休めたとはいえ、足の怪け我がと精神的なものもあるのだろう、疲労で顔色が悪かった。


    「分かった。次に巡回に来た連中を狙ねらおう」


    「よろしく」


    　僕はシャーリーにセシリアを任せ、そっと建物の陰に隠れた。そうして、しばらく待っていると四人の兵士と一台の装甲車がゆっくりと道路を走っているのが確認できた。


    　深呼吸──今の僕に求められているのは、無音暗殺サイレントキリング。装甲車の背後について歩く四人を、一瞬で殺害。然しかる後にハッチで機関銃マシンガンを構えている男を殺し、装甲車の内部に入り込んで乗員を皆殺しにする。


    　その過程に、一切の音があってはならない。呼吸も停止し、まずは装甲車が通り過ぎるのを待つ。次に、緊張の面持ちで周囲を警戒する兵士たちだ。隠れている僕には気付かないまま、彼らが通り過ぎた直後──僕は一切の音を殺して走り出した。


    　ククリナイフを構え、まず一人目の喉のどを斬きり裂く。二人目──突然現れた僕に、茫ぼう然ぜんとしているところを顎あごから頭ず蓋がいを縦に斬り裂く。三人目──叫ぼうとして開いた口から上を切り離す。


    　そして、ラスト四人目。真っ直すぐ向かい、いつものように首を刎はねる。全く問題なく、順調なく進んでいた僕の戦いは、ここで歪ゆがんだ。


    　まだ若い兵士の瞳ひとみには、憎悪よりも怯おびえが浮かんでいた。輝かしいはずの未来を土足で踏みにじられ、楽しかった人生を台無しにされ、今まで縁遠いものだと思っていた『死』が間近に迫っていることに、嘆なげいていた。


    　そう、彼は──犠牲者の表情を浮かべていた。


    　ほんの一瞬、ほんの一瞬だけ僕は躊躇ためらった。彼はその躊躇いを乾けん坤こん一いつ擲てきの好機チヤンスとばかりにライフルを構えて、銃ひき爪がねを引いた。


    　──くそ。


    　僕は彼が撃とうとした瞬間、思い切って彼の腕の外側まで踏み込んだ。銃声が鳴り響くと同時、ククリナイフが彼の首を刎ねていた。


    　だが、そのときにはハッチの兵士がパニックになりながらもこちらに機関銃を向けていた。致命的な、躊躇いだった。そのまま棒立ちになっているわけにもいかず、僕は装甲車に向けて走り出す。


    「畜生ォォォォッ！」


    　兵士が絶叫し、銃爪が引かれる寸前。鈍く胃に響くような音とともに、兵士が崩れ落ちた。


    　大きな石が転がり、道路に音を立てて落ちた。何が起こったのかと考えるよりも、何をしなければならないかを考えた。跳躍──ハッチに飛び乗って、兵士を摑つかんで引き上げる。それから、装甲車の中に入り込むと、こちらに顔を向けた運転手の首をヘシ折った。


    　安あん堵どとともに、恐怖が押し寄せる。


    　今、僕は躊躇った。殺すことを躊躇ってしまった。彼の恐怖に、絶望に怯ひるんでしまった。これじゃ駄目だ。これじゃ駄目だ、絶対に駄目だ！


    　心臓が弾む──それを手で押さえつけ、深呼吸を繰り返す。冷静になったところで、僕は装甲車の扉を開き、二人に呼びかけた。


    　現れたシャーリーは僕を見て、くるくると手製の投石器スリング──革製品の店に忍び込んで作っていたらしい──を回した。


    　彼女の瞳は冷たくはないが、温かくもない。どちらかというと、嘆くように囁ささやいた。


    「……駄目よ？」


    　その一言に、僕は項うな垂だれた。ああ、確かに彼女の言う通り。今のは駄目だ。躊ちゆう躇ちよするな、絶望や悲しみなどに怯むな、僕が死ぬわけにはいかない──あやなと、セシリアのために。その理由を徹底的に心に刻み込め。


    　僕とシャーリーで死体を道路に放り捨てた。セシリアが状況を理解したのか悲痛に顔を歪めているが、今は彼女に構っている余裕はない。彼女を席に座らせ、僕は兵士のヘルメットを被って、車両内部にあった服を上から着て、ハッチに上った。


    「それじゃ、行くわよ」


    　シャーリーが装甲車を発進させる。目的はバチカンだ、統制が取れていない今なら装甲車が走り回っていても、何とか誤魔化せるだろう。厄やつ介かいなのは黒こく槍そう騎士団だが、彼らにも対抗できるだけの戦闘力を、この装甲車は保有している。


    「歌でも歌いたいわね」


    　シャーリーが鼻歌を歌い出した。真ま面じ目めにやれ、と言いたくなるところだが──先ほどの失敗が尾を引いていた僕は、無言で無人の道路を見つめていた。乗り捨てられたらしい自動車が、あちこちに放置されている。


    　失敗は失敗、それは受け入れるしかないだろう。


    　問題は次からの対応策だ。


    　大きく息を吸って、僕は全ての始まりの日を思い出した。問答無用とばかりに殺された、僕のクラスメイトたち。射殺された村むら上かみ先生、矢で射殺された館たて山やまくん、撃たれた傷を悪化させて死んだ矢や崎ざきくん、チェーンソーで断ち割られた横よこ見みくん。


    　それから──目を瞑つむらずとも思い出せる、ＤＶＤやビデオテープに収められた、人間の悪意を結晶させたおぞましい映像の数々。涙と、血と、絶望。それらを歓喜の表情で貪むさぼり喰くらう醜悪なケモノたち。


    　……許せない、絶対に許せない。憤ふん怒ぬは既に沸点を通り越して、凍結点へと到達していた。身も心も凍るような怒りが、僕の体を支配する。


    　──これでいい。


    　あのバレルガニアのような冷気で、何もかもを凍りつかせてやる。ようやく、普段の僕を取り戻した気がした。神経が鋭敏さを取り戻し、今なら狩猟チーター豹並みに疾走することだってできる。


    「ロウキ様？」


    　セシリアが、僕に声をかけてきた。どうしたのだろう、と下を向く。彼女は上から覗のぞく僕と目を合わせると、驚いたように後あと退ずさった。


    「どうしたの？」


    「いえ……何でもありません」


    　絞り出すようにセシリアはそう言うと、席に戻っていった。ほんの少しだけ、先ほどのような生なま温ぬるい気分になりかけた──だが、なりかけただけだ。何も問題なく、僕は僕を取り戻した。


    　シャーリーの鼻歌を微かすかに耳に捉えながらしばらく走って行くと、いよいよウンベルトⅠ世橋に差し掛かった。装甲車のライトで、朧おぼろ気げに見える豪ごう奢しやな建物は、イタリア最高裁判所パラツツオ・デイ・ジユステイツイアだ。バチカンまでは、あともう少し。


    「楼ろう樹き」


    　真ん中まで走ったところで、シャーリーがブレーキをかけた。彼女がそうしなければ、僕が指示するつもりだった。


    「ああ、誰かいるな。状況によっては、セシリアを連れて逃げてくれ」


    　橋の終端付近で、ライトが光っている。バイクのライトだ──数は一騎。


    「楼ろう樹き、これ持っておいて。私は運転に集中するから」


    　シャーリーから、投石器と石を手渡された。装甲車はゆっくりと進み始め、僕は機関銃を手で握り締めた。幸い、装甲車の機銃まで指紋認証装置を組み込むことはできなかったらしい。


    「ストップ！」


    　バイクに乗った男が、そう告げた。僕はシャーリーに、装甲車を停止してもらう。彼の言葉に従うわけではないが、確認しておきたい事柄ができた。


    「黒こく槍そう騎士団か？」


    　僕の呼びかけに獰どう猛もうな笑みを浮かべ、男はバイクから降り立って深々と一礼した。


    　獣のような男だった。筋骨隆々というわけではないが、黒くろ豹ひようを思わせるようにしなやかで危険な体たい躯く。一礼した際の滑らかな動きは、柔らかい鋼はがねのようだった。長く大きな手足はゆらゆらと動いて、毒蛇コブラが獲物を見定めているようにも見える。


    　一目で分かる。このローマで、最悪の敵に出会った。


    「いかにも。黒槍騎士団団長のイヴァン・ザカエル。通称〝ペイルライダー〟でございます」


    　やはり、アストライアが言っていた男か。しかし──他の連中はどうしたのだろう。姿は見えない、バイクのエンジン音も目の前の一騎しか聞こえない。


    「団員はおりません。いかんせん、私が戦うときには足手まといでして」


    「……だろうな」


    　彼の実力ならば、多少できる程度の団員では論外だろう。それほど、このペイルライダーの力は半端ではなかった。恐らく──あのロビン・フッドとファーレンヴァイダーに匹敵する。


    「それでは、殺やり合う前に……まずはこちらをご覧ください」


    　彼が指を鳴らすと、幾つものライトが最高裁判所を照らし出した。どうやら、人間が二人、地面に転がされているようだ。


    「一方はＶＳＳバチカンシークレツトサービスのダスティ・ガープリング。もう一人は彼が護衛していた人物──もうお分かりですね？」


    　……ああ、分かるとも。僕が捜し求めていた人物だ。これでバチカンに行く必要はなくなったらしいな。


    「ヴァレリオ・ロベルティ……」


    　いたか、そこにいてくれたか。僕の目的が。


    「バチカンに逃げ込もうとしていたので、捕ほ縛ばくせざるを得ませんでして」


    「僕にとっては、ありがたいけど。引き渡してくれるというわけじゃなさそうだな」


    「無論です。月並みではありますが──ここを通りたければ私を倒してからですな」


    　イヴァンはそう言って、バイクに飛び乗った。四連装ロケットランチャーと、フロントカウルに設置されたバレットＭ95。牙きばのようにタイヤから伸びる二本の突撃槍ランス。


    　バイクというよりは、小型の戦車……いや、要よう塞さいか。


    　両腕を広げ、芝居っ気たっぷりにペイルライダーが叫ぶ。


    「それでは皆様！　〝ペイルライダー〟参らせていただきます。ショウタイム！」


    　嗤わらう──バイクのエンジンが、餓が狼ろうのように唸うなり出す。


    「シャーリー！」


    「分かってる！　セシリア！　どこでもいいからしっかり摑つかまってなさい！」


    「は、はい！」


    　僕はハッチに入り込むと、七・六二ミリ汎用機関銃ＧＰＭＧの銃把グリツプを握り締めた。重機関銃ヘビーマシンガンであれば、問答無用に彼のバイクを吹き飛ばせただろうが、運が悪かったようだ。


    「行くわよ！」


    「ああ！」


    　バイクが走り出すと同時、バレットＭ95が咆ほう吼こうした。


    　軽装甲車の一部が嚙かみ砕かれたように吹き飛ばされた。十二・七ミリのライフル弾の前には、この車両の軽装甲など気休めにもならない。運転席を撃たれれば、正直に言ってかなり致命的だ。


    　僕も猛烈な勢いで、機銃を撃ち始めた。バイクは蛇行しながら、器用に銃弾を躱かわしていく。


    　シャーリーは戦闘開始と同時、軽装甲車を猛烈にバックさせていた。比較的道が広いジュゼッペ・ザナルデッリ通りまで戻るつもりらしい。


    「合図したらターンするわよ！　撃って、撃って、撃って！」


    　狙ねらうというよりは、ただ銃口をバイクに合わせるようにして銃ひき爪がねを引いた。


    　あらゆる轟ごう音おんが入り混じり、暴風となって僕の耳に襲いかかる。


    「煙えん幕まくを張る！」


    　シャーリーが装甲車に装備されているスモークグレネードを放った。爆音とともに、物もの凄すごい量の煙が立ち上っていく。次の瞬間、轟ごうという音と衝撃が僕の傍そばを通り過ぎた。銃弾を危あやういところで避けたらしい。


    「行くわよ！」


    　ぐるりと自分の体が遠心力に引っ張られるのが分かる。ペイルライダーに背を向けないよう、勢いよく砲塔ターレツトを旋回させて、弾幕を張り続けた。


    　装甲車は道路をジグザグに走る。その急激なベクトル変更に軍用タイヤが甲高い悲鳴をあげ続けた。


    「狙わないでいいから、とにかく撃って！」


    「撃ってるよ！」


    　言われるまでもなく、僕はひたすら撃ち続けた。


    　装甲車の速度が上がる。バイクもそれに合わせて加速する。ローマ中に響かんばかりに高笑いしながら、ペイルライダーが建物の壁にバイクを移動させた。


    「う……噓うそでしょ!?」


    　背後を確認したシャーリーが驚きよう愕がくして叫んだ。僕も同感だ。あの重量のバイクで、あれをやってのけるのか……！


    　対物ライフルではなく、ロケット弾が一斉に降り注いだ。


    「この……！」


    　宙に向けて、無我夢中で銃ひき爪がねを引いた。幸運にも、一発のロケット弾が銃弾とぶつかって大破した。だが、残りの三発全ては──爆炎を伴いながら驟しゆう雨うのように降り注いだ。


    　一発が上部装甲を直撃し、炎が僕の体を炙あぶった。顔をしかめ、気にせずに撃ち続ける。耳鳴りが酷ひどい、何もかもが遠い世界のように感じられる。


    　だが、それでもシャーリーの声だけは聞こえていた。


    「広場に出るわよ！」


    　そうだ。広場に出る──それから、それから僕はどうするべきだ。この当たりもしない汎はん用よう機関銃を撃ち続けるだけか？　違う。そうじゃない。


    　もっと役立つものが、一つあるだろう。


    「合図したら、あのオベリスクを左に曲がってくれ！」


    　ナヴォーナ広場に突入した。ドミティアヌス帝が造らせた屋外競技場だったらしいが、今ではローマでもっとも美しい広場の一つとして知られている。


    　そんな場所に軽装甲車で突撃してレストランのオープンテラスを破壊しながら、追いかけてくる要よう塞さいバイクを相手に銃弾をバラ撒まく──何という罰当たりな行為だろうか。ロケット弾が広場を囲む建物の一つに直撃した。僕が撃った銃弾も、噴水の彫像に何発か直撃している。


    　ナヴォーナ広場中央には、『四大河の噴水』という彫刻が存在する。ナイル、ガンジス、ドナウ、ラプラタといった河川を擬人化した彫像と、その中央に聳そびえ立つ十三メートルほどの高さのオベリスクによって構成されている。ライトに照らされないオベリスクは、まるで闇の塔ダークタワーのようだ。


    　僕はヘルメットを脱いでハッチから両足を引き抜くと、ワイヤーフックの先端──スタンドライトの三脚をオベリスクに向けて投とう擲てきした。オベリスクの尖せん端たん付近に、三脚とワイヤーがくるくる絡まり、固定された。


    「曲がれ！」


    　シャーリーがハンドルを左に切って軽装甲車をカーブさせた瞬間、僕はハッチから飛び出していた。片手でワイヤーにしがみつき、宙に浮く。慣性の法則に従って、僕はオベリスクを中心にぐるりと一回転した。


    　狙ねらいを定める。右手に持った武器を確かめつつ、ワイヤーフックすら手放す。


    　軽装甲車を追跡していたペイルライダーが、目を見開いて僕を見ていた。計算というか、ほとんど直感じみた動きだったが──このまま飛んでいけば、僕はペイルライダーと激突できる。


    　だがしかし、ペイルライダーもそれは分かったらしい。バイクを加速させて、車体を左へと流した。


    　──甘い！


    　ペイルライダーは勝ち誇るようにほくそ笑んだだろう。


    　──甘いのは、お前だよ。


    　僕も、勝ち誇ってほくそ笑んだ。


    　たとえククリナイフを振り回しても、ほんの少し届かないだろう。だが、僕にはまだ奥の手がある。跳躍した瞬間、既に振りかぶる動作に入っていた投石器スリングで石を投とう擲てきする。狙ねらいは耳の後ろにある乳にゆう様よう突とつ起き、直撃した瞬間に身体機能を喪失させる問答無用の急所である。


    　小さく硬い石が、僕の手から離れた。ククリナイフでも届かぬ位置にあった彼の後頭部、その耳の後ろに直撃した。


    　ごつり、という鈍い音がした──ように思えた。実際にはただの幻聴だろうが。いずれにせよ、石がペイルライダーの後頭部にヒットし、彼がバイクのハンドルから手を離したのは間違いのない事実だ。


    「グッ……！」


    　ペイルライダーがくぐもった悲鳴をあげた。


    　バイクはそのまま、ふらふらと走り続けて建物の窓ガラスを突き破った。ペイルライダーが石畳にごろごろと転がっていく。着地した僕は用ずみの投石器を放り捨ててククリナイフを抜いた。


    　深呼吸一つ。カーチェイスは終了だ。〝青ざめた馬〟はもう存在しない。お前は最も早はや、騎士ライダーではない、ただの地を這はう人間だ。遠慮なく、その首──。


    「貰もらうぞ！」


    　地面に横たわるペイルライダーに、躊ちゆう躇ちよなくククリナイフを突き立て──たはずなのに、手応えがなかった。


    　──消えた!?


    　彼はまるで軽かる業わざ師しのように、くるくると宙空で体を回転させて僕の目の前で着地した。既に先ほどのダメージからは立ち直っているらしく、僕を見てニヤリと嗤わらった。


    　僕が前傾姿勢で突撃すると、彼は石畳に転がっていた石を蹴けり飛ばして牽けん制せいした。


    「くっ……！」


    　首を曲げて躱かわそうとしたが躱しきれず、頰ほおがざっくりと裂かれた。その隙すきを突いて、ペイルライダーは僕を──無視して、全力疾走で自分のバイクのもとへと向かった。


    「待て！」


    　先ほど急所に一撃を喰くらったとは思えないスピードで、彼は暗くら闇やみのレストランへと飛び込んだ。バイクに乗る気なのか、と続けて僕も店に踏み込んだ。


    　暗く、何も見えないが人の気配はする。そして、ゴトリと何かが外はずれるような音が響いた。何の音だ一体──。


    　次の瞬間、闇やみを貫くように、白銀の蛇へびが僕の顔面目がけて牙きばを剝むいた。


    「……ッ!?」


    　まさに間一髪、動物じみた直感が働いて背を逸そらしたのが幸いした。暗闇からの一撃は僕の髪の毛を数本切り裂いたに留まった。


    　慌てて店の外まで後退する。


    「くくくくく、いや惜しい惜しい。もう少しで顔が分からないくらいの大穴を穿うがってやれたというに」


    　そんな台詞せりふを呟つぶやいて、漆しつ黒こくの魔人が店からのそりと現れた。その両手には、バイクに取り付けてあったはずの白銀の突撃槍ランスが二振り。


    「……ペイルライダー。それは看板に偽りありじゃないか？」


    　僕がそう言うと、ペイルライダーはニタリと嗤わらった。


    「なあに。ペイルライダーとは青ざめた馬に乗った〝死〟のこと。馬から降りれば、私は単なる〝死神〟イヴァンに変わるだけでして」


    　バイクに乗っていた方が、まだマシだったかもしれない。溜ため息いき混じりに、僕はそんなことを考えた。


    「それでは、続けましょうかァッ！」


    　二本の突撃槍ランスを、軽々と構えてペイルライダー──イヴァンが叫んだ。その態度はあくまで飄ひよう々ひようとしており、何とも言えない底知れなさを感じさせる。


    　ケモノに対抗するには、ケモノを上回る〝ケモノガリ〟であること──それが何より大切だ。


    　全身の骨が、筋肉が、神経が、皮膚が、細胞が、瞬間的に切り替わった。カシャンと、体内のどこかにそういうスイッチがあるかのように。僕のタガも外れた。


    「ああ──続けて、終わらせてやる」


    　ククリナイフをいつものように構えて、僕は突貫した。


    　イヴァンの武装は、それぞれの手に握られた二本の突撃槍ランス。まず、この時点で異常である。そもそも突撃槍ランスは、馬に乗って突くことに特化した武器。それを近接戦闘で使用する──まして片手に一本ずつというのは、桁けた外はずれの筋力が必要だ。


    　ならば、力任せの攻撃なのか。


    「ツェツェツェツェツェツェツェェェェェェェェェッ！」


    　奇声をあげながら、イヴァンが跳躍する。


    　右手の突撃槍ランス──刺つ突き。左手の突撃槍ランス──薙なぎ払い。


    　迅はやい！　予想を上回る速度でまず右の刺つ突きが頭上から襲いかかった。間一髪でそれを躱かわすと、一拍遅れて左の薙なぎ払いが襲いかかってきた。


    「ぐっ──!?」


    　ククリナイフで受け止め──────駄目だ、受け止めきれない！　咄とつ嗟さに僕は左に跳んだ。いや、跳ばされたというべきだろうか。四大河の噴水に背中を打ちつけた。倒れ込んだ僕に、無造作な蹴けりが叩たたき込まれた。


    　蹲うずくまる僕の頭上に、突撃槍ランスが掲げられる。瞬間、跳ね起きてククリナイフを切り上げた。


    　闇やみ夜よに火花が散る。イヴァンが嗤わらい、僕も嗤う。


    　二メートルの長さがある突撃槍ランスならば、懐に入るが必然の戦術だ。だがしかし──。


    　突撃槍ランスがうねった。長い腕から繰り出される、超高速の刺突。一方が直線、もう一方が曲線を描いたかと思えば、両方が曲線になり、直線になる。上下左右あらゆる箇所から苛か烈れつな勢いで繰り出される突撃槍ランス。


    「このっ……！」


    　刺突を受け流しつつ懐に入り込み、自身の体を旋回させて首筋を薙ぐ。だが、恐るべき速度で引き戻された突撃槍ランスによって、盤石の体勢で受け止められた。


    「いただきィッ！」


    　そしてもう片方の槍が、僕の側面から襲いかかってくる──！　即断、バックステップで仕切り直す。
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    「惜しい惜しい。もう少しで、こめかみから串刺しにしてさしあげられたのですが」


    　嗤わらうイヴァンの評価を、ロビン・フッドからアストライア級クラスへと格上げする。彼の真価はバイクになどないのだ。


    　二本の突ラ撃ン槍スを容易たやすく操る怪物じみた筋力と、何よりも練りに練られた恐るべき技──それが、〝死神〟イヴァン・ザカエルの正体だ。


    　加えて、小さいことながら腕の長さも厄やつ介かいだった。僕に蓄積された、平均的な腕の長さを持つ人間相手の膨大な戦闘経験と、どうしても嚙かみ合わない。ほんのわずかなズレが、僕に驚きよう愕がくと焦しよう燥そうを与える。


    「ですが、まだまだ私の手番ターンッ！」


    　今度は──這はうように突撃し、腕を交差させてから、左右同時の薙なぎ払い！


    　突撃槍ランスという特性上、刃はついていない。だが、あんな金属の塊が頭に直撃すればよくて脳挫ざ傷しよう、悪くて頭が吹き飛ばされる。


    　だが、この薙ぎ払いは終わった後に大きな隙すきができる。それを逃のがすような僕ではない。それは彼にもよく分かっているだろう。


    　僕は彼の薙ぎをギリギリで躱かわし、大きく両腕を広げて無防備となったイヴァンの懐へ入り込もうとする。


    「甘いッ！」


    　イヴァンの絶叫とともに、僕の顎あご目がけて長い足での蹴けりが放たれた──予想通り！


    　──甘いのはお前だ。


    　予想していた攻撃を躱し、右手で彼の足首を摑つかんで躊ちゆう躇ちよなく内側に捻ひねった。


    「ア、ガァッ!?」


    　イヴァンの獣じみた絶叫。彼は両手の突撃槍ランスを石畳に突き刺して体を支え、左足で僕の側頭部を蹴り飛ばした。


    　再び離れる僕とイヴァン。イヴァンの顔が、苦痛に歪ゆがむ。アストライアのように、笑い出さない分、まだマシと言えるのかもしれない。


    「右手一本で、足首を極きめますか……」


    「完全に極まったわけじゃない。お前もちょっと痛めただけだろう？」


    「ええ、致命傷ではありません。機動力が落ちる程度ですな……だが、この状況では致命的だ」


    　イヴァンが足を引き摺ずっている。痛覚は大切なものではあるが、戦闘ではこの上ない障害となる。痛みがほんの一瞬の躊躇ためらいを、思考の停止を生む。


    　痛みは人間にとって必要なものであり、戦う獣たちにとっては不要なものである。イヴァンは、その痛みを忘ぼう却きやくして死に神であり続けることができるだろうか？


    　共に微ほほ笑えむ。


    「それでは、続けるといたしますか」


    「ああ──続けるぞ！」


    　共に咆ほう吼こう。


    　イヴァンは疾しつ風ぷうの刺つ突きと嵐のような薙なぎ払い、僕は跳躍して躱かわす、僕は脳天にククリナイフを振り下ろす、イヴァンは信じがたい速度で迎撃する、僕のククリとイヴァンの突ラ撃ン槍スが激突する──火花が散る、僕が着地する、僕はククリをひたすら振るう、イヴァンは突く、互いに最後の一手を欠いていることを自覚する、僕のククリが彼の首筋を掠かすめる、イヴァンの突撃槍ランスが脇腹を掠める──痛み分け。


    　突撃槍ランスが掠めた脇腹が、炎で炙あぶられているように熱い。それが痛みへ変わるより先に、できれば勝負をつけたいところだが。膠こう着ちやく状態に陥ることだけは避けたい。あの場所に、いつまでもヴァレリオ・ロベルティが捕らえられたままでいるわけではあるまい。誰かが救うかもしれない、自らの手で逃のがれるかもしれない。


    　脳の一部が、ちりちりと焦こげるような感覚。策も技もなく、ただ無む我が夢む中ちゆうでククリナイフを叩たたきつけた瞬間──。


    　耳に心地よいとすら思える刃は金がねの音。


    　持ち慣れたククリナイフの重量が変化するという驚きよう愕がく。


    　圧倒的不利に陥ったことを瞬間的に把握したことによる絶望。


    　黒こく槍そう騎士団との戦闘時、このナイフでバレットＭ95の銃弾を受け止めたのだという過去。


    　それらが一斉に僕の脳に取り込まれた。


    　その結論から目を逸そらしたくなる、目を逸らしてはいられなくなる。


    　事実をありのままに受け止める──僕のククリナイフが、ヘシ折れた。


    「く、ぅ…………！」


    　折れた部分は、切っ先から約三分の一程度。このククリナイフは、先端部分の刃が厚く、重たくなっている。それを利用して、相手を叩き斬きるのだ。


    　その重さを失ったせいで、手足のように操ることができたククリが、どうにも扱いづらくなっていた。それを理解したイヴァンが、ニヤニヤと不愉快極まりない笑顔を浮かべる。


    「……ッ！」


    　状況を認識し、正しい行動を取ったのはイヴァンの方が先だった。肩、首、太ふと腿もも──それぞれ一撃ずつ、刺突を喰くらった。


    　肉体に孔あなが穿うがたれ、思わず悲鳴を漏らしそうになった。


    「ゲームオーバー、ですかな？」


    　血が流れ、力が抜けていく。思わず後退した。立っていられない、頭がクラクラする、両りよう膝ひざを石畳につけた。両腕を上げることすらできなかった。


    　幾度となく垣かい間ま見みえた走そう馬ま灯とう。こんなものにはもう慣れっこだ。さあ、立ち上がって反撃しよう。ククリナイフを手に取り、やるべきことをやれ。戦うべき相手と戦え。


    　なのに、体が動かない。絶望なのか、これが……敗北で、これが死だとでもいうのか？


    



    　──まさか。


    



    　そう……違う。何か、これは、違う気がする。僕が倒れたのは、負傷したからじゃない。痛いからじゃない。どういうことだろうか？


    　背中がやけに強こわ張ばっている。先ほどから心に引っかかっていたイヴァンの嗤わらいも、台詞せりふも、あまり気にならなくなった。


    　空気がやけに透明で、息をするのももったいないほど世界が美しく見える。僕は、まるで夢うつつだ。ゆっくりと、僕の脳天に突撃槍ランスが襲いかかってくる。迅はやくて、速くて、強い。僕が動いたのは、僕自身の意志ではなく、残っていた底力などでもなく、内側でのんびりしていた獣に鞭むち打うっただけのこと。


    



    　　　　　　　　──ただそれだけで、世界も時間もこれほど鈍くなる──


    



    　首を傾ける。それに合わせて、突撃槍ランスが僕の顔を狙ねらって軌道修正する。口を開く、槍やりの尖せん端たんに嚙かみつきつつ、背後に跳ぶ。


    　イヴァンは僕の顔を貫きたい、貫こうとしただろう。だが、それは無理だ。僕はしっかりと巨大な針のような尖端に嚙みついて、後ろに跳んだ。彼の腕が伸びきり、それ以上は伸ばせないという段階になって、ようやく僕は突撃槍ランスから口を離した。


    　笑う……いや、微ほほ笑えむ。口から血が滴したたっているのは仕方ない。死ななかったのだからまあ別にいいかと自分を納得させる。


    「……」


    　イヴァンが何か言っている、だけど僕には聞こえない、世界の音が聞こえない、隔絶してしまっているらしい。まあいいや、やるべきことに変わりはない。僕がどうなったとしても、やはり変わりはないのである。


    　手には変わらず折れたククリナイフ。それを、イヴァンの顔面目がけて投とう擲てきした。


    「…………っ!!」


    　イヴァンが驚きよう愕がくする──僕は既に立ち上がって走り出している、イヴァンの行動は予測可能。彼は本能的に培った技に縋すがるだろう。即すなわち、自身の突撃槍ランスでククリを弾く。


    　僕は跳躍している、弾かれたそれをしっかりと受け止めている、間合いは充分、これなら折れた刀身でも、確実に頭ず蓋がいに届く。


    　僕はあくまで、微笑む。イヴァンは焦あせりながら、それでも神がかった動きを見せた。宙空に浮いた僕に、二本の突ラ撃ン槍スが襲いかかる。


    　躱かわすタイミングを間違えては駄目だ。コンマ数秒ズレがあるだけで、彼の槍やりが軌道を変更し、僕の体を貫くだろう。脳の負荷限界を突破しかねない勢いで視覚の高速処理を行う。


    　ゆっくりと、槍の刃先が僕の首筋や太ふと腿ももを撫なでていく。イヴァンにとっては、貫いたはずなのにその手応えがないという不気味な現象に、さぞ愕がく然ぜんとしていることだろう。


    　流体のような滑なめらかさで体を動かし、突撃槍ランスを躱した僕は、イヴァンの首筋を狙ねらい違たがわず、そっとナイフの刃で撫でた。着地──切断された頸けい動どう脈みやくから、血が噴水のように噴き出した。だが、まだ死んでいない。彼の脳も、心臓も、そして殺意も動いている。


    　イヴァンが嗤わらいながら、尚なおも着地した僕に向けて突撃槍ランスを構えた。


    　一歩踏み込み、同時にククリナイフを逆手に持つ。アッパーカットの要領で、イヴァンの顎あごから唇と鼻と額と脳を断ち割った。そして、最後ラスト──懐にいる僕に向けての突撃槍ランスの二撃を、きっちり躱した。


    　イヴァンがぱくぱくと口を開く。その顔は、未いまだに奇妙な笑みに歪ゆがんだままだ。何が言いたいのだろうと、じっと彼の口を見る。


    



    　──ああ、やっぱりなあ。


    



    　声として聞こえはしなかったが、僕にはそう言っているように思えた。イヴァンはどうと倒れ込み、周囲に血の臭においが充満し始めた。


    　イヴァン・ザカエルは死んだ。これで生き返ったなら、彼は聖人か殺人サイボーグかのどちらかだ。


    　よし、それでは目的を果たそう。目的を果たした後にどうなるかはひとまず置いておく。とにかく今は、何のためなのかは全く分からないが目的を果たすべきだ。僕の肉体は、そう告げていた。


    　だから、ひとまず走り出す。口元をしっかりと閉じて、ただただ目的を果たすためだけの存在となる。


    　走る──走る、走る、ひた走る。僕の脳は空白ブランクだ。いつもなら思い出せる様々なことがさっぱり思い出せないし感じ取れないが、今はそれでいい。


    　体は軽く、疾走に何の支障もない……それどころか、これまでで一番速く走れている気がした。無人の大通りを駆け抜ける、途中には何の障害もない。


    　足は羽のように軽い、体の疲れや負傷などどこかへ置き去りにしてしまった。よし、ウンベルトⅠ世橋だ。目指すはイタリア最高裁判所パラツツオ・デイ・ジユステイツイア。そこに標的がいる。


    　僕はようやく、疾走を停止した。


    「……いた」


    　安あん堵どする。ヴァレリオ・ロベルティは未いまだじっと待っていた、最高裁判所前の広場で縛られたまま、じっと待ち続けていた。待っているのは誰だろうか、恐らくナヴォーナ広場でその身を横たえているイヴァンあたりだろう。だが、もう彼の守りはない。


    　さて、あとはヴァレリオを殺せばいい。それで今日が終わる。何もかも終わるはずだ。


    　一歩歩くたびに、一歩彼に近付くたびに歓喜が僕を支配する。無限に歓喜して、無限に殺さつ戮りくする。素晴らしく単純極まりない機械。


    　──さあ、終わらせよう。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──どうも、何か変なんじゃないかって思う。


    　貴き島しまあやなは、先ほどのやりとりを思い返していた。


    「ここまでだ。かつての自分を思い出してしまった君は、この先ちゃんと戦えるかな？　……戦えることを、心の底から期待するよ。楼ろう樹きくん」


    　アストライアという少年は、彼女からスマートフォンを奪い取って楼樹にそう言っていた。クスクスと笑い、彼を馬鹿にしたような声こわ色いろを使いながら──なのに、アストライアはどこまでも退屈そうだった。


    　通話が終わってからの方が、顕著だった。彼はやれやれと嘆息していた。それから、気を取り直したかのように笑みを浮かべ、あやなに話しかける。


    「……赤あか神がみ楼樹が元気そうで、安心したかい？」


    「うん……」


    「そうかい。じゃあ、君の役目はひとまず終了だ。お疲れさん」


    「待って！」


    　部屋から立ち去ろうとしたアストライアを、あやなは思わず呼び止めていた。振り返った少年は、きょとんとした表情で彼女を見ていた。


    「……ああ、何だい？」


    「楼樹くんは、生きて戻ってこられる？」


    　アストライアは小馬鹿にしたように笑って肩を竦すくめた。


    「おいおい、それを僕に聞くのかい？　我われ々われは彼を殺そうとしているんだぜ？」


    　──噓うそだ。


    　目を見ていた、じっと彼の瞳ひとみだけに注視していた。ほんの少しだけ、彼に動揺が垣かい間ま見みえた。あやなはそれを指摘することはなく、そうだよねと呟つぶやき俯うつむいた。


    　アストライアは彼女の問い掛けを、赤あか神がみ楼ろう樹きを案ずるあまりの愚行だろうと片付けたらしい。


    「まあ、幾いく許ばくかの幸運があれば──生きて戻ってはくるかもしれないけどね」


    「そう」


    「他には何もない？」


    「……うん、何もない」


    　アストライアは肩を竦すくめて、部屋を出て行った。あやなはほうと溜ため息いきをつき、混こん沌とんの渦中にある思考をどうにか整理しようと試みる。


    　──楼樹くんを殺そうとしている、それは噓うそ。


    　──でも、彼らは楼樹くんの敵。殺したくないなんて有り得ない。


    　──殺したいけど殺せない…………殺さない？


    　──殺さずに、苦しめたい？


    　──生きて戻ってはくる、と言った。これは本当。でも、わたしの知ってる楼樹くんが戻ってくるという保証はない。


    　──楼樹くんは、きっと追い詰められている。わたしを人質にされて、焦あせっている。楼樹くんは、強い。でも、騙だまされることには慣れていない。


    　──もし、わたしが楼樹くんと敵同士だったらどうする？　楼樹くんに勝つためにはどうやって騙せばいい？


    　そこまで考えて、あやなははっと身を強こわ張ばらせた。


    　──楼樹くんは、楼樹くんのままだった。もし楼樹くんが壊れるとしたら、それはきっと無関係の人間を殺めたときだ。事故なんて言い訳ができない、仕方なかったとも言えない。そんな状況で殺してしまえば、楼樹くんは壊れる。


    　──誰かが、生いけ贄にえにされている。楼樹くんが間違って殺してしまいそうな誰か。


    「止めなきゃ……でも、どうしたら……」


    　あやなはすぐにスマートフォンの存在を思い出した。今、楼樹と会話が可能なのはあれだけしかない。


    「アストライアから、あのスマートフォンを盗み出す……どうやって……？」


    　想像しただけで、恐怖で身が凍る。あやなは、あの少年から赤神楼樹と似たような匂においを嗅かぎ取っていたからだ。例えば、彼がもし壊れて獣になってしまったならば……アストライアのようになるのではないだろうか。


    　もし、違いがあるとすれば──アストライアは自ら望んで壊れたのだろう、という漠然とした予想。


    　もちろん、戦って勝てる相手ではない。奇襲が通じる相手でもない。盗む？　ポケットに入れられたスマートフォンを盗み出す……戦うよりはマシだが、限りなく不可能に近い。


    「冷静になろう。深呼吸……」


    　ジグソーパズルだ。慌てて手当たり次第にピースをはめようとしても時間がかかるだけ。全体図を想像し、ピースの絵が何を指し示しているのかを想像する。


    　部屋を見回す。ベッドもあり、食事用のテーブルもある。円形の窓からは、月光が差し込んでいる────窓？


    　あやなははめ殺しでないことを祈りつつ、窓に手をかけた。取っ手を引いて持ち上げると、幸運にも窓はあっさり開いた。そこから顔を出して、ぎょっとする。


    　船はかなりの大きさだと想定していたが、想像以上だった。長期旅行が可能な、いわゆる豪華客船というものだろう。今、自分がいるのはビルなら三階……四階くらいの高さだろうか。海は遥か下にあり、よく見ると甲板上を船員たちが忙しげに行き来していた。


    　顔を横に傾ける、十数メートルほど向こう側に、ブリッジデッキが見える。何とかあそこまで辿たどり着かなければならない。


    　続いて顔を下に向けて愕がく然ぜんとする。足場らしい足場は窓枠などのわずかなでっぱり程度しかない。だが、これを足場にして進まなければ、ブリッジデッキに辿り着けない。


    　──どうする？　ここでアストライアを待つ？　それとも、この窓から脱出してみる？


    　あやなは考え、震ふるえながらも決意した。


    「行こう」


    　待つ、というのが安全面では一番だろう。だが、先ほどアストライアは「君の役目はひとまず終了だ」と告げた。つまり、何かが終わらない限りはここにやってくることはない。


    　だが、この窓から脱出したとしても……まずアストライアがどこにいるかを知る必要がある、アストライアがスマートフォンか赤あか神がみ楼ろう樹きに連絡を取れる『何か』を手放したまま、どこかに立ち去る必要がある、スマートフォンを操作する必要がある、その上で楼樹に自分のメッセージを伝える必要がある。


    　困難などという生なま易やさしい言葉ではない。とてつもない精神力と幸運が必要だった。


    　だけど。このまま待てば──待てば、結局自分は何もしなかったことになる。


    　あやなは、それだけは厭いやだった。


    　開いた窓からゆっくりと足を抜け出し、胴体を抜け出す。しっかりと窓枠にしがみつきながら、足の取っかかりを探し、確認するように何度も踏む。


    　足場らしい足場は、各部屋のやや丸みを帯びた窓枠しかなく、それはあやなの足を半分乗せるくらいがせいぜいだった。壁にぺたりと張りつき、両手で一階上の窓枠にしがみつく。


    「ゆっくり……落ち着いて……」


    　自分に言い聞かせながら、あやなは一歩一歩デッキに向かって体を動かしていく。風が思っていた以上に強く、ややもすると塵ちりのように吹き飛ばされそうな感覚。


    　──下を見ない。


    　必死になって自分に言い聞かせ、あやなは壁に張りついた。冷たく滑なめらかな鋼こう鉄てつの感触、一度落ちてしまえば、助かる可能性はゼロに近い。足が折れるだけならまだいい、頭を打つか背骨を折れば一巻の終わりだ。


    　……いや、落ちた時点で終わりということには変わりないのだが。


    「はーっ、はーっ、はーっ……」


    　呼吸が荒いのが、自分でもよく分かる。立ち止まってはいけないと分かっているにもかかわらず、体が勝手に立ち止まろうとする──死の恐怖、痛みへの恐怖のせいだ。


    　──駄目だ。立ち止まるな、歩け、歩け、早く歩け……。


    　風が突然強く、あやなを打った。足が滑り、合わせて自分の体も滑かつ落らくしかける。無む我が夢む中ちゆうになって足をばたつかせ、両手に力を込める。


    　足が何かに引っかかった。ロープか何かを引っかけるフックのようなものが、船体に突き出ていた。滑らないよう祈りつつ、足に力を込めた。


    　ぐっと、押し返されるような感覚。すかさず、両手で窓枠をしっかりと握り締め、どうにかバランスを取り戻した。他よりは体重を乗せることができる足場に、ひとまず息をつく──それからようやく、気が遠くなるような恐怖が全身を締め付けた。


    　ひとしきりそこで立ち止まり、恐怖が体から去ったのを確認して、更さらに次へと足を進める。額から流れる汗が目に入り、どうにもならない鬱うつ陶とうしさを覚えた。それでも、どうにか終端まで辿たどり着いた。あとは手すりに向けて飛び移るだけだ。


    　だが、ここからが難しい。この先に足場となるものは何もなく、かといって足を伸ばしても届かない距離にある。無論、ジャンプすればどうにか届く距離ではある。


    　だが、助走もできない、そして足場も悪いこの状態で果たしてどれだけの距離を跳べるというのだろうか。


    　落ちれば死ぬ。


    　死にたくはない。


    　自分の知っている赤あか神がき楼ろう樹きを死なせたくもない。


    　不意に全身の震ふるえが停止した。あやなはしゃがみこむと、えいっと小さな声をあげてジャンプ。目の前の手すりを、両手でしっかりと握り締める。伸びきった腕の肘ひじ部分がズキリと痛んだ。


    　だが、手は離れない。彼女は最後の力を振り絞って体を持ち上げた。


    「……う、くっ……！」


    　──辿り着いた。


    　力なくデッキに座り込み、荒い息を吐く。このままずっと座っていたい──が、そうもいかない。まだ目的が達成されてない以上、ここでじっとしているわけにはいかないのだ。


    　──次は、アストライアを捜さないと。


    　立ち上がり、スカートについた埃ほこりを手で払う。それから、そっと廊下へと繫つながるドアを開けた。そこかしこで人の声がするが、姿は見えない。


    　あやなはゆっくりと、無意識に屈かがみ込むように廊下を歩いていたが、やがてそれが意味のないことに気付き、背を真っ直すぐ伸ばして堂々と歩くことにした。


    　道途中で発見した女性用トイレの中に入り、鏡の前で身み繕づくろいを整えた。鏡を見ながら、彼女は思考する。自分のことを、アストライア以外の人間が知っているだろうか？　恐らく知らないだろう、とあやなは判断した。少なくとも、この客船で働いている人間一人一人が自分のことを知っているとは考えにくい。


    　こそこそと隠れたりせず、堂々とする。


    　あやなは深呼吸をして、女性用トイレから出た。ゆっくり、静かに歩く。廊下の角から大柄で筋骨隆々の男が現れた。一瞬、硬直する。銃を持っている──〝クラブ〟の人間だろう。


    　声が上うわ擦ずらないように祈りながら、あやなは英語で声をかけた。


    「申し訳ありません、少々よろしいですか？」


    「……はい。何か？」


    　困惑したような表情ではあるものの、男は丁寧に応じた。自分のことを知らないと確信して、彼女は続けた。


    「アストライア様に呼び出されたのですが、部屋がどこか分からなくて」


    「ああ、あの方ならあの角を曲がって突き当たりの部屋になります」


    　ハードルを越えた。あやなはにこやかに微ほほ笑えんで礼を言い、廊下を歩き出す。だが、彼女は未いまだ困惑の視線を背中に感じていた。


    　焦あせるな、焦るな、走ったり急いだりするな。怪しまれる、怪しまれる、怪しまれれば一巻の終わり……。


    「申し訳ありません、よろしいでしょうか？」


    　ごくり、と唾つばを呑のんでから笑顔を浮かべて振り返った。


    「……はい？」


    　男の表情は、まだハッキリとしたものではない。少なくとも敵意はなく、疑念と困惑だけだ。


    「あなたのお名前は？」


    「貴き島しまあやなです」


    　偽名ではなく、本当の名前を伝えた。この名が指し示す意味を知っていれば終わりだが、男のリアクションを見る限りでは、問題ないようだ。


    「お一人ですか？」


    「いいえ、父と一緒です」


    　噓うそをついた。先ほど手早く考え出した、もっともらしい噓だ。


    「お父上はどちらに？」


    「遊んでいます」


    　あやなは困った、というように嘆息してから言った。


    「父は──特殊な嗜好がありまして、部屋を真っ赤に汚よごしたりと色々とご迷惑をおかけしてしまって……。それで呼び出されたのだと思います」


    「……はあ、なるほど。いえ、失礼しました」


    　にこやかに微ほほ笑えむあやなに気け圧おされたのか男は納得したように頷うなずき、立ち去っていった。


    　彼が完全に視界から消えたのを確認して、彼女は胸を撫なで下ろす。アストライアの部屋は分かった、問題は──彼が今、どこにいるかだ。


    　ノックして返事がなければいい、だがもしあったならばそれでゲームオーバーだ。少なくとも、彼には自分が部屋の外に出ているという疑念を絶対に抱いだかせてはならない。


    　あやなは迷った末、彼の部屋のすぐ近くにあった備品室に隠れた。廊下でうろうろしているよりはまだいいだろう。わずかに開いた隙すき間まから、そっと様子を窺うかがうことにする。そうしながら、彼女は自分の取った行動を振り返って時間をカウントした。あの部屋を脱出してから、大体三十分くらいが経過しただろう。


    　自分を見たのは、あのスタッフただ一人。彼がアストライアにばったり出会い、先ほど道を尋ねてきた少女のことを話さなければ、自分のことはまだ誰にも露ろ呈ていしていないはずだ。


    　大丈夫。まだ、大丈夫だ。


    　そうして、しばらく緊張しながら時間を潰つぶしているとスタッフらしき人間が一人、廊下を通って部屋のドアを叩たたいた。


    「アストライア様。〝慈愛アフエクシヨン〟の御方がお呼びです」


    「おっと了解。すぐに行くよ」


    　あやなは咄とつ嗟さに備品室のドアを静かに閉めて、息を止めた。ただ見ていただけで、息をしているだけでこちらを発見する可能性がある──アストライアはそういうレベルの人間だ。


    　ドアが開く音がする。二人分の足音が聞こえる。その足音は一定のリズム。そのリズムが乱れるようなことがないように祈る。


    　タン、タン、タン、タン、タン、タン、タン……。


    　目を閉じて、二人の足音が消えるのをただひたすら待った。足音が消えて更さらに三分待ち、もう大丈夫という確信ができてから、彼女はアストライアの部屋に入り込んだ。


    　部屋の様子に、彼女は少し驚いた。


    「……わたしと同じ部屋だ」


    　思わずそう呟つぶやいた。内装は多少異なっているものの、部屋の大きさやベッド、ソファーなどは大体同じだった。アストライアは彼なりに、自分のことを丁重に扱ってくれていたらしい。


    　さて、少し自分の部屋と違いがあるとすれば、テーブルに置かれたノートパソコンと──。


    「神様」


    　貴き島しまあやなは微笑んで神に感謝した。机の上には、ノートパソコンとケーブルで繫つながれたスマートフォンが置き去りにされていた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　再び〝ゲーム〟の会場に戻ったアストライアは騎士団長の死を別角度からの映像で改めて見せられ、深く嘆息した。


    　それと同時に、赤あか神がみ楼ろう樹きの神かみ業わざに驚かされる。あの距離で、跳躍した状態で神速で襲いかかる二本の突撃槍ランスを躱かわしきるとは。あれをやれ、と言われれば自分でも少し躊躇ためらうかもしれない。


    　ペイルライダーの敗因は、少なくとも彼自身には一切ない。ただ、純粋に赤神楼樹が強かった。それだけである。


    「ああ、残念だ。本当に残念だ、やれやれ。一人得たと思ったら、一人失ったか」


    　〝慈愛アフエクシヨン〟が告げる。


    「しかし、これで赤神楼樹は加速した。見たまえ、もう間もなくだ。もう間もなく、彼は自ら望んで喜劇の主人公に成り下がる」


    　アストライアは不満そうにそれを見やる。


    「僕は喜劇は嫌いなんですよ、〝慈愛〟」


    「私は大好きだよ。〝無垢イノセンス〟の坊や」


    　興奮した会員メンバーの一人が立ち上がって叫んだ。


    「さあ、これで終しゆう焉えんだ！　殺せ！　殺せ！　殺せ！」


    「そうだ、殺せ！　殺せ！　殺せ！」


    　残りの会員たちも、次々と立ち上がって叫ぶ。ただ、二人の会員だけが押し黙ってその光景を見つめていた。


    　言うまでもなく、彼らは遊戯ゲームをしていた。ルールは単純だ、赤神楼樹がヴァレリオ・ロベルティを殺すかどうかを当てること。


    　無実の老人である彼を殺してしまうかどうかを当てること──それが、ルールだ。


    「殺せ！　殺せ！　そうだ、殺せ！」


    「首を斬きれ！　あの老人の首を斬れ！」


    「笑え！　老人の首を見て笑え！」


    「気付け！　無実の罪だということに気付け！」


    「壊れろ！　正義の味方であった誇りプライドを台無しにしたことに壊れろ！」


    　十人の男たちは、口々に叫んだ。


    　殺せ、と。ヴァレリオ・ロベルティを殺せと。


    　そして、その願いは今にも達成されようとしている──。


    



    　──そうだ、殺そう。もう言い訳なんか聞きたくもない、うんざりだ。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは折れたククリナイフを手に、ゆっくりとヴァレリオ・ロベルティに近づいていく。


    　その顔には何も浮かんではいない。殺意も、憎悪も、何もない。


    　──ああ、殺してしまったらきっと彼は壊れるなぁ。つまらない結末だ。


    　アストライアはヴァレリオにゆっくりと近付いていく赤神楼樹を見て、失望の溜ため息いきをついた。


    　──止めなきゃ、楼樹くんを止めなきゃ！


    　貴き島しまあやなは慎重にどれが赤神楼樹のものに繫つながるのかを考えている。


    



    　そして、ヴァレリオ・ロベルティも考えていた。
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      ──バチカン　ローマ教皇寝室

    


    　教皇の体調不良は、前々から知らされていた。だが、これほど重いとは想像だにしていなかった。皺しわだらけの手を握り、ヴァレリオは微ほほ笑えんだ。


    「痛みはありますか？」


    　ベッドに横たわる教皇もまた、快活な笑みを浮かべて言った。


    「相も変わらず、我わが体は喜びに充みたされている。ヴァレリオ枢すう機き卿きよう、どうやらその日が近いようだ」


    「これは困ったことを仰おつしやる。聖下に導いてもらうべき子羊たちがはて、どれほどいるやら」


    「ヴァレリオ枢機卿。あなたは子羊というよりは──」


    「狼だとでも？」


    　柔らかに首を横に振る。


    「いや、羊飼いであろうな。些いささか悪いた戯ずら好きではあるが」


    「私は牧羊犬でしょう。なればこそ、良き羊飼いに巡り合うことを望んでおります」


    「いいや、枢機卿。あなたは羊飼いだ。そうあろうと、努力せねばならない」


    　教皇は最後まで苦しい表情など欠片かけらも見せず、柔らかな笑顔で数分の邂かい逅こうを締めくくった。


    　私室から出た彼は、大きく嘆息した。信じたくはないが、どうやら先は長くないという医者の判断に誤りはなさそうだ。


    　ヴァレリオ・ロベルティは自身が教皇の地位に相応ふさわしいなどとは、欠片かけらも思っていない。むしろ、思っていなかったからこそ自分の信じる道を思うがままに進んできたといえる。


    　宗教とは程度の差こそあれ、神に縋すがり、神を信じることを第一とする。信じることは大切だ、だが信じるという心は、必然『このままであろう』という心も生み出してしまう。


    　神を信じるあまり、他の何物をも信じなくなってしまう。それは本ほん末まつ転てん倒とうであろうと、ヴァレリオは思っている。


    　刺激が必要なのだ、我われ々われには。信じて縋ることと、思考すること──神とこの世界に思いを馳はせることは両立できる。


    　それ故ゆえに、ヴァレリオにとって教皇の座は重荷である。だが、それを決めるのは自分ではない。百六十人の枢すう機き卿きようと神である。


    「できれば、ご病気から快かい癒ゆしていただくのが何よりなのだが──」


    　ヴァレリオは嘆息して、ＶＳＳバチカンシークレツトサービスの男たちと合流した。リーダーであるダスティ・ガープリングが油断なく周囲を見張るのを見て、ヴァレリオは笑った。


    「おいおい、ダスティ。そのハンニャのような目はやめてくれっていつも言っているだろう」


    「ハン……何ですって？」


    　ダスティ・ガープリングは一言で言って鉄鉱石のような男である。身長二メートルを超えた、プロレスラーさながらの褐色の肉体。ただぼんやりと歩いているだけで、前を歩く人間が片っ端から避よけていくほどの鋭い眼光。黒いスーツを着込んで歩いているだけで、異常なまでの威圧感があった。


    　だが、その性格は限りなく朴ぼく訥とつであった。ヴァレリオはそこにつけこんで、たまに彼の生き真ま面じ目めさをからかっている。


    「ハンニャ。確か日本の怪物だったか。調べてみなさい」


    　頷うなずいたダスティはスマートフォンで検索し、悲鳴をあげた。その様子を見て、部下の男たちがゲラゲラ笑っていた。


    　ヴァレリオはスケジュールに従って一旦バチカンを離れ、ローマ郊外にある老人ホームを慰問した。不安に怯おびえる老人を優しく諭し、介護士たちに混じって働いた。


    「神父様。わたしは天国に行けるでしょうか？」


    　死を前にすると、それほど信心深くはない人間でもこう問い掛ける。死の向こう側には何があるのだろうか、死とは苦しいものなのだろうか、そしてもし天国があったとしたならば、自分は天国に行けるのだろうかと。


    　ヴァレリオは笑って言った。


    「貴方あなたはこの歳まで、この大地に貴方自身を捧げてきた。そのような御方が、赦ゆるされないはずはありますまい」


    　老人はそれを聞いて、安らかな表情を浮かべて感謝した。彼はもう保もたないだろう、と長年の経験でヴァレリオは確信していた。臨終の際、自分の言葉が少しでも救いになるといいのだが──などと考えた。


    　やるべきことが山ほどあり、人々に伝えるべきことは星のようにあった。だが、時間は有限だ。この概念を超越できる科学技術ができたならば、諸手をあげて賞賛しようとヴァレリオは心に決めていた。


    



    　夕方になった。まもなくローマの陽が沈む。ヴァレリオは車に乗り込み、ほっと息をついた。十年前ならば、まだもう少し余力が残っていたが今はさすがに無理だ。五十を越えた今、意識して体を調整しなければ。


    　車が走り出す。ヴァレリオはスマートフォンでスケジュール表を確認した。明日から、また海外を飛び回る日々だ。


    「明日にはアフリカに行かなければならない。その前に、もう一度教皇に挨あい拶さつに──」


    　突然、車の両脇をバイクが挟み込んだ。


    「停とめろ！」


    　ダスティはそう叫ぶと、ヴァレリオを庇かばった。車体は防弾加工されていたものの、襲撃者が持っていたのは対物ライフル、バレットＭ95である。


    　運転手は首から上を吹き飛ばされたものの、反射的にブレーキを踏んでいた。ドアから飛び出したＶＳＳたちは、拳銃で必死に応戦しつつ、ヴァレリオを誘導した。


    「急いで！」


    　ダスティはヴァレリオを片腕で持ち上げ、猛然と逃げた。ともかく安全な場所へ向かわなければならない。だが、そのとき──近くの建物が爆破され、あらゆる電灯が全て消えた。


    「な……!?」


    　ヴァレリオたちは絶句した。テロどころの騒ぎではない、これでは戦争だ。咄とつ嗟さにヴァレリオは自分のスマートフォンを手にした──圏外。都市の真ん中で、圏外なんて有り得ない！


    「カルロ！　バッツ！　緊急事態だ。逃げるぞ、とにかく逃げるんだ！　枢すう機き卿きよう！」


    　ダスティは生き残った二人のＶＳＳに呼びかけた。ヴァレリオを中心に、パニックに陥った人々を搔かき分け、バイクから逃れるために手近な教会へ向かうことにした。


    　見る見るうちに、ローマから人々の姿が消えていく中、彼らは車に乗ることもできずに教会に向けてただ走った。息せき切って、古い小さな教会に辿たどり着いた。教会の扉は閉まってはいたものの、鍵はかかっていなかった。


    　だが、扉を開いたヴァレリオたちは恐るべき光景を目にして、凍りついた。死体──山のような死体。シスター、神父、信徒、たまたま訪れていた観光客。皆、撃ち殺されていた。


    　ダスティたちは、即座に銃を抜いて周囲を警戒する。


    「……これは」


    　神よ！　と縋すがり付きたくなる言葉を堪こらえて、ヴァレリオは一歩踏み出した。以前、弟とともに内戦でボロボロになった国に慰問に向かったことがある。片付けられていない死体の傍そばで、子供たちが茫ぼう然ぜんと座り込んでいた。


    　そういう経験があったからこそ、この惨さん憺たんたる光景にパニックにならずにすんだ。彼はそっと、一人一人に祈りを捧げた。


    「駄目だ。枢すう機き卿きよう、ここにはいられません。他の場所に──」


    　ダスティの言葉に、ヴァレリオは頷うなずいた。だが、突然どこからともなく声が降り注ぎ、彼らは慌てて教会の扉の隙すき間まから外を覗のぞき込んだ。


    《繰り返します。テロリストによる爆弾テロが起きました。すぐに家もしくは宿泊場所へ戻り、以降の外出は控えて下さい。帰宅の手段がない場合は、最寄りの警察署に避難してください》


    　上空を飛ぶヘリからスピーカーで、そんなアナウンスが流れ続けていた。


    「テロだと……？」


    　ダスティの呟つぶやきに、ヴァレリオは気が遠くなった。世界全てが、悪い冗談ブラツクジヨークに巻き込まれたようだった。つい先ほどまで、神のことについて語っていた自分が、今はテロと遭遇し、生きるために足あ搔がいている。


    　ヴァレリオはふと気になって、自分のスマートフォンを手にした。やはり圏外だ。


    「誰か電話が繫つながる者はいるかね？」


    　ヴァレリオの言葉に、ダスティたちは首を横に振った。ヴァレリオは教会の奥にあった電話の受話器を手に取った──通じない。


    「この電話も駄目だ」


    　ダスティは訳が分からない、というように頭を搔かき毟むしった。


    「一体何がどうなってるんだ！　畜生、さっぱり分からん！」


    「落ち着け、ダスティ。……おい、何か聞こえないか？」


    　ヴァレリオの言葉に、カルロがドアから顔を覗かせた。


    「……イタリア軍のようです。こりゃ凄すごい、装甲車まで持ち出してきてますよ」


    「カルロ、バッツ。ちょうどいい、彼らに保護してもらおう。俺と枢機卿はここにいる。呼んできてくれ」


    　二人が頷き、そっと教会から出て行った。それを見送るヴァレリオは不意に厭いやな予感に囚とらわれた。もし死に神というものが存在するのならば、あの二人に蛇のように絡みついている。


    「ダスティ、あの二人を呼び戻せ」


    「枢機卿？」


    「いいから、すぐに……！」


    　静寂だったせいだろう。その銃声は、高く遠く──響き渡った。


    「な……!?」


    　出て行ったカルロとバッツが撃たれた。両手を掲げ、身分証明証を手にしていた。どこもおかしくはない。どんな軍でも、あれなら呼び止めるはずだ。少なくとも、問答無用で撃ち殺すわけがない！


    「ダスティ」


    　ヴァレリオは久しく感じたことのなかった感情を抑えながら、彼に囁ささやいた。


    「逃げるぞ。どうやら、我々は地獄に迷い込んでしまったらしい」


    　ダスティも茫ぼう然ぜんとしたまま頷うなずいた。


    　教会の裏口から外に出る。ヴァレリオたちにとって、これほど静かなローマは生まれて初めてだった。狭い路地裏で、顔を突きつけ合ってヴァレリオたちはどうするべきか話し合った。


    「バチカンに行こう、それしかあるまい」


    「分かりました。足を手に入れたいところですが──」


    　ヴァレリオが皆まで言うなと首を振った。


    「駄目だろうな。イタリア軍やあのバイクに嗅かぎつけられたら、終わりだ」


    「でしょうね。……徒歩で行くしかありませんか」


    「老人にはちょうどいい運動だ」


    　ヴァレリオはそう言って、ダスティを励ますように肩を叩たたいた。


    　現在いるジュゼッペ・マッツィーニ広場から、南西に向かえばバチカンである。だが、普段とは違ってなるべく狭い路地裏を通っていかねばならない。大抵の通りには、装甲車とイタリア陸軍の部隊が巡回していた。


    「しかし……一体何が起きたんでしょうか」


    「私にも分からん。最初はイタリアへのテロかと思ったが──イタリア軍が嚙かんでいるということは、そうでもなさそうだ」


    「クーデター……？　しかし、まさかイタリア軍全てが関わっているわけではないでしょう」


    「ああ、そうだな。だが、テロの規模があまりに大きい。通信回線の一切を断つなんてどうやればそんなことができるのだ？」


    　彼らが持つ通信機器は、未いまだ途絶している。


    　話しても話しても、昏くらい霧の中を彷徨さまよっているようだった。分かることは一つだけ。どうしようもなく絶望的な事態がローマを覆おおっているということ。自分たちには、どうしようもないということ。


    　そして、もう少しでバチカンに辿たどり着こうとしたそのとき──男が現れた。


    「──こんばんは、ヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きよう。いい夜ですな、ホントいい夜だ」


    　思い切ってジュゼッペ・マッジーニ広場を突っ切ろうとした二人の前に、その男は突然声をかけてきた。振り返り、揃そろって啞あ然ぜんとした。


    　獰どう猛もうな黒くろ豹ひようを思わせる顔つきをしていた。斬り裂かれたような黒色のライダースーツは、男の暴力的な側面を強調しているかのようだった。


    　だが、それよりも問題は大型バイクだった。バイクと呼ぶのも躊躇ためらうほどに、その乗り物は武装化されていた。否いな、要よう塞さい化かとでも呼ぶべきだろうか。


    　その男が嗤わらった瞬間、ヴァレリオは凄すさまじいまでの禍まが々まがしさを感じた。敵か味方かと問い掛ければ、まず間違いなく敵だと──そう認識できるような笑みだった。


    「動くな！」


    　ダスティがベレッタを突きつける。彼はその銃口をつまらなそうに見やり、ひょいとバイクから飛び降りた。


    「動くなと──」


    　瞬間、ヴァレリオはダスティの銃を摑つかんで言った。


    「銃を下ろしなさい」


    　ダスティが愕がく然ぜんとした表情でヴァレリオを見つめる。


    「枢すう機き卿きよう、何を言って……」


    「取り囲まれておる」


    　その言葉に、ダスティははっと左右を見回した。ヴァレリオの言う通り、自分たちの周りを例のバイクたちが包囲していた。彼らの手には短機関銃サブマシンガン。勝負あった、というところだ。


    　無言でダスティは銃を下ろした。


    「大変結構です」


    　満足げに男は言って、右手を振った。バイクの人間たちが一斉に銃を下ろす。随分と統率されているようだ──と、ヴァレリオは正面に立つ男を見据えながら思った。


    「自己紹介が遅れました。わたくし、イヴァン・ザカエルと申します」


    「……当然、君は私の名を知っているのだろうね」


    「ヴァレリオ・ロベルティ枢機卿。未来の教皇様と」


    「私のような進歩派は教皇になれんよ。万が一そうであったとしても、その未来とやらは当分先さ」


    「いえいえ。私の目には見えますとも。貴方が近い将来、教皇になっている未来が」


    「……何？」


    「あるいは、貴方あなたが為なす術すべなく朽ち果てている未来かもしれませんが──それは、我われ々われ黒こく槍そう騎士団が全力で防ぎましょう」


    「一体君が何を言っているのか、私にはよく分からないのだが……」


    　困惑した表情を向ける。イヴァンは朗ほがらかに笑いながら、囁ささやくように言った。


    「枢機卿の首級みしるしを狙ねらっている輩やからが、このローマを跋ばつ扈こしております。貴方の命を御守りするのが、我々の役割でありますが──」


    　イヴァンは馴なれ馴れしげに肩を叩たたいて告げた。
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    「貴方の命をチップにするのも我々でございます」


    　彼は部下に命令して、ヴァレリオとダスティを縛り上げた。そうして、イタリア最高裁判所パラツツオ・デイ・ジユステイツイアの前に放置した。


    　助けるのでもない、救うわけでもない。


    　だが、危害を加えるわけでもない──人質に取った、というわけでもないらしい。ヴァレリオにとって唯一の救いだったのは、ダスティが生かされたことだ。ダスティもこれには意外だったらしく、困惑した表情を浮かべていた。


    　命を守る、と彼らは言っている。


    　命を狙ねらわれている、と彼らは言っている。


    　だがしかし命を狙ってきたのは彼らであり、イタリア軍ではないか。


    　厭いやな予感だけが、ただただ膨れ上がる。ヴァレリオは自分がハリウッド映画の犠牲者か何かに選ばれたような錯覚すら抱いだいた。彼らはテロリストで、自分たちは人質だ。となると、当然もう一つ必要な駒がある。主役だ、英雄だ、正義の味方だ。筋骨隆々のアメリカ人が、たった一人でやってきて、彼らを縦じゆう横おう無む尽じんに蹴け散ちらしていく──。


    　そこまで考えたところで何たる子供じみた妄想だと、ヴァレリオは自身の想像力に落胆した。


    　けれど、ヴァレリオ・ロベルティがほんの少し妄想したそのお伽とぎ噺ばなしのように荒こう唐とう無む稽けいな物語は、限りなく現実に近いものがあった。


    　ただし、違いが一つある。


    　その正義の味方とやらは、ヴァレリオを殺そうと決意していることだ。


    「──来たか」


    　ぼそりとイヴァンがそう言って立ち上がった。バイクに乗り込み、ヴァレリオたちに軽く挨あい拶さつする。そうして、彼はやってきた装甲車に叫んだ。


    「ストップ！」


    　ヴァレリオは目を凝こらして、何とか装甲車の上に立っている人間を見定めようとした。思っていた以上に細く、小さな体だった。彼が救世主なのか、それとも──イヴァンの言う通り、自分を殺そうとしているのか。


    　やがてイヴァンのバイクが走り出し──装甲車もそれに合わせて走っていってしまった。


    　あとに残されたヴァレリオとダスティは、どうにかこの縛いましめが解とけないものかと悪戦苦闘してみたが徒労に終わった。


    　猿さる轡ぐつわを嚙かまされているために、喋しやべることもできない。ヴァレリオはただ、おとなしく待つしかなかった。


    　あちこちで銃声が鳴り響いた後、急にローマ全体がひっそりと静まり返った。


    　──何か来るな。


    　ヴァレリオはそう直感した。じっと、ウンベルトⅠ世橋を見る。だが、橋を照らす明かりはどこにもない。いくら目を凝らしても、わずかに薄く暗くら闇やみを見通せるだけだ。


    　だが、静寂故に音はよく響く。微かすかな──ほんの微かな足音を、ヴァレリオは確かに聞いた。


    　瞬き一つせずに、彼は橋を見守り続けた。


    　やがて、足音が少しずつ大きくなり、遂にはその人間が姿を現すと、卒倒しそうなほどの恐怖がヴァレリオを包み込んだ。


    　──ああ、主よ。私の眼前にいるこの少年は、果たして人間なのでしょうか。


    　姿形はもちろん人間である。だが、何かが違う。目が違っていた。顔の表情が違っていた。全身から漂う雰囲気が決定的に違っていた。二足歩行する獣であると説明された方が、よほど納得がいく。


    　彼がゆっくりと、一歩歩くたびに心臓が握り潰つぶされそうな恐怖がヴァレリオに襲いかかった。


    　恐怖。人は常にそれに苛さいなまれている。だが、ほんの少し主に祈るだけでそこから解放される。


    　──主よ、御み許もとに近づかん……。


    　祈ると何かが優しく包み込むような感覚とともに、恐怖は薄らいだ。だが疑問だけはあった。純粋な好奇心とでも言おうか。


    　──この少年は、何者なのだろうか。


    　ヴァレリオは以前、とある殺人犯と面談したことがあった。いわゆる連続殺人犯シリアルキラーだ。神の声を聞いて犯行に及んだと嘯うそぶいた男である。彼の澱よどんだ、人間として決定的に何かが欠けてしまった虚うつろな瞳ひとみは生涯忘れまいとヴァレリオは思った。


    　だが、自分に近付いてくる少年は──何かが違っていた。言葉にはできない、言葉では表現しきれない何かが。


    　それでも一つだけ確実なことがある。眼前の少年は、確実に自分を殺す気だということ。


    　ヴァレリオは祈り、傍かたわらにある恐怖に屈くつさぬとばかりにしっかりと目を開けた。

  



  
     第四章　十二使徒のゲーム


    



    　──さあ、終わらせよう。


    　ヴァレリオは瞼まぶたを閉じることなく、真っ正面からこちらを見据えている。


    　戦う気なのだろうか？　両手両足が縛り付けられた状態で何か策でもあるのだろうか？


    　……あるわけがない。追い詰めた、ようやく追い詰めた。さあ、さっさと殺して次に行こう。次に行かなくては。次に行って、次に行って、次に行って──いつになったら、僕は彼女に会えるのだろうか。


    　これが終われば、会いに行けるのだろうか？


    　会えないに決まってるだろう。何て無様なコトを考えるんだ、赤あか神がみ楼ろう樹き。


    　会いたい。


    　ただ、会いたいだけなんだ。


    　会えないんだよ、もう、彼女とは二度と会えない。そう誓ったはずだし、それを実践しているはずだろう？


    　それでも、会いたい。会って、手に手を取り合って逃げる。僕はそうしたい。


    　愚か者め。それは、想像を通り越した妄もう執しゆうだ。


    　黙れ、殺してやる。


    　お前こそ黙っていろ。そんな下らない妄執は頭の片隅にしまいこむか、灰になるまで燃やしてしまえ。


    　ああ、それでも会いたい。今の僕にとって、彼女が全てなのに。


    　噓うそをつけ、お前はもう理わ解かっている。お前にとって、自分の全ては敵を狩ることのみだ。ケモノガリ、ケモノガリになったのだろう。なってしまったのだろう？　ならば、お前は最も早はや人間から離れた生物だ。誰かに手た向むける愛など、一切存在しないだろうに。


    　黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、黙れ、ああ畜生────黙りやがれ！


    　事実に打ちのめされそうになる。深呼吸──落ち着かない。気が立っている。休みたい、とにかく、ただ、休みたい。


    　……下らないことを考えた。


    　僕は無言で、ヴァレリオ・ロベルティの前に立っている。さあ、怯おびえろ。泣き叫び、恐怖に引き攣つった表情を浮かべろ。それがお前が今まで遊びで奪った命の代償だ。


    「……」


    　無言。怯おびえない。つまらない。


    　いっそ怯えてくれれば良かった。泣いて、許しを乞こうてくれれば良かった。そうすれば、僕はその願いを気持ちよく踏みにじることができた。


    　だが、彼はひたすら自分を見つめるだけだ。これまでの人間とは違い、恐怖すらも薄っぺらい。まるで、これから神の御許に向かうようだ。


    　外げ道どうのくせに、救われようというのだろうか？


    　ふざけるな、お前が救われるはずはない。外道を狩る僕ですら、既に救われていないのだ。


    　そう、救いなどない。この現うつ世しよに天国も地獄もあるものか。死ねば、ただの塵じん芥かいに過ぎない。


    　だから、救われない！　救われないのさ、僕も！　お前も！　シャーリーも！　イヌガミも！　誰も彼もが救われない、救われないんだ！


    　救われないのを知っていながらこの道を選んだはずだろう!?


    　全ては徒労だ。全ての人生は、死ぬまでの前座に過ぎない。そんな言葉を言ったのは、果たして誰だったか──。


    　微かすかに息を吸う。冷たい空気が、わずかながらにまともな思考回路を復活させた。


    　ククリナイフを振り上げ、振り下ろして、ヴァレリオの首を刎はねて──あとはもう、何も考えないようにしよう。何も考えず、ただ機械になろう。機械のように、自動的に動く心を手に入れようじゃないか……赤神楼樹ぼくは、そんな結論を下した。


    　それでは、殺害のためにククリナイフを振り上げよう──。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「よし、よし、よしよしよし！」


    　会員メンバーたちが声を上げる。〝慈愛アフエクシヨン〟はふむ、と一言呟つぶやいてアストライアの様子を窺うかがった。


    「……」


    　楽しい夢から覚めた子供のような目つきで、アストライアはスクリーンをぼんやりと見つめていた。


    「何やら落胆しているようだが」


    「え？　いや、別に……ああ、待てよ。僕は落胆しているのかなぁ」


    　アストライアは自分で自分の気持ちが分からぬと、首を捻ひねった。スクリーンの楼ろう樹きは、既にククリナイフを振り上げている。


    　──あれを振り下ろしてしまえば、赤あか神がみ楼樹はもうおしまいだ。


    　アストライアはそう確信している。自分と同じ道を歩むことになるのかもしれない。前を歩くのか、後ろを歩くのかは分からないが。


    　できれば、赤あか神がみ楼ろう樹きには違う道を歩んでいてほしかった。自分という存在の違う可能性を見るというのは、観察するような楽しさがあったからだ。


    「振り下ろすぞ！　振り下ろすぞ！」


    「さあ、さあさあさあ！」


    　アストライアはもう一度嘆息した。
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    　ヴァレリオは振り上げられた凶器をじっと見つめていた。あれは確か、ネパールのグルカ兵が使うククリナイフとかいったか。となると、彼はネパール人なのか……？


    　いや、違うようだ。あくまで見た感じではあるが、中国か韓国、あるいは日本人か……？


    　ヴァレリオはそんな──どうでもいいことに、何となく思いを馳はせた。せめて猿さる轡ぐつわを嚙かまされていなければ、ダスティの助命はできたのだが。彼の狙ねらいは自分だけであることを祈ろう。


    　──主よ。


    　ククリナイフが振り下ろされる瞬間、視界が真っ白になった。
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    　貴き島しまあやなは、接続されていたスマートフォンをとりあえず外はずした。ディスプレイに表示されたアイコンを確認し、どれが連絡用のアプリケーションなのかを確認する。


    「これ、かな……？」


    　電話を模したアイコンをタップした。登録された番号へと自動的に接続される。祈るような気持ちで、あやなはディスプレイを凝視した。呼び出し音が微かすかに響くのが聞こえやしないかと、たまらなく恐ろしい。


    　しばらくすると呼び出し音が消えて、通話時間が表示された。どうやら繫つながったらしい。


    　恐る恐る、あやなは呼びかけた。


    「もしもし……？」


    　言った瞬間、英語で呼びかけた方が良かったかと後悔したが相手からの返答はない。もう少し大きめに声を出してみたが、やはり駄目だ。


    　──通じてない？


    　耳を澄ます。微かすかに向こう側の音が聞こえる。ガチャガチャという耳みみ障ざわりな音。もしかするとこれは、歩いているのだろうか。


    「もしもし、楼ろう樹きくん！　わたしだよ、あやなだよ！」


    　──駄目だ、聞こえてない。


    　焦あせりを募らせながら、幾度も呼びかける。一体何が彼に起きているのだろう。何か手がかりはないか、とノートパソコンに目を留めた。


    　動いているタスクを一つずつチェックしていくと、動画の中継サイトのようなものが立ち上がった。厭いやな予感がして、あやなはその映像に目を凝こらした。


    　映像は全体的に緑がかっていた、どうやら暗視カメラのようだ。誰かの後頭部が片隅に映っている。その誰かに向かって、ゆっくりと近付いてくる人間がいる。


    「ああ……」


    　あやなには、すぐに彼が赤あか神がみ楼樹であると分かった。


    「楼樹くん」


    　スマートフォンに呼びかける。ぬっと、不気味なほどゆったりとした足取りで彼は後頭部が映っている誰かの前に立った。彼の手には大きな鉈なた。ああ……間違いない、彼はこの人を殺すつもりなのだ。


    　──駄目だよ。


    　アストライアは、多分こうなるように何もかもを仕組んだのだ。あやなは再度スマートフォンに呼びかける。


    「楼樹くん、お願い！　話を聞いて！　楼樹くん！」


    　声が届いている様子はない。


    　鉈が振り上げられる──振り下ろされた。あやなはスマートフォンを握り締め、船中に響こうが構うものかとばかりに絶叫した。
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    　あと一秒にも満たない時間で『全て』が終わる。


    　──全て？　何が全て終わるというのだろう。


    　これはまだ、途中経過の一つに過ぎない。会員はまだまだ残っているのだから。


    　空気が粘性を持ったように時間がねっとりと感じられる。


    　楽になる、楽になる、楽になる……。


    　いつしか思考は、楽になることばかりを考えていた。これが終わったら、休暇が欲しいとすら願った。休暇？　何もかもを忘れて休みたいということか。


    　──うん、それはいいなぁ。


    　休む自分を想像しようとして──そんな自分が想像できなくてやめた。


    　ああ、それにしてもこのククリナイフはいつになったらヴァレリオ・ロベルティの首に食い込むのだろうか。早く、早く、早く。


    《────────ん！》


    　あれ？　何だ、今の声は。何だ今の聞き慣れた呼びかけは。


    《楼ろう樹きくうううううううううううううん！》


    　……え？　今の声は、何？　え？　あやな？　あやななのか？　あやながどうして？　どうしてあやなが僕の名を呼んでいるんだ？　幻聴？　いや、違う。違う。幻聴ならもっとクリアな声で聞こえるはずだ。幻聴じゃない、今の声は、絶対に幻聴じゃない！


    　──行動を停止しろ！　全てだ！　何もかも停止、停止、緊急停止！


    　ククリナイフは彼の眉み間けんに到達する寸前、ピタリと停止していた。僕にとっての、最優先事項が書き換わった。この電話に出ることだ。


    「あやな……!?」
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    　あやなの逼ひつ迫ぱくした叫びが、スマートフォンから届いた。


    《楼ろう樹きくん！　……考えて！　一生懸命考えて！》


    　考える──何を、考えるって言うんだ？


    《お願い！》


    　あやなの声は、幻ではなかった。現実に、確かにスマートフォンの向こう側に存在していた。そうだ、そうだ、考えなければならない。


    　思考する──やるべきことを思い出す。僕は震ふるえる手で、ヴァレリオ・ロベルティの猿さる轡ぐつわを解いた。そう、一種の儀式と化していたこれをやらなくてはならなかった。


    　彼が何か言う前に、首筋をそっと摑つかんだ。


    「僕の質問に答えろ」


    「……ああ」


    　英語でそう告げると、ヴァレリオは神妙な様子で頷うなずいた。


    　相手の瞳ひとみを覗のぞき込む。些いささかの噓うそや動揺も見過ごすまいと、真剣に睨にらみ付ける。


    「お前は〝クラブ〟の会員メンバーか？」


    　ヴァレリオは動揺────────────────────しなかった。


    　そして、答えた。


    「何のクラブかね？」


    　些かの動揺もなく、ただただその瞳は、その顔は不思議そうな表情を浮かべていた。きっと、僕の質問がどういう意味合いのものなのか分からないのだろう。〝クラブ〟というのは、彼にとってそのままの単語の意味合いしか持っていない。


    　それはつまり。彼はクラブと関わりがないということになる。世界が崩れ落ちそうな感覚に、意識が寸断しかかった。


    　震える声で、続けて質問を投げかける。


    「貴方あなたは、人を殺したことがあるか？」


    「直接的に殺したことはない。だが、私の言葉、私の行動によって誰かが傷ついたり亡くなったりした──そういう可能性は、常に存在するだろうね」


    　──くそ、畜生、そんなことってあるか。


    「貴方は、ヴァレリオ・ロベルティ──だな？」


    「そうだ」


    　偽者ではない。だがクラブのことは知らない。なのに、リストには掲載されている！


    　どういうことだ……これは、一体どういうことなんだ！


    「最後にもう一度聞く。人を殺したい、人を狩り立てたい、人を思うさま蹂じゆう躙りんしたいと思ったことは、あるか？」


    　ヴァレリオ・ロベルティはしばしの間沈黙し、やはり真っ直すぐな瞳で僕を見た。摑んでいた襟えり首くびを思わず離してしまうほどに、その目は真剣だった。


    　彼は静かに語り始めた。


    「……子供の頃。まだ私が神の声を聞くに足る存在ではなかった頃の話だ。私と弟は、ある少年たちに絡まれ、恥ち辱じよくを受けた。服を引き裂かれ、肋ろつ骨こつをヘシ折られるほどの苛か烈れつな暴行を受けた。その後、我わが養ち父ちに諭されたものの──殺意を抱いだいたと言えるのは、あのときだな」


    「成人して、枢すう機き卿きようとなって以降は？」


    「私が邪悪なる者にできることは、ただただ教えることだけだ。信仰の尊さと、神の愛を」


    　僕は力なく膝ひざを屈した。彼の言葉が、平均的なキリスト教信者のものなのかどうかは分からないが、少なくともこれだけは言える。


    　彼は全く、真実を──少なくとも、自分にとっての真実を告げていた。そこには邪悪な──人をケモノのように狩り立てる欲望など、どこにも見当たらなかった。


    「ちくしょう」


    　僕はただ、そう呟つぶやいた。握り締めていたスマートフォンから、微かすかに声がした。あやなではない、アストライアだ。


    《……やあ、参ったね》


    「どういうことだ……これは、一体どういうことなんだ!?」


    　敵であるアストライアに、そう尋ねざるを得ないほどに僕は混乱していた。


    《だから言っただろう。これがゲームだったのさ。君は果たして、ヴァレリオ・ロベルティを殺してしまうのかどうか、というね。僕と君とのゲームじゃない、〝クラブ〟が主催した会員のためのゲームだ》


    　瞬間、僕は自分が誤っていたことを悟った。ヴァレリオを殺せたなら僕の勝利、殺せなければ僕の敗北──ではなく。僕が彼を殺すかどうかを、会員たちが見て楽しむことがゲームだったのか……！


    「だが、彼の名前はリストにあった！　確かにあったんだ！」


    　無む我が夢む中ちゆうでそう叫ぶと、アストライアは芝居っ気たっぷりに笑った。


    《さあてね。偽名でも使われたのかな？　ともあれ、ゲームも終了した。だから真実を明かしてあげよう。ヴァレリオ・ロベルティはちょっとばかりエキセントリックなところもあるが、極ごく々ごく平凡に慎ましく生きてきた聖職者に過ぎない。彼は見事に無実だよ》


    「……ッ！」


    　アストライアは心の底から楽しそうに告げた。


    《そして、ここからが次のゲームの始まりだ！　今度はもっと簡単さ。僕たちは十二人の娯楽提供者エンターテイナーを準備した。彼らは皆、ローマ中に散らばって君とヴァレリオを狙ねらっている》


    「十二人……!?」


    《君とヴァレリオを打ち倒すための、十二使徒だ。……そして、必死になってもらうために引き続き貴き島しまあやなには人質になってもらう》


    「……ッ！」


    《おっと、文句は言わせないよ。君はヴァレリオを殺せなかった。ただ、彼を殺せなかった理由はよく分かるからね。殺さずに再び人質に戻すだけでもありがたいと思ってくれなくちゃ》


    　必死になって思考を纏まとめつつ、僕は大切なポイントを尋ねた。


    「……タイムリミットは？」


    《変わらないよ。今、ちょうど夜の十時を回ったところだ。夜明け前に、十二人全てを殺して彼らが持っているロザリオを手に入れろ》


    「……」


    《さあ、返答を聞かせてもらおう。このゲーム、受けるかい？》


    　受ける受けないの拒否権など、僕には最初からない。だが、それでも僕は敢あえて誓いを口にした。


    「ああ。受けてやるさ。十二人の娯楽提供者エンターテイナー……一人残らず、殺してやる」


    《ありがとう。それではこれで。ああ、そうそう。今しがた捕まえた貴島あやなに代わるかい？　凄すごいよ、この子。君に忠告するためだけに、死を覚悟して軟禁されていた部屋から抜け出したんだから》


    「声を、聞かせてくれ」


    　数秒待つだけなのに、気が遠くなるほど長いように感じられる。僕の心は、壊れるギリギリまで削られていたらしい。


    《楼ろう樹き、くん？》


    「……」


    《えっと、あの……いるよね？　楼樹くん、大丈夫？　わたしの声、聞こえてるかな？》


    　ああ、聞こえている。ただ、胸が詰まりすぎて──言わなければならないことが、口に出ないだけだ。それでも、どうにか言葉を紡つむいだ。


    「……ありがとう、あやな」


    《え？》


    「ありがとう。あやなのお陰で、僕はまだ僕でいられる」


    　本当に、本当にありがとう。君のお陰で、僕は壊れずにすんだ。君の声が、僕を夢から覚めさせてくれたんだ。感謝しても、しきれない。


    《……そっか、よかった》


    「君を助ける──絶対に」


    《うん！　楼樹く──》


    　あやなの声が途中で途切れた。魂を引き裂かれるような痛みがあった。そして、代わりにアストライアが、何とも陽気な声で告げる。


    《さあ、〝十二使徒のゲーム〟を開始しよう。幸運を！》


    　通話が切れた。


    　怒ど濤とうのように疲れが押し寄せ、僕は膝ひざを屈したくなる──ギリギリで、それを堪こらえた。呼吸を整え、僕はヴァレリオ・ロベルティと再び向かい合う。


    「申し訳ないが、僕と一緒に来てほしい」


    　彼を束そく縛ばくしていた縄を、ナイフで切った。ヴァレリオは立ち上がり、手首を擦さすりながらもう一人の男に顔を向けた。


    「彼……ダスティも解放してやってくれ」


    　ＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間を解放してもいいかどうか、僕はしばし迷ったが、ひとまず彼の言うことを聞くことにした。案の定、大男は立ち上がるなり、摑つかみかかってきたので、問答無用で腕を捻ひねった。


    　膝裏に足をあてがい、完全に押さえ込む。それでも、持ち前の怪力で無理矢理脱出しようとするので、骨が折れる。


    「僕の話を聞いてくれないか」


    「……そうだな。そうしよう。ダスティ、君は手を出すな」


    「しかし！」


    「彼はもう私を殺す気がないよ。自分たちが一体、何に巻き込まれているかは理解しておくべきだと思う」


    　その言葉に、ダスティという男の抵抗が弱まった。


    「離してもいいか？」


    「……ああ」


    　ダスティは渋々といった様子で頷うなずいた。僕が彼を解放すると、すぐにヴァレリオの前に立ってこちらを睨にらみ付ける。一挙手一投足を見逃すまい、という目つきだ。


    「よせ。下がっていたまえ、ダスティ」


    　ヴァレリオが手を振って、彼を一歩退さがらせた。


    「話してくれるのかね？」


    「ああ、だけどその前に──ここから離れた方がいいだろう」


    　橋を渡って、装甲車がやってきた。ドアが開いて、シャーリーが顔を出す。彼女は僕がヴァレリオを殺していないのを見て、すぐに何事が起きたかを理解したらしい。


    「乗って！」


    　僕は二人に、装甲車に乗り込むように促した。ダスティはやや渋ったものの、ヴァレリオが何とか説き伏せてくれた。二人が乗り込んだのを確認して、僕も後を追う。


    「ロウキ様……！」


    　狭い装甲車の中を、よろよろと歩いてきたセシリアが僕を抱き締めた。恐怖のせいか、カタカタと震ふるえている。


    「あの、ご無事……ですか？」


    　目が見えないせいか、軽く手で顔や体に触れていく。


    「大丈夫だよ、セシリア。心配しないで、座っていてくれ」


    「あ、はい……」


    　ダスティが何か奇妙なものでも見ているかのような顔をしていた。今のところ、彼の僕に対する心証は最悪だろうからな。目が見えないシスターを騙だましていると思われても仕方ないか。


    「出発するわ。場所は、第二の集合場所だったサンタンジェロ城。異論は？」


    「ない」


    　オッケー、とシャーリーは軽く笑って装甲車を発進させた。駐車場に突っ込んで、駐車されている車を蹴け散ちらしながら走る。イタリア最高裁判所パラツツオ・デイ・ジユステイツイアから、サンタンジェロ城まではかなり近い。


    　ハッチを開けばローマ屈指の名所である丸型の城──サンタンジェロ城がよく見えるはずだ。……いや、夜で照明も消えているから見えるわけはないか。


    　車中、セシリアは僕の服をぎゅっと摑つかんでいた。シャーリーはずっと運転していただろうから、一人で不安だったのかもしれない。


    　……ならば、敵陣に唯ただ一人残っているあやなの方はもっと不安だろう。


    　もし、彼女が呼びかけていなかったら自分はどうなっていたかを考える。僕は完全に、このヴァレリオ・ロベルティを殺す気だった。殺して──壊れただろうな、間違いなく。


    　だが──だがしかし。


    　何故だ？　どうしてだ？


    　ヴァレリオ・ロベルティの名は確かにリストに掲載されていた。同姓同名、生年月日まで全く同一の他人とも思えない。


    　ぞっとするほど恐ろしい想像が背筋を這はい回り、脳を搔かき乱す。


    　──僕の殺してきた中にも、誤って掲載されていた者がいたのかもしれない。


    　それを思うと、不安と絶望で息が詰まりそうになる。


    　僕が間違っていたのか？　シャーリーの調査が間違っていたのか？　一体──。


    「ロウキ様……？」


    　気遣うようなセシリアの声。その声が、僕を一気に現実に引き戻した。


    　そうだ……冷静になれ。両手の拳を握り締め、ゆっくりと頭を整理する。


    　リストに誤りがあった──これは事実。リストが全て誤り──これは、違う。


    　あのとき、僕にリストを渡した〝ミスター〟が噓うそをつけたとは思えない。そして、僕がリストに従って狩ってきたのは間違いなくケモノたちだった。何人かは胸むな糞くそ悪くなるようなコレクションを隠し持っていたのだから。


    〝ミスター〟はリストを本物だと信じ込んでいたが、実際には偽物だった……いや、これも違う。ならば、誰がリストを管理して偽物と本物の区別をつけていたのだ？


    　何より、アストライアがそう言及しなかった。含みを持たせることすらなく、彼はただヴァレリオ・ロベルティだけが『無実だ』と告げたのだ。


    　だが、リストの信頼性が限りなく揺らいでいるのも事実だ。


    　謎なぞを解かなければならない。ヴァレリオ・ロベルティだけが例外だった謎を。


    「楼ろう樹き。到着したわよ、足元が危ないからセシリアの手を引いてあげてね」


    「ああ」


    　シャーリーの呼びかけに頷うなずいた僕は、セシリアの手を引いて外まで誘導した。


    　冬のせいだろうか、彼女の手は凍るように冷たかった。


    「寒くないか？」


    「いいえ。大丈夫です」


    　ほんのり頰ほおを赤らめ、セシリアはそう呟つぶやいた。ダスティが油断なく周囲を見張りながら、ヴァレリオを誘導していく。僕とセシリアは最後尾だ。先頭のシャーリーが、扉の前に立った。大きな南京錠がかかっている扉を、彼女は取り出した二本の針金で容易たやすく開けてしまった。


    「こっちよ」


    　開いた扉から、僕たちは城内へと潜入した。サンタンジェロ城は、一部の区画を観光客のために開放しているが、シャーリーの案内で入ったここは違うらしい。降り積もった埃ほこりや、蜘く蛛もの巣がそれを明瞭に示していた。


    　扉を開けてすぐにあった階段を下っていく。ヴァレリオが不思議そうにシャーリーに尋ねた。


    「ご婦人。ここは行き止まりだったはずだが……」


    　彼の言う通り、階段は間もなく石壁に阻はばまれた。さすがにヴァレリオほどの地位であれば、この城を隈くまなく回ることもできたのだろう。


    「ええ、確かに行き止まりよ。ただし──」


    　彼女は壁の燭しよく台だいを手で摑つかみ、ぐいっと右に九十度回転させた。それから石壁の窪くぼみを摑んで、勢いよく引く。石壁は滑なめらかに横にスライドしていって、通路が開いた。


    「こうすれば、行き止まりじゃない」


    　シャーリーはニッコリとヴァレリオに笑いかけた。


    「サンタンジェロ城には隠し通路が幾つもあるとは言われていたが……貴女あなたは何な故ぜこれを？」


    「会社カンパニーのデータベースには記載されてまして」


    　彼女はそう言ってクスクス笑った。セシリアだけは、何が起きているのか分からずに首を傾かしげている。


    　シャーリーが装甲車から持ち出してきた懐中電灯の光が、真っ暗くら闇やみの廊下を明るく照らし出した。お陰で足元程度なら、何とか見ることができた。まあ、電気が通じているようには見えないので、ローマの電気系統が回復したとしても、ここは暗くら闇やみのままだろう。


    　いずれにせよ、普段は滅多に体感しないような暗さだ。セシリアは、こんな──これ以上の暗闇の中を、ずっと生きてきたのだろうか。


    「静か……ですね」


    　セシリアがぼそりとそう呟つぶやいた。なるほど彼女の言う通り、僕たちの足音すらも石畳に吸収されているようで、とても静かだった。彼女にとっては、音のない世界こそが暗闇なのかもしれない。


    「セシリア、疲れたかい？　足の怪け我がは……」


    「少しだけ、です。大丈夫ですよ、足も鈍い痛みがあるだけです」


    　セシリアがくすっと笑った。彼女も相当に気丈だと思う。内戦中の国で生まれ育ったせいだろうか。芯の強さ、という点ではかつて僕がバレルガニアで出会った少女、グレタと共通しているようにも感じた。


    「あ、でも。手は繫つないでもらわないと──その、困ります」


    「うん」


    　そんな他た愛あいもない会話をしているうちに、ようやく通路が終わった。


    　一見しただけでは分かりにくい場所にある鉄の扉を開くと、部屋に出た。かなり広い部屋だ、個室とは言い難い。ライトが照らし出した先に人影が見えて、ダスティと僕はビクリと反応した。だが、それは錆さびてボロボロになった鉄製の鎧よろいだった。他にも鉄の剣や兜かぶとがところどころに転がっているところを見ると、どうやらここは武器庫だったらしい。


    「さて、と」


    　シャーリーが床に転がっていた松たい明まつを拾い上げ、ライターで火を点した。炎の輝きが、部屋全体を照らし出す。シャーリーは更さらに、二本の松明を拾い上げると壁の器具に引っかけ、火を点した。三本の松明によって、部屋はどうにか人心地のつく明るさを手に入れた。


    　部屋の中央に、小さな円卓の机と椅子があった。僕たちはそれに座り、ようやく一息ついた。


    　僕と向かい合う位置に座ったヴァレリオが、手を組んで静かに僕を見据えた。


    「……それでは。聞かせてもらおうか」


    「はい」


    　頷うなずいた僕は、今まであったことと──これから為なすべきことを全て語ることにした。現状では、あまりにも謎なぞが多すぎて……自分では、なかなか整理できなかったからだ。


    「最初に。〝クラブ〟について話そうと思います」


    　僕は焦あせる気持ちを抑えつつ、一から順番に語り始めた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    
      ──バチカン　サン・ピエトロ広場

    


    　イヌガミはサン・ピエトロ広場の様子に目を見開いた。いや、当然予想されて然しかるべきことではあったが、ここには多数の観光客やローマ市民が力なく座り込んでいた。


    　バチカン衛兵たちが必死になって、この場の統制を保とうとしているが効果は薄いようだ。あちこちで怒鳴り声が響き、周囲の恐きよう慌こうを加速させている。


    　このままでは、まず間違いなく暴動が起きるだろう。それも何の目的もない、ただただ鬱うつ屈くつした気持ちを解消させるためだけの無意味な行為だ。


    「……」


    　イヌガミはこの広場のどこかに、彼女がいると確信していた。しかし……何な故ぜ、この場に留まっているかが分からない。


    　周囲の視線を避けて、イヌガミは狭い場所に身を隠した。


    　血の臭におい──そして、嗅かぎ慣れた微かすかな香水の匂におい。


    　何百人という人間がいる中で、ただ一人を嗅ぎ分ける──それを可能にするのが、猟犬の嗅きゆう覚かくである。


    　ふらふらと、まるで自分がいるのが分かっているように彼女はこの広場を動いている。だが、いかんせん人が多すぎる。立って歩く者、座り込む者、集まって語らう者、その中に交じって動いている。


    　だが、ここにいる限りは彼女の標的ターゲツトは安全なはずだ。


    　もし、万が一自分の考えが過ちでも、それはそれでいい。彼女がこの場を動かないということは、必然誰も殺せないということ。


    　蹲うずくまって人の目を避けつつ、彼はじっと彼女が動くのを待った。


    　ざわめきが子守歌のように、イヌガミの耳をくすぐった。走り回り、銃弾を体に受け、挙句に実姉と殺し合ったせいだろうか──彼は瞼まぶたを閉じる誘惑に逆らえなかった。


    　完全に寝入ったわけではない。嗅覚は未いまだ、彼女の居場所を正確に察知している。だが、視覚は別だ。イヌガミとしてではなく、ハインツとして生きていたときの情景が、ありありと思い浮かんだ。


    　他た愛あいもない言葉で笑い合った、ただただ平穏な日々。満ち足りた人生だった。結局、それは父親と彼の使用人によって奪われた。その二人も今はもう、この世にいない。ならば、また平穏な日々に戻れるかといえば──そうでもない。


    　姉は壊れた。ただ一人、世界で唯一愛した彼女は滅め茶ちや苦く茶ちやにされて壊れてしまった。


    　壊れただけなら、自分が受け止めよう。だが、彼女は壊れたまま動き始めた。このままでは、無関係の人間たちに災さい厄やくを振りまくだけ振りまいてしまうだろう。


    　だから、止めなければ──殺してでも。


    　そう結論づけたところで、我われながら歪ゆがんだ愛だと自じ嘲ちよう的な感情が脳裏を過よぎった。


    　──ざわめきの質が変化した。


    　イヌガミは夢想から覚めて、むくりと体を起こした。視覚と聴覚で何が起きたのかを把握する。どうやら、観光客やローマ市民が騒いでいるらしい。喧けん嘩かではない、驚き──感動？


    　──まさか。


    　誰かが「教皇」と名を呟つぶやいたのを聞いて、イヌガミは絶望に襲われた。何な故ぜこんな場所を訪れる？　彼女の狙ねらいは──貴方だというのに！


    　彼女の匂においが動く。


    　無む我が夢む中ちゆうで飛び出した。周囲が驚きよう愕がくと恐怖の視線で己おのれを視みる──知ったことか、そんなもの。


    　彼女の動きが速い。最悪の予想が見事に的中したことに、イヌガミは歯は嚙がみしつつ走った。


    　人の足をかい潜くぐり、ただただ走る──走る！


    　ＶＳＳバチカンシークレツトサービスに囲まれながら、高台に立った教皇がテロに怯おびえる敬けい虔けんな信徒たちに、言葉を投げかけようとしていた。そんな彼のもとへと、ひた走る少女が一人。赤い頭ず巾きん、まともな人間には嗅かぎ取れない濃厚な死臭──袖そで口ぐちから垣かい間ま見みえる、針剣ステイレツト〝カルトメルヘン〟。


    　彼女は跳躍するだろう。


    　彼女は袖口から針剣を取り出すだろう。


    　そして、彼女は教皇の心臓か眉み間けんを串刺しにする。否いな──直撃さえすれば、どこを穿うがったとしても老齢の上に大病を患っているらしい教皇ではひとたまりもないだろう。


    　視みえた。


    　そして、視られた。


    　イヌガミの視覚に彼女が捕捉された。嗅きゆう覚かくが伝えていた通り、彼女は人の群れを凄すさまじい速度でかい潜りながら、まっしぐらに教皇を目指している。


    　祈る──間に合えと。


    　願う──自らの足に。


    　そして、コンマ一秒でその祈りと願いを捨て去り、凍りつくような現実を直視する。


    　マズい、間に合わない可能性が高い。


    　加速に更さらなる加速を上乗せする。千切れんばかりに足を動かし、彼はどうすれば間に合うかを必死になって考える。


    　赤ずきんロートケプヒエンと、イヌガミの視線が交錯する。少女が笑みを見せつつ、袖口から針剣を取り出した。ロートケプヒェンが跳躍、一瞬遅れてイヌガミはたまたま傍そばで座り込んでいた男の背中を借り受けて、跳躍した。


    　人のざわめきを下に聞きながら、イヌガミは自分が間に合ったことを理解した。男の背中を借りたことで、ほんの少しの差が詰められたのだ。


    　ロートケプヒェンの足に、ケブラー製のブーツごと嚙かみついたイヌガミは渾こん身しんの力で、彼女を大地に叩たたき落とした。


    　ざわめきが悲鳴に変わり、周囲がパニックになった。衆人環視の中、ロートケプヒェンはゆらりと幽鬼のように立ち上がり、二本の針剣ステイレツト〝カルトメルヘン〟をその手に握り締めた。


    　だが、これで失敗だ。ＶＳＳバチカンシークレツトサービスは即座に教皇を守りながら撤退、残った人員が拳銃を彼女に突きつけた。


    「動くなフリーズ！」


    　そう言いつつ、ＶＳＳの男たちが慌てて駆け寄る──マズい！


    　イヌガミは咄とつ嗟さに吼ほえて、彼らを牽けん制せいしようとした。だが職業意識の高さ故ゆえか、彼らは怯ひるむことなくロートケプヒェンに摑つかみかかった。


    「アァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ！」


    　触れた瞬間だった。ロートケプヒェンは泣き女バンシーのように絶叫して、自分に触れた男たちの手を払い除のけ、針剣で心臓、顔面、頭部、首、あらゆる部分を一瞬で穿うがった。


    「邪魔ァッ！」


    　倒れる暇すら与えず、彼女は二人の死体を蹴けり飛ばした。


    「な──」


    　銃を向けているＶＳＳの男を、ロートケプヒェンが視みた。ＶＳＳとして鍛え上げてきたであろう男の体は、プロレスラーさながらという感じだったが──彼女が視線を向けただけで、恐怖のあまり拳銃を取り落とした。


    　男はイヌガミとロートケプヒェンのちょうど中間に立っている。距離は約五メートル。イヌガミは、彼女の関心が男に向いていることに気付いて走り出した。


    　──逃げろ！


    　無理だと思いつつ、イヌガミはそう願った。だが、男は動かない。というより、恐らく動けない。イヌガミにも原因は分かっている。彼女の目を見てしまった。恐らく、ただそれだけが理由だ。相対した自分にも分かる。彼女の瞳ひとみは深淵アビスだ。近付く者は、誰も彼も──呑のみ込まれる。


    　ロートケプヒェンが、そっと一歩を踏み出した──瞬間、彼女の匂においが拡散した。


    　より正確に言うと、匂いが男に向かって直線的に伸びた。そのスピードは、イヌガミの視覚に捉えきれないものだった。


    「──」


    　男が口を開き、何事かを呟つぶやこうとした。消えた、とでも言おうとしたのか。だが、彼女の針剣が瞬間的に心臓と脳幹を破壊したことで遺言も残せなかった。


    　その光景をじっと見つめていた周囲の人間は、恐らく何が起きたのかすら分からなかったに違いない。だが、気付けば少女が男の前に立っていて、男が血を流して倒れている。それに因果関係を構築できないほど愚かでもないだろう。


    　悲鳴が上がりそうになった瞬間、ロートケプヒェンがくるりと顔を彼らに向けた。


    　その瞳ひとみに、生という実感を丸ごと呑のみ込まれた彼らは──声一つ、立てられずにいた。恐怖と絶望があまりに大きすぎて、彼らの思考からは逃げるという選択肢すら取り除かれていた。


    　やがて、それが波及していき──サン・ピエトロ広場の人間は、ただの一声も上げることができなくなっていた。


    　そう、人間は。


    



    　オォォォォォォォォォォ──────────────ォォォォォォォォォォォォォォン！


    



    　その声は人間ではなく、野獣の咆ほう吼こうだった。


    　広場にいた全ての人間が、野蛮なる原始の言葉に我われを取り戻した。ゆっくりと二人から距離を取り始めている。


    　イヌガミの咆吼を聞いて、怯ひるみもしなかったのは眼前の少女ただ一人。


    　ロートケプヒェンは、嬉うれしそうにイヌガミに囁ささやいた。


    「……アストライアには、どうしてもどうしてもって頼まれていたけど。視みて分かった、ローマ教皇の命は、残りわずか。なら、わたしが殺す必要──ないよね？　本当なら、この〝カルトメルヘン〟に、あの方の血を吸わせてみたかったの。霊的な何かが宿る気がしない？」


    　イヌガミは一瞬、驚きよう愕がくに身を震ふるわせた。彼女の見立てが間違ってないとしたならば、ローマ教皇はここ数日で死に、教皇選挙コンクラーベが行われる。赤あか神がみ楼ろう樹きは、ヴァレリオ・ロベルティを仕留めただろうか？　仕留めていなければ、クラブの会員メンバーである彼が次の教皇になる確率は高い。


    　しかし──。


    「あー……変なこと考えてる」


    　──ッ!?


    　その言葉を認識した瞬間、眼前にロートケプヒェンがいた。右手の針剣ステイレツトが顔面目がけて振り下ろされた。咄とつ嗟さに首を逸そらし、頰ほおを掠かすめるに留とどめた。


    　横に跳んで、また距離を取る。彼女の前で、下らない思考をするのは命取りだ、と今いま更さらながらに思い知った。


    「だめだよ、ハインツ。わたしと殺し合うときは、わたしのことだけ考えて……ね？」


    　クスクスと、ロートケプヒェンは笑った。


    　確かに彼女の言う通りだろう。殺し合うときは、殺し合いのことだけを考えよう。


    　そこで、自分が考えるべきはまず……ロートケプヒェンの異常な身体能力だ。五メートルほどの距離を、ほとんど一瞬で詰める脚力──尋常ではない。持って生まれた身体能力もあるだろうが、それ以上に自分の鼻は別の何かを嗅かぎ取っていた。


    　技術。それも機械的なものではなく、武道や武術の概念だ。


    　イヌガミは人であったときの記憶と、娯楽提供者エンターテイナーとして戦ってきたときの記憶を探って想起した。中国と日本の武術に、瞬間的な移動を可能にする歩法があったということを。


    　そう、あれは確か……。


    「わたしの、ことだけを──考えてよッ！」


    　──縮しゆく地ち法ほうといったか！


    　自分の鼻頭にふわりとした風を感じたイヌガミは、即断して前に出た。顎あぎとを勢いよく開き、虚こ空くうを嚙かみ砕いた。


    　空に舞い散った鮮血は────互いに絡み合っている。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　貴き島しまあやなは、またも同じ部屋に戻されていた。ただし、今度はしっかりと窓を塞ふさがれたが。


    「いやぁ……面白かったなぁ！」


    　アストライアはひたすら笑っていた。自分がやったことは、間違いなく彼らに不利益を生じさせるものだと思っていたあやなは、その反応に面食らっていた。
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    「まさか、君がそこまでするとは。しかも、根拠はほとんどただの勘で。うん、これだからゲームは面白い。本当に、もう少しで楼ろう樹きくんが駄目になるところだったよ」


    　その言い様に、あやなは改めて背筋を寒くする。


    　そう、アストライアにとって自分が干渉したこともゲームの内側でしかないのだ。赤あか神がみ楼樹の心を破壊できるかどうか、というゲーム。


    「だけどね、貴き島しまあやなくん。君がやったことは、果たして楼樹くんを救う行為だったのかな？　未来のことを考えると、もしかしたら──いっそのこと。壊れてしまった方が良かったかもしれないよ？」


    　あやなは意地悪い子供のような笑みを浮かべたアストライアに、静かに答えた。


    「……そうかもしれないね」


    「──おや、否定はしないのかい？」


    「うん。わたしが叫んだことで、また楼樹くんは辛つらい道を選ばなくちゃいけなくなった。それは……よく、分かってるの」


    　──楽にしてやれるのだ。


    　──赤神楼樹は、ケモノになってしまえば何も悩まずにいられるはずなのだ。


    「ふうん。だったら、どうして君は叫んだんだい？」


    「そんなの決まってるよ、アストライアさん。楼樹くんは、わたしのためにケモノになるまいとしている。そんな楼樹くんが、わたしは好きだから。だから、叫ぶの。わたしの声が届く限りは、ずっと楼樹くんの名を叫ぶ」


    　──それでも。未いまだ彼は足あ搔がいている。


    　──ケモノを狩る者として、戦っているのだから。それを邪魔したりはしない。


    「つまり君は、君が知る赤神楼樹が好みだから──彼を苦しませているのかい？」


    　アストライアの言葉に、あやなは些いささかの逡しゆん巡じゆんもなく頷うなずいた。この問いは、全くの愚問である。あやなは赤神楼樹と離別して以来、ずっとずっと……考え続けていたのだから。


    　彼女の答えに、少年の顔が不意に強こわ張ばった険しいものへと変わった。


    「僕が世界で尊敬する方はただ一人だ。そして、僕が殺意を抱いだいたのもただ一人──楼樹くんだ。だけどたった今、怖い人間が付け加わった。貴島あやな、僕は君が恐ろしいと思うよ」


    「……かもね」


    　貴島あやなは、やはり躊ちゆう躇ちよなく自分の異常性をも認めた。嬉うれしかったからだ。異常、真っ当な道から外はずれているということは──ほんの少し、赤神楼樹に近いような気がしたから。


    　彼女はふと、先ほどの言葉を思い出して尋ねた。


    「ええと、アストライアさん」


    「何だい？」


    「楼樹くんだけに殺意を抱いているって……どういうこと？」


    　アストライアはそれを聞いて、嬉うれしそうに答えた。


    「それをまともに聞いてくれたのは、たぶん君が初めてかなあ。……分かりやすく言うとね、僕は今まで殺意を抱いだいて人を殺したことはなかったんだよ」


    　普通、人が人を殺すときは何らかの感情を伴うものだ。殺意であり、怒りであり、悪意であり、稀まれだが娯楽や愛情ゆえということもありうる。


    「でもさ。そういう感情のほとんどは、少なくとも力量的に台頭かそれほど差がないものにしか湧かないだろう？　僕はその……恥ずかしい話だけど、何となく殺していたんだ」


    　ぽりぽりと鼻の頭を搔かいた。殺さつ伐ばつとした話にあまりに似合わぬ仕草に、あやなは喉のどが引き攣つるような恐怖を抱いた。


    「……な、何となく？」


    「そう。単純に障害を排除するため、あるいは自分の力を試したくなったため。勝利することへの執念もなく、敗北することへの恐怖もない。薄ぼんやりと戦って、漫然としたまま殺していた」


    　──たぶん、真実なのだろう。


    　あやなはそれを認め、恐怖が喉元までせり上がるような気分だった。殺人鬼には、あやなも一度追い回された経験がある。完全に精神的に破は綻たんしていたが、それでも人を殺すということが悦よろこびなのだということは『理解』できた。


    　だが、アストライアの言葉は──どうしても理解できない。薄ぼんやりと戦い、漫然と人を殺すという──破綻という言葉では片付けられないおぞましさ。


    「でもね、赤あか神がみ楼ろう樹きは違う。僕は生まれて初めて、彼を本気で殺したいと思ったよ。自分の中に、そういう感情が存在したなんて思ってもいなかった！　恨みはない、悪意もない、ただもう純粋に戦って戦って殺したいだけなんだ！」


    　声高らかにそう叫んだ後、アストライアは苦笑して肩を竦すくめた。


    「だからまあ、今回みたいな搦からめ手は……正直、僕にとっても不本意だったんだよ。止めてくれてありがとうと、君に礼を言いたい気分さ」


    「そう。じゃあ、あなたはいつか楼樹くんと殺し合うの？」


    「そうなると──いいな、とは思ってる」


    　アストライアは嬉しそうに、爛らん漫まんな笑みを浮かべて答えた。


    「それでは、今度こそ──おとなしくしていてくれよ？」


    「分かってる。もう、わたしがやるべきことは何もなさそうだから」


    　彼女はおとなしく、椅い子すに座った。それを確認して、アストライアはドアを閉じて施錠した。


    



    　廊下を歩いているうちに、アストライアは自然と鼻歌が零こぼれだしてくることに気付いた。


    　どうやら、自分は相当に浮かれているらしい。


    　──無理もないだろう。


    　自分でもそう思う。生涯にただ一人、明めい瞭りようたる殺意を抱いだいた人間が壊れず無事に生き残った。こんなに嬉うれしいことはない。


    　たとえ、腹心の部下であるイヴァン・ザカエルが死んだことを考慮に入れてもだ。


    　だがしかし、とアストライアは思い直す。果たして次のゲームはどうだろうか。第二のゲームで、赤あか神がみ楼ろう樹きが生き残る可能性はほぼ皆無だ。十二人の娯楽提供者エンターテイナー──どれもこれも、人を殺す一芸を磨き上げてきた最凶にして非道の外げ道どう、悪あつ鬼き羅ら刹せつたる使バケ徒モノたちだ。


    　一人二人なら、どうにでもなるかもしれないが──十二人もの数を、彼らが捌さばききれるだろうか？


    　そんなことに頭を悩ませつつ、ロビーに戻ったアストライアに全員の視線が集中した。


    　調停者たるアストライアの判断で、貴き島しまあやなの乱入は有効と判断された。そのせいで、ゲームに敗北した十人の会員たちは、若干非難を込めた視線で彼を見つめている。


    　その視線にアストライアは肩を竦すくめた。


    「失礼。お待たせしてしまいましたね」


    「いいさ、仕切り直しだ。ペナルティが欲しいなら……そうだな、第二のゲームの説明をしてもらおうか」


    　そう言った〝慈愛アフエクシヨン〟の聖父オルリックの傍かたわらに立ち、アストライアが両腕を広げて告げた。


    「それでは皆様。第一ゲームは無事終了、『不可能──赤神楼樹はヴァレリオ・ロベルティを殺さない』にベットしたお二人が勝利者です！」


    　その言葉に満足げに頷うなずく二人の会員メンバーと、不服そうな十人の会員メンバー。ただし、前提としてこのゲームには如い何かなる妨害も認められていた。貴島あやなが危機を知らせたことも、ゲームの内側だ。


    　多少の贔ひい屓き目めを考慮しても、アストライアの判断は妥当なものである。


    「続きまして、第二のゲーム。このゲームの勝利者が、かつてミスターと呼ばれた男の権利を継承することになります。そう、即すなわち七人目の〝聖父フアーザー〟です」


    　十二人が一斉にざわめく。既に知らされていたこととはいえ、改めて宣言されて実感が湧き上がってきたのだろう。


    　七人の聖父、即ち──。


    〝謙虚モデステイ〟


    〝慈愛アフエクシヨン〟


    〝悲哀グリーフ〟


    〝勤勉デイリジエンス〟


    〝無垢イノセンス〟


    〝虚無ホロウ〟


    　──そして、クラブの会長だったミスターの死によって現在は空位である〝節制テンパランス〟。


    　今回は、その空位である〝節制〟の争奪戦である。選ばれた十二人の会員たちも、まさに筋金入りの破綻者だ。


    「第二ゲームのルールは次の通りです。皆様には十二人の娯楽提供者エンターテイナーから一人ずつ、選んでいただきます。その一人が〝赤神楼樹ケモノガリ〟を倒せば勝利です。そして、第一ゲームの勝利者であるお二人には優先して娯楽提供者を選んでいただきます」


    「そして──今回賭かけていただくのは、皆様の命。娯楽提供者が死ねば、その場で命を断っていただきます。生き残ったものの、赤あか神がみ楼ろう樹きを殺せなかった場合は──ま、サービスしておきましょうか」


    「それから皆様、ヘッドセットをおつけください。それで皆様が指定した娯楽提供者に指示を下せます。ただし、彼らは基本的に精神が破は綻たんしております。皆様の指示に従うかどうかは、風と運に任せるしかありません」


    　アストライアが会員たちを一いち瞥べつした。不安そうに周囲を見回す者、勝利以外の未来を考えずに含み笑う者、ただ沈黙する者──千差万別だ。


    「何かご質問は？」


    　一人が静かに手を掲げた。鋭い剃かみ刀そりのように冷ややかな男だった。肩まで伸びた長く黒々とした髪は、他の会員メンバーと比較して彼を若々しく見せている。第一ゲームの勝利者、中国屈指の豪商である陸リウ炎豪イエンハオは──剣けん呑のんとした目つきでアストライアを見つめていた。


    「ヴァレリオ・ロベルティについては？」


    「おっと失礼、言い忘れていました。ヴァレリオ・ロベルティについては勝利条件とは成り得ませんが、生存条件に致しましょう。彼を殺しておけば、万が一が防げます」


    　必要ないな、と呟つぶやいて陸は笑った。


    「他にご質問はありませんね？　それでは、ただ今より皆様が己おのが命を預ける十二人の娯楽提エンター供者テイナーの紹介に移らせていただきます！」


    



    　かくして──。


    　〝十二使徒のゲーム〟は、ここに開始された。

  



  
     エピローグ


    



    　全てを語り終えた僕は、真っ直すぐヴァレリオを見る。彼は沈痛な表情を浮かべ、僕を見返した。すぐ傍そばにいる……ＶＳＳバチカンシークレツトサービスの人間は、僕の話を信じていないようだ。無理もないか。


    「僕からは以上です。ひとまず、ここに隠れていてください。外を出歩くより、危険は少ない」


    「君は……どこへ行くのかね？」


    「外へ。僕を待っている女の子がいるから」


    「──人を、殺あやめるのかね？」


    　ヴァレリオの問い掛けは直ちよく截せつで、鋭く僕の胸を抉えぐった。振り向くことなく、僕は答える。


    「ええ、殺します」


    「そうか」


    「……止めないんですか？」


    「止めて、止まる君ではあるまい。地獄に堕おちることを恐れる君でもあるまい。祈ることすらも──状況は許すまい」


    　そう、その通りだ。


    　祈り、嘆き、人間性を取り戻せば取り戻すほど僕は敗北に近付くことになる。


    　だから、祈らない、嘆かない、悲しむこともない。


    　全神経を狩猟に注ぎ込み、全思考を狩猟に費やそう。背を向けて歩き出した瞬間、その声が響いた。


    「──ならば、わたくしが祈ります」


    　セシリアの声に、僕は振り返る。彼女は灯火の下、うっすらと微ほほ笑えみを浮かべて僕を見つめていた。


    「わたくしは、ロウキ様のためにただ祈ります。ロウキ様がご無事であるように、祈らせていただきます。貴方あなたの罪も、咎とがも、全て──わたくしが、代行します」


    「……」


    　不要だ、と言うことはできただろう。


    　鬱うつ陶とうしい、とでも言えばよかったかもしれない。


    　祈りなんて何の役にも立たない。空腹も満たせず、苦痛の代替にもならず、敵を殺害する手伝いをしてくれるわけでもない。


    　そして、僕の罪を消し去ってくれるわけでもないのだ。


    「……ありがとう」


    　それでも。空虚な感謝の言葉を送った。僕は決して彼女の言葉に救われたわけではない。


    　だが、彼女は──僕の言葉に、救われるかもしれなかった。セシリアは巻き込まれただけだ。


    　感謝が、喜びとして受け取られる当たり前の世界に彼女はいる。戻らせてみせる。


    　だから、決意を込めて。ありがとうと告げた。


    「じゃあ、行くよ」


    　礼は言った、もう振り返らない。


    　僕は今しがたやってきた道を駆け戻り、再びローマへと帰還した。もう、誰かを守りつつ戦う必要はない。思う存分、戦えるということ。


    　二月の冷たい風を受けながら、僕は考える。


    　類たぐい稀まれなる人外たち──〝娯楽提供者エンターテイナー〟が、十二人いるという。いずれも使い手であり、なかにはこれまで苦戦した敵が、赤子か何かに見えるほどの怪物も存在するかもしれない。


    　だがしかし。だがしかしだ。


    「……それが、どうした」


    　ああ、いいとも。やってやる、やってやるさ。不可能なはずがない。


    　僕は獣を狩る者ケモノガリだ。一人残らず追跡し、捕捉し、反撃も許さない。


    　引き千切り、叩たたき潰つぶし、狩り立て、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって殺してやる。


    「〝十二使徒のゲーム〟────開始だ、アストライア」
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    　僕は走り出す。


    　最凶にして最悪なる大戦争になることを、ほぼ確信しながらも──。


    　僕は決して止まらない。
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     あとがき──突っ走るということ


    



    　高度経済成長という時代がかつて日本に存在しました。


    　具体的には１９５４年から１９７３年あたりまでの時期を指します。第二次世界大戦の敗戦から立ち直り、日本全体がただひたすら突っ走っていた──そんな時代が、確かに存在したのです。


    　そして２０１２年現在、日本はのんびりと歩いているように思えます。


    　一か八かで走るより、転ばないように歩くというのは人生において正しい選択です。


    　走るということは、それだけ早く命を散らしていくということなのですから。


    　……ですが。


    　人間には、それでもやはり走らなくてはならないときもあるのです。夢を叶かなえるために、野望を成なし遂とげるために、何かを摑つかんで握にぎり締しめるために。


    　誰かより速く、死ぬより早く辿たどり着くために──人間は、一生に一度くらいは走らなければならないときがあるのでしょう。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは、突っ走る人間です。


    　彼の望みはとてつもなく大きく、歩いていては死ぬまで叶わないものなので、ただ走り続けるしかありません。


    　転んでも立ち上がり、立ち塞ふさがる障しよう害がいにもめげず、怪け我がをしても止まらず、何があっても決して泣かず、それこそ雨や風にも負けずに走って走って走るしかないのです。


    　普通ならば、途中で心折れるでしょう。跪つまずいて倒れたくもなるでしょう。


    　ところがまあ、どうもこの走っている少年は頭のネジが一本か二本外はずれているらしく、この分だと、最後まで突っ走ってくれるみたいです。


    　皆様、そんな赤神楼樹をどうか最後まで見守っていただければ幸いです。


    



    　──というわけで、今巻はローマに舞台を移しました。狙ねらうはローマ教皇最有力候補との呼び名も高きヴァレリオ・ロベルティ枢すう機き卿きよう。


    　果たして彼の暗殺は成功したのか？　それは本編のお楽しみ。


    　あ、ちなみに通りの名や建物の名が色々と出てきますが、イタリアに取材旅行に行ってくることができるはずもなく、いわゆる一つのグー○ルマップ先生に頼りました。


    　ありがとう先生、ＰＣの前でありながらまるでローマを闊かつ歩ぽしていた気分でしたよ。


    　ローマの皆様、色々と申し訳ありません。何かもう大変な状況にしてしまいました。そして多分、次巻以降でもとんでもないことになりますが、どうかお許しください。


    



    　去年──このあとがきを書いている時点ではまだ今年なのですが──は、本当に色々なことがありました。日本全体としても、世界全体としても、まさに激動の年ではなかったかと思います。


    　個人といたしましても、一大決心をして色々と状況が変わりました。忙しい毎日であることを有り難く思いつつ、創作活動に励んでおります。


    　歩くどころか、ともすれば立ち止まりがちな世界ではありますが、皆様どうかしっかり足元を見て、大切な一歩を踏み出してください。


    　大丈夫です、案外最初の一歩を踏み出せば上う手まくいくものですからね。
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